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別 表

分 科 会 7日 (金)13:00～ 15:40
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校ぽ 分科会 研 究 主 題 研 究 内 容 羅辞
会  場 提

だヽ

学

校

（
学

習

指

導

の

改

善

）

低

学

年

部

仲間意識の充実

友達の話をよく聞き、助け合し、

励まし合って、何でも言える学

級づ くり

合科的な学習指導について

6-1
柳内  翠  姫 路 城北小
里  和美  広 島 豊島小

量雷
干

嚢季 っ 滋 賀 五個荘小

2 6-2
圏中 照子  姫 路 広峰小

田附 昭良 イ 滋́ 賀 五個荘小

中

学

年

部

個人思考 と集団思

考

個人思考 と集団思考の深め方の

くふ う

効果的な話 し合い学習のさせ方

3 6-3
大関  Ily  新 潟 五泉南小

蓑彗志l重 だ仄″曇 全貫『班t

4 5-1
丸山 正克  豊 川 千両小

菖纂爾三酪Υi震 雪 璽君墓小

凸

学

年

部

相互活動の充実と

多様な思考力の育

成

。思考を育てる相互作用と学習方

法のくふ う

5-2
田ノ|1 正樹  春 日井 鷹来小

佐藤 修吾   庁  勝川小

北村 三a13'滋 賀 五個荘小

人間関係の高まる相互作用のさ

せ方 5-3
争

ｌ

茂

　

子代千

羽

　

島

丹

　

福

春 日井 北城小

滋 賀 五個荘小

中

学

。
高

校

学
習
指
導

学力と人間関係
学力を高めながら同時に人間関

係を深める態度の育成
5-4

熊谷 一文  春日井 藤山台中

堀場 正美   ″  東部中

福島 達郎  姫 路 白鷺中

生
徒
指
導

生活指導のあり方
・ 学級集団の育成 と非行防止

・ 生徒指導と補導のあり方
8 4-1

坊垣 正博  姫 路 白鷺中 |
鎗野由紀江  広 島 豊高校  |
毛利 蓮成  滋 賀 八幡西中 .

全

新

教

育

課

程

ゆ とりと充実をめ

ざす指導

ゆとりと充実 した学校生活であ

るための創意ある教育活動の計

画と実践

ゆとりの時間の実践内容

９
【 4-2

安積 Jlk朗   姫 路 城陽小

山田 正智   ″  網千西小

小菅 融宣  滋 賀 五個荘小

‐Ｏ
ｍ 4-3

高磯 忠実

賀戸 文夫

東沢 理賢 中

中

中

荘

鷺

　

個

白

豊

五

路

島

賀

姫

広

滋

全

障
虫
見
薔

社会に適応できる

人づくり

・ 障害の種類や程度に応 じた教育

方法 と場のくふ う

・ 障害児学級における相互作用の

させ方

4-4
山本 正三  尼 崎 啓明中
大畑  稔  簸 路 城南小
梶原曲紀子   ″  山鷺中
大メ||と み江  滋 賀 五個荘小



司 会 動
者録記

森  寅三  滋 賀 前 0五個荘小

森岡 宏治   ″  政所小

塩田勢津子      名古屋大

高馬 正貝J  姫 路 前.城南小
高旗 正人      滋賀大

渡辺 寿子  平田小

竹田 裕子  五個荘小

水野  明  春目井 北城小

餐場  勉  滋 賀 市原小

石圏 裕久      震古量大
土駿 邦雄  新 潟 丸繭増ヽ
住岡 英毅      滋賀大

小林 滋弘  五個荘小

前田久美子  五個荘小

山圏 節男  春日井 春目井/Jh

重森 一太  滋 賀 山上でヽ

中野 靖彦      愛知教育大

大田 勝史      滋賀大

Fl坂勢津子  蒲生西小

徳田 慶子  五個荘小

西村  博  滋 賀 桜谷小

辰 己嘉津一   ″  能登ノll北小

杉江 修治      中京大

四宮 恒夫  徳 島 前・福島小

山本 静代  瀬田小

木下 千鶴  五個荘小

加藤秀太郎  土 岐 泉 中

藤野 正夫  滋 賀 能登川町教委

鹿内 信善      北海道教育大
柳沢 義彦  徳 島 千松小
日井  仁  豊 川 市教委

豊田 震典  多賀小

谷  一美  五個荘小

今尾 啓一  春日井 八幡小

古ノll 理信  滋 賀 能登川南小

市川 千秋      三重大

犬井 久夫  滋 賀 県教委

森谷 英夫  八日市北小

大鹿 史子  五個荘小

山本  岡J  姫 路 余部小

浅井  浄  滋 賀 能登川中

舟越 和吉  新 潟 関屋中
梶田 稲司  春 目井 前。東部中
越智 昭孝  広 島 豊高校

富下 源治  布引小

疋獨 玲―~f  五個荘小

望月和三郎  東 京 小平第二小

黒崎 啓子  滋 賀 八播西中

西尾 為一  春 日井 知多中
山崎千代松  高 知 前・奈半利中
鈴木 武士  竜 野 前・市教育長

村井 竜三  八幡西中

奥暦 裕手  五個荘中

山田  進  長 野 傍陽小

福田 哲郎  滋 賀 永源寺町教委

建部 達也  滋 賀 南郷里小

市村 木義  尼 崎 開明小

阿藤市太郎  愛知ノll東小

京極 好曜  愛東南小

土 岐 泉 中

広 島 豊 中

彦

　

忠

幸島

　

実

小

　

国

新田 正彦  広 島 豊高校

上杉 政男  滋 賀 県教委

上田 紀子  八幡西中

滝 美砂子  五個荘中

住吉 光彦  広 島 豊 高

桑原 三郎  滋 賀 笠縫小

藤本 貞治  姫 路 砥堀小

加藤  実   ″  広畑小

中島 邦男  滋 賀 県教委

佐野 弥生  八幡養護

成宮 治子  五個荘小



1日  程

9:20                   12:10

2控 室 案 内

日
時 9:00 9:40    10:2510:40     12:00  13:00     15:40   16:30    17:30

11月 7日
(金 )

受 付 公開学習

会
場
移
動

開会行事

昼 食

紛絵

打合せ)

分 科 会

全国バズ

学習研究

会協議会
会場移動 懇親会

11月 8日
(土 )

受

　

付

全  体  会

刻匡X月摩刀ツD駄認避癸鋳長
講 演

閉
会
行
事

講 師 教 委 校 長 室

助 者 和 室  本 館 三 階

司 会 者

提 案 者 図 童
日

室  新 館 三 階

記録者・八幡西 中教諭

議 会 ・ 郡 内 校 長 会 議 室  本 館 三 階

一 般 参 加 者 体 育 館

P T A関 係 者 第 102理 科 室  本 館 三 階

公開授業     7日 (金)9:40～ 10:25
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学

年 組 教科 主題・ 題材 統一帥
指導者 場所

学

年 組 教科 主題・題材 朝一螂
指導者 場所

音楽 おとえらび
５

一
７ 竹田 裕子 1-1 算 数

分数のた し算 と
ひき算

３

一
９ 北村 三郎 5-1

算数
た しざんとひき
ざん(2)

上
１０

里田 俊子 1-2 社会 鉄をつ くる工場
５

一
７ 野瀬  隆 5-2

国 語 ものの名まえ
９
一Ｈ

沢村恵美子 1-3 家庭 かんたんな調理
２

一
７ 小梶 和子 5-3

算 数 おおきさくらべ
２

一
６ 小川 征子 1-4 国語 詩を書 こう

７

一
８ 谷  一美 5-4

音楽
たろうさんの赤
ちゃん

２

一
７ 吉田 明美 低 音 算 数 平均とちらばり

２

一
１ ８ 福島千代子 6-1

音楽 なかよしマーチ
６

一
７ 前田久美子 高 音 算 数 平均とちらばり

‐ ５

一
‐ ８ 石部 清和 6-2

音楽 トルコ行進曲
３

一
７ 田附 昭良 2-4 算 数 平均とちらばり

７

一
１ ８ 大鹿 央子 6-3

社会
市民のくらしと
商店のはたらき

５

一
‐ ２ 徳田 慶子 3-1 養

育

生活 たまいれあそび 精薄 成宮 治子 養-1

理 科 じ石のきょく ■
‐２

友本志津雄 3-2 生 活 歌をともなう遊び 情緒
障害

大川 とみ江 養-2

算 数 円と球
７
一蛇

高村  博 3-3 （八
幡
西
中
）
２

A
特別

活動

みんなで作ろう

分団新聞

２

一
３ 藤井 智子 吹奏室理科 物のとけ方

７

一
８ 廣瀬爾三郎 4-1

理 科 物のとけ方
２

一
８ 大久保恒治 4-2

国語 ごんぎつね
６

一
‐ ‐ 木下 千鶴 4-3



4 闘 会 衛事

開会 の こ とば

主催者 あいさつ

祝     辞

歓 迎 oこ とば

大 会 基 調 提 案

研 究 経 過 説 明

大 会 圏程 説 明

7日 (金) 10:40～ 12:0◎

霊翻鋼電£ξttΨ繋曇 横田證具

倉霧籍至種喜軍奪倉量 永井辰夫
滋 賀 県 教 育 委 員 会 教 育 長   伊 藤 多 賀 雄

畠
古

∫ 俣
学

ξ 鰤
教

曇  塩 田 芳 久

五   個   荘   町   長   中 村 哲 三

五 個荘 町立 五個荘小学校 教 諭   石 部 清 和

辱 分 科 賽 (別表参照)  7日 (金)13]OO～ 15:40

S 全国ズガ楊彊研究八徊狡■    7爾 (金 )iS:4① ～lS:31

ア 餃鉢κ 麺吻財研凸腋溌覺襄襦は   3国 (‐「_)や :2◎ ～l① :4◎

8講   演     8日 (土)lo:40～ 12:00

演 題   「 学 力 と 人 間 形 成 」

講 師  亀〒 英考 Υ 嚢  塩 田 芳 久

9 開会 行 事     8日 (土)12:00～ 12:10

謝     辞      五 個 荘 町 教 育委 員会 教 育長   入 谷 誠 一 郎

五個荘町立五個荘小学校円 A会長   小 杉 富 男

諸  連  絡      全 国 バ ズ学 習 連 絡会 事 務 局

閉会 の ことば
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地  区 所 属 氏 名 ア

兵庫県 白 鷺 中 学 校 山 本 亀 夫 人間関係を基盤に した個性に応 じる教育

広島県
育
会輔

豊
推 越 智 昭 孝 幼小中高の一貫 した教育体制づ くりをバズ学習で

愛知県 Jヒ 城 小 学 校 西 村 精 繭 バズ学習による学習指導法の研究

徳島県 千 松 小 学 校 柳 沢 義 彦 人間関係を基盤 としたバズ学習

研究者 中 京 大 学 杉 江 修 治 小 集 圏研 究 の 展 望



講  演   8日 (土)10:40～ 12:00

講 師  畠〒 喫で 平 聾 塩 田 芳 久

MEMO
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音楽科学習指導案 (1年 1組 )

指導者 竹 田 裕 子

1・ 教材名  きらきらばし (お とえらび )補 助教材 ことりのうた、きらきらばしのはなし

2.教材 目標 認知的(1)曲 趣を感じとって、明るくのびのびと歌わせる。

(2)曲の感じに合 った楽器選びをさせて、合奏の楽 しさを味あわせる。

0)階 名唱に慣れさせ、階名暗唱の能力を養 う。

態度的A 曲の感じをつかんで、楽 しく合奏することができる。

B 友だちの歌い万や楽器のならし万に気をつけて聴 こうとする。

3.教材 の取 り扱い

子どもたちは、これまで リズムで遊 ぼう、声をそろえて歌お う、ジェンカの リズムで踊ろ

うなどの学習課題を通 して、音楽する楽 しさやみんなで合わせる喜びを感じ取ってきた。ま

た、少 しづつではあるが、友達の歌声に気をつけた り、いろいろな楽器の音にも触れて、音

を聴 き分ける耳 も育ってきつつある。これ らの経験 を土台に本教材は、歌に合う楽器選びを

して合奏を体験 させようと意図している。本教材でいう「おとえらび」とは、曲趣に合 う音

を求めて楽器を選び奏法を工夫することと考える。よって、音色や音量などが楽器によって

異なることを演奏体験を通 して知った り、奏法においても失敗は成功のもとといった態度で

興味深 く体験 させてみたい。また、生活の中の音にも目を向けさせ、身近にある物を使った

音で リズム合奏をさせたい。ことりのうたは、子どもの好 きな小鳥の擬声が取 り入れられて

お り歌詞の情景 を想像 しやすい歌であるし、きらきらばしは、旋律の簡潔な美 しさが子ども

たちの心をとらえると考える。両教材を通 して、いっそう音楽に親しみを増 し表現力が高ま

るよう指導 していきたい。

4.指導計画

区分 教 材 学 習 内 容 学 習 課 題 時間

第
１
次

(1)範唱レコードを聴いてプ リテス ト

をする。

○力だめしをしよ う。 0.5

第

　

２

　

次

＞つ

た

こ

と

り

の

(1)こ とりのうたでどんな学習をする

か、だいたいの見当をつける。

O歌詞の内容を感 じ取って楽 しく歌

う。

歌に合わせて リズム打 ちする。

0)曲 に合った楽器選びをし、リズム

合奏をする。

。歌を聴いてどんな勉強をするのか

考えよう。

Oこ とりさんになったつ もりで歌 っ

た リズム打 ちをしよう。

ことりのうたに合った楽器をさカ

して合奏 しよう。

0.5

第

３

次

き

ら

〕5

(1)き らきらばしでどんな学習をする

か、だいたいの見当をつける。

(の階名唱になれ、 リズム奏の練習を

する。

(Dハ ーモニカで旋律が吹けるように

0歌を聴いたり楽譜を見てどんな勉

強をするか考えよう。

0き らきらばしをドレミでうたえる

ようにしよう。

oき らきらばしをハーモニカでふこ

0.5

1

-6-



す る

(0歌 に合った楽器を選んで楽 しく合

奏する。

0おほしさまの感 じに合 う楽器をみ

つけて、選んだ楽器を使ってみん

なであわせて合奏 しよう。

１
　
宋
じ

第

４
次

は
な
し

ば
し
の

き

ら

き

ら

(1)楽器の音色に注意 しなが ら楽 しく

聴 く。

oどんな楽器が聴こえるでしょう。

第5次 (1)ポ ス トテス トをする。 0カ をためそう。 0.5

5。 本時の目標 認知的 歌に合った楽器を選んで楽しく合奏させる。

態度的A 歌に合った楽器をみつけて、選んだ楽器を使ってみんなで力を合

わせて合奏することができる。

B 友だちの打ち万やならし万を静かに聞こうとする。

6.展開

学習課題 おほ しさまの感 じに合 う楽器をみつけて、みんなであわせて合奏 しよう。

区分 学 習 活 動 指導上の留意点 評 価

準

備

中

心

確

認

①前時までの学習の復習をし、本

時の課題を確認する。

ア.歌詞唱、階名唱

イ.旋律奏

ω楽器選びをする。

ア.個人で考える。

イ.グ ループで発表 しあう。

ウ。みんなで話 しあう。

(⇒合奏の練習をする。

ア。(の で考えた楽器を加 えて、

グループで練習する。

イ.グループ相互に演奏 して聴

き合う。

ウ.感想を話し合 う。

0)全員で合唱奏する。

(→次時の学習課題を知 る。

合奏するための練習の必要感を

もたせ、意欲づける。

星がきらきら光る感 じや静かな |

星空を想像 して楽器を見つけさ |

せる。

考えた楽器 を使って工夫 させれ |

音量や旋律とのバランス、音色

に気をつけるように指示するQ

よいところ、気がついたことを

たくさんみつけさせる。

音色の工夫や楽器の組み合わせ

万の工夫を発表させる。

学習のまとめとして全員が患を

そろえて合奏するようにしたい。

0課題にとり

くむ意欲はみ

られたか。

Oひ とりひと

りが考えを も

てたか。 2の

声、 3の声で

話せ たか。

0協力 して合

奏 しているか

0静かに聴 こ

うとしたか。

o相互学習 に

よって効果が

あが ったか。

フ。自己評価

〇きらきらばしの感 じによく合う楽器はどれですか。 (た いこ、 トライアングル、タンブリ

ン、すず、カスタネット)

oグ ループのおともだちやみんなと楽 しく合奏できましたか。

oお友だちの演奏をしっか り聴けましたか。
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算数科指導案 (1年 2組 )

指導者 里 田 俊 子

1 単元名  たしざんとひきざん (2)
2 単元園標

認知的 (1)1位数と1位数をたヒノて11以上になる場合のたしざんの原理、方法を理解さ

tい る。

(2)10い くつか ら1位数をひいて差が 1位数になる場合のひきざんの原理、方法

を理解 させ る。

態度ftt A 10のまとま りにして、たした り、ひいた りしようとする。

B 友だちの考えをお しまいまで聞 こぅとする。

3 教材の取 り扱 6ヽ

1年生では、 1位 数と 1位数のたし算 とひき算は加法減法計算の基礎 となるものなので、

これらを確実にできるようにしなければならない。

前段階では、 1位数の 3匡|の加減計算の式の理解 と計算のしかたを指導 している。これは

本単元の原理や方法の基礎 となるのである。和が 11以上のたし算で大切なことは、10の 補数

関係に着目して加数を分解 し、10と いくつという捉え万をしていくことである。しか し、和

が10以下の場合と比べて、このたし算は子どもにかな り抵抗が大きい。したがって形式練習

に追いこむことを急がず、おはじきなどの操作的活動を手がか りにしながら、その考え万を

しっかり身につけさせるように指導 したい。ひき算では、たし算の場合 と同じく10に着目さ

せ被減数秒 10と い くつと捉えて考えさせたい。また、たし算よりも子 どもの抵抗は、更に大

きいので計算の考え方を確実に身につけさせたい。教科書では、まず減加法の考えを指導し、

つぎに減減法の考えにもふれるようにしているが、子ども、ひとりひとりを調べてみればさ

まざまな考え万をしていることが多いと思 うので実態をつかみながら、よりよい万法をさぐ

り、まとめていくようにしたい。

4 指導計画

区分 学 習 内 容 学 習 課 題 時間

第

１
次

(1)プ リテス トをする。

(0教科書やプリテス トの結果 をみながら学習

計画を立てる。

・ ちからだめしをしよう。

・ ちか らだめしや教科書な見て

どんな勉強するのか考えよう。

第

２
次

(1)加法の場の理解と8+6の ような計算のし

かたを理解する。

08+6の ような計算のしかたを定着する。

8+6の 計算のしかたを見つ

けよう。

たしざんの名人になろう。

1

(本時

1

第
　
３
　
次

(1)減法の場の理解と13-8の ような計算のし

かたを理解する。

(2)13-8の ような計算のしかたを定着する。

(Dひ き算をする時、減数を分解する方法 と被

減数を分解する方法を比べてそのよさを捉

。13-8の計算のしかたを見つ

けよう。

・ ひきざんの名人になろう。

。ほかの、しかたで、計算 しよ

う。

1

1

1
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える。

第

　

４
　

次

(1)た し算とひき算の練習 と、その適用問題を

する。

② まとめの問題をする。

たし算 とひき算の練習をしよ

つ。

おはな しの問題 を しよ う。

わからないところをたずね合

い、教え合おう。

第
５
次

(1)ポ ス トテス トをする。 ・ ちからを、ためそう。

5 本時の目標

認知的 1位数に 1位数をたして和が 11以 上になるたし算のしかたを理解する。

態度的A 10の まとまりの、よい作り万を考えて計算しようとする。

B 話している友だちの顔を見て、おしまいまで聞こうとする。

6 展開

7 自己評価

(1)た し算のしかたが、わか りましたか。  (7+6、 9+3)

(う  おはじきを動かしたとお り、お話しできましたか。

e)友 だちの考えが、よく聞けましたか。

-9-

学習課題 8+6の 、けいさんのしかたをみつけよう。

区分 学 習 活 動 指導上の留意点 評 価

準

備
　
　
中

′心

確
　
　
認

(1)課題を知る。

問題文を読む。

(2)8+6の計算の しかたを考える

・ ひとり学習 をする。

・ グループで各自の考えを出し

話し合 う。

・ あつまった考えについて全体

で話 し合 う。

(99+6の計算をする。

・ 全体で 9+6を 求める。

0グループで確認する。

・ 各自で計算のしかたを書 く。

(0ま とめと評価

6)次時の予告

課題を提示する。

10の まとまりを作るとよいこと

に気づかせる。

おはじきを使って考えさせる。

自分のしかたと友だちのしかた

の相違をつかませる。

被加数の 10の補数に目を着けて

加数を分解 し「 10と いくつ」と

捉えていけばよいことを確認す

る。

適用問題 として取 り扱 う。

おはじきを動か したとお り話す

ように指示する。

わからないときは、教え合って

仲よくすることを指示する。

課題解決に

意欲を示 し

たか。

自分の考え

た仕万で求

められたか

友だちの考

えが理解で

きたか。

友だちの話

をよく聞い

たか。

確実に理解

できたか。



国語科学習指導案 (1年 3組 )

指導者 沢 村 恵 美 子
1 1単元名 ことばのがくしゅう (も のの名まえ )

2 単 元 目標  認知i的  o物 の名前を上位概念語 と下位概念語に整理 し、それぞれの関係を

しっかりとらえるとともに、文字や語句への関心を高めることが

できるようにさせる。

o上位概念語と下位概念語の両方あることの便利 さを理解 させる。

態度的A 物の名前を上位概念語 と下位概念語 とに整理することを通 して言

葉を見つめ直し、意識 して使うことができるようにす る。

B 友だちによく聞こえる声でお話 ししようとする。

3 教材 の取 り扱い

本単元は、言葉その ものを取 り上げての学習である。言葉の学習においては、上巻「わた

しとぼく」で自分を中心として親子・祖父母・兄弟姉妹・友人・動物から見た呼称の違いと

それぞれの関係をとらえてきた。一方、日常の言語生活の積み上げか ら、子どもたちは言葉

や語いも豊富になってきた。 しかし、まだまだ未整理の状態で、体系だった知識ではない。

本単元は、「 りんご」「あじ」など、物にはひとつひとつの名前があること、また、それ

をひとまとめにした「 くだもの」「 さかな」などの名前があることを、ごく身近な物の名前

を素材にしてとらえさせ、その便利 さに気付かせ言葉への関心を高めようとしている。この

単元の取 り扱いは、丁度 この期の子 どもたちにとっては適当と思われる。

本単元の取 り扱いに際しては、教材文を言葉への関心を高める資料のひとつ としてとらえ、

常に子 ども自身の「 こう書いているがなぜだろう。」という考えを大事にし、発言や作業を主

とした形をとるよう心掛けたい。

4 指導計画

区分 学 習 lAl容 学 習 課 題 時間

第

１
次

(1)プ リテス トをする。

(2)ど んな学習なするか、だいたいの見

当をつける。

O力だめしをしよう。

0絵や題からどんな勉強をするのか考え

よう。

0.5

0.5

第
２
次

(1)物には他の名前 と区別するために名

前があることに気付 く。

0い ろいろの名前 な集めよう。 1

第

　

３
　

次

(1)ひ とまとめの名前 と個々の名前 との

関係な理解する。

。くだもの

。さ力>な

(1)い とまとめの名前 と個々の名前があ

る便利 さを理解するっ

O果物屋で売 っている物の名前を整理 し

よう。

0「 くだもの」と果物のひとつひとつの

名前とカード並べをしよう。

〇「 さかな」を使って、果物のときのよ

うにカード並べ なしよう。

1

1

第
４
次

0ひ とまとめやひとつひとつの名前がな

かったらどうするか、文から考えよう。
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第
　
５
　
次

(1)物の名前の言葉集めをする。

(a教材文の学習をもとに、個々の名前

とひとまとめにした名前 との関係に

ある言葉を集めて発表する。

o教科書の練習問題をしてみよう。

oひ とまとめやひとつひとつの名前を集

めてカードにしよう。

o自 分で集めたひとつひとつの名前のカ

ー ドを出して仲間分けしよう。

1.5

0.5

１
宋
じ

第

６
次

(1)文字や言葉の練習をする。

(aポ ス トテス トをする。

言葉の勉強をしよう。

力をためそう。

1

1

5 本時の目標

認知的  自分で見つけたひとつひとつの名前とひとまとめにした名前を出し合い、

分類することによって言葉に対する関心を高める。

態度的A ひとつひとつの名前やひとまとめの名前を見分けて、どの仲間に入るか考

えようとする。

B 声のものさしの 2や 3の声で話そうとする。

6 展開

学習課題 自分で集めたひとつひとつの名前のカー ドを出して仲間分けしよう。

区分 学 習 活 動 指導上の留意点 価評

準備

中

′心

確

認

課題を確認する。

グループ全員が用意 したひとつ

ひとつの ものの名前のカードを

種類ごとに相談 しながら分類す

る。 (グループバズ )

分類 したカードは、ひとまとめ

にするとどんな名前になるか確

かめる。 (グループバズ )

グループ代表のを一つ決め、全

体の場に出して、ひとまとめの

名前や補足する名前を考え合 う

(全体バズ )

教師が用意 したカードの不足す

るところに名前を入れる。

本時の学習の反省をする。

次時の課題を知る。

意欲 をおこす課題の提示。

分類が うまく行なわれてい

るかがL間 巡視をして確かめ

る。

グループ 4人 だけの秘密に

して、全体バズでみんなに

あててもらうよう残 しておく。

分類 した仲間を、さらに深

める姿勢をとらせたい。

言葉に対する関心を高める

ように心掛ける。

机間巡視をして反省の様子

をみる。

協力して同じ

仲間に分類で

きたか。

2の声が出せ

たか。

3の声で友だ

ちにわ力>る よ

うに話せたか。

言葉 の関係が

つかめたか。

ア 自己評価

○もっとほかにひとつひとつの名前を書いて ください。

O気持 ちよく2や 3の声で話せましたか。
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算数科学習指導案  (1年 4組 )

指導者 小 川 征 子

1 単元名 おおきさくらべ

2 単元目標 認知的 (1)液量、いろいろな器の容積、広 さなどの大小の比べ万を理解させる。

(2)液量や器の容積、広さの大小に関して、次のことを理解 させる。

・直接比較したり、媒介物を用いて比較したりできること。

‐           ・任意単位を用いて、数値化して比較できること。

態度的 Aか さや広さの量を「～のいくつぶんか」に目をつけて考えようとす

る。

B友だ ちの考 えと自分の考 えの ちがいに気 をつ けて聞 く。

3 教材の取 り扱い

本単元は、「ながさくらべ」に次いで、かさや広さなどの量について、基本的な性質や

測定の基礎となる考え方を育てることをねらいとしている。「ながさくらべ」の学習では、

日常の経験から「端をそろえてくらべる」「たるまさないようにくらべる。J「 ものさしで

くらべる。」などの方法は容易に見つけ出せたが、それらを「～のいくつぶん」と、数値化

して比較することには、なかなか気づかず、受動的にその方法を身につけたように思われ

る。本単元では、直接比較の方法や、媒介物を用いての万法は、比較的容易に見つけられ

ると思われるので、水や紙などを実際に扱うことを通して興味づけ、かさや広さなどの量

を数値化 して比較する万法を重点に指導したい。

4 指導計画

優亙う) 学 習 内 容 学 習 課 題 時間

第
１
次

(1)プ リテス ト (D計画づ くり ・力だめしをしよう。計画をたてよう。

第

　

２
　

次

(1)液量や容積の大小を、直接比較、間

接比較によって判断する万法を理解す

る。

(ゆ 液量や容積を、任意単位を用いて数

値化することができ、数値によって比

べることがで きるようになる。

・ どちらのいれ物がた くさん入るか、

比べ万を見つけよう。

0いろいろないれ物の大きさをくらべ

よう。

１
余
全
的
）　
　
　
　
１

第

３

次

(1)広 さの大小を直接比較によって比べ

る万法を理解する。

ω 広 さを任意単位によって数値化して

比べる素地経験をする。

0ど ち らが広 いか 、比べ万 を見つ けよ

つ 0

第
４
次

(1)ま とめの問題 をす る。 ふくしゅうをしよう。 1

第
５
次

(1)ポ ス トテス ト 力だめ しをしよ う。
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5 本時の目標  認知的 液量や容積の大小を直接比較、間接比較できる。また、任意単位

を用いて数値化して、数値によって比較できる。

態度的 A「～のいくつぶん」のかさがあるかに目をつけようとする。

B話 している友だちの顔を見て、おしまいま―で聞こうとする。

6 展開

学習課題 どちらのいれものが多 く入るか、くらべ万をみつけよう。

区分 学 習 活 動 指導上の留意点 評 価

準

備

中

ノ心

確

認

(1)大小の容器を見て、どちらが多 く入

るかの予想を持つ。

(⇒課題について知る。

・比べる万法は、い くつ もあること

を知る。

・用具を使って もいいことについて

話 し合う。

0)ど ちらが多く入るか比べる万法につ

いて一人学習する。

C)グ ループで各自の考えを出し、話 し

合う。 (実際に操作する。 )

6)集まった考えについて全体で話 し合

う。 (必要に応 じて、実際の操作で

確かめる。 )

(0見つけられなかった万法について、

更に考えるヒントを得る。    |
0)教師の補足、まとめを聞 く。

・直接比較の万法

`間
接比較の万法

・任意単位におきかえる万法

3)ま とめの問題をする。

(0次時予告を聞 く。

容量の比較であることをはっ

きり伝える。

中に液を入れる万法が出やす

いように導 く。

媒介物や任意単位を用いる万

法について万向づける。

個人が少 くともひとつの万法

を見つけるよう助言する。

個人の考えをしっか り持つよ

う助言する。

友だちと自分の考えの違いや

類似を確かに聞 きとらせる。

ヒン トを与えて、できるだけ

児童自身が発見 しやす くする。

どの万法で も、入れ物の容積

が比べ られることを確かにつ

かませる。

任意単位での比較について理

解できたか確かめる。

いろいろな容器が「～のいく

つぶん」入るか調べることを

知 らせる。

予想が持

てたか。

関心 を持

って課題

を受けと

めたか

自分な り

の考 えを

持 ってい

るか。

友 だちの

万 を見て

よ く聞 け

たか。

3つの万

法が理解

で きたか

特 に任意

単位 での

比較が十

分理解で

きたか。

7 自己評価

・ グループの人となかよく大 きさくらべができましたか。

・ こえの もの さし、 2と 3の声でお話ができましたか。

・ きょうの勉強がよくわかったか、次の問題をしましょう。 (「～のいくつぶん」の問題 )
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疵鰻機饉 鞍懸闘 a□
日目2麗 襲観饉

礼翻圏懲
鐘

∞競懸』闘 懇盤鐘量
凸  轟彎繭
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音楽科学習指導案 (2年 )

教材名  なかよしマーチ (リ ズムにのって )

補助教材 oた ろうさんの赤ちゃん (身体表現、リズム感 )

oト ルコ行進曲 (フ レーズ感 )

目標  認知的 (1)身体表現やリズム伴奏をして、抽子感やリズム感を身につけさせる。

(⇒ 情景を思い浮かべながらレコードを聴き、身体反応などを通して、

拍子や曲の変化などを感じとらせる。

(う  や さしい音符や、いろいろな楽器の奏法に慣れて、楽 しく合奏 させ

る。

態度的 A 曲に合 うリズムフレーズを見つけ、それらを組み合わせて、いろい

ろな楽器を使い楽 しい合奏をしようとすることができる。

B 伸よく話 し合いをすすめ、自分の考えをはっきり言おうとする。

3 数材の取 り扱 6ヽ

0人 間の体や生活の中には リズムがある。特に子どもたちは、その リズムを表面に素直に

出して くる。流れて くる曲、耳にした由に引 き込まれたとき、子 ども達は無意識のうちに、

手を、体を動かして、その曲にのっている。明るい感じの曲・拍子のはっきりした曲 。コミ

ックな曲であれば尚更である。低学年の間に、こうした リズムヘの反応な意図的に弓|き 出す

機会を多 くすることが、音楽への楽 しさを味あわせ、表現力を豊かにすることへの大 きな力

となると考える。

0本教材では、こうした子ども達の無意識の リズム感覚を、意識 して リズムをつかませ、

意識 してリズムの身体表現 (反 応 )さ せることによって、 2摘子や 4拍子の リズムヘの系統

的な理解を深めたいと考える。

第 1段階では、曲を聴いた り歌ったりしながらの、自由な身体表現 (反応 )によって、曲

の流れの中で リズムをとらえ、拍子感や リズム感を養い、第 2段階では、示されたいくつか

の リズムパターン (4拍子系 )を 取捨選択し、その曲に最 もふさわしいリズムパターンを見

つけさせ、それを最もふさわしい楽器で演奏する構えと能力をたかめ、最後には、これ らの

活動の総合的 0発展的な活動 として、旋律楽器 (ハ ーモニカ。有鍵ハーモニカ・ 鉄琴 0本琴

など)を 含めての合奏へ と進み、楽 しく豊かな音楽経験をつませていきたい。

○態度的なものとしては、これ らの学習活動な通 して、友達 と聞き合 うこと、友達 と助け

合 うということのよさと、たいせつさを経験 させていき、相手を認めるという心情や態度を

育てていきたい。
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音楽科
:学

習指導案  (2年 1組 )

指導者 吉 田 明 美

1 教材名  たろうさんの赤ちゃん

2.3は 、 P15を参照

4 学習計画  (8時間扱い )

指導区分 学 習 内 容 学 習 課 題 時 間

第 1次
プリテスト

1 曲に合 った リズムさが しをす

る。

1 カだめしをしましょう。 0.5

第 2次

たろうさ

んの赤ち

ゃん

2 リズムにのって歌い、楽 しい

身体表現をする。

3 リズム譜を組み合わせて、リ

ズム伴奏をする。

スキップ リズムで歌いなが ら、

歌に合 うよ うに うごきましょう。

リズムヵ―ド図～囲を組み合わ

せて、すきなリズム伴葵をつくり

ましょう。

１
　
　
　
１

（
本
時
）

第 3次
トルコ行
進  曲

(鑑賞 )

4 「 トルコ行進曲Jを、身体反

応をしなが ら聴 き、曲想の変化

を感じ取る。

4 歩 きながら、曲のかわるところ

をみつけましょう。

第 4次

なかよし

マ ー チ

フレーズのまとまりを感じと

、や さしい音符に慣れる。

旋律奏に慣れる。

7 いろいろな楽器の奏法に慣れ

リズ■伴奏を工夫する。

8 楽しく合奏をする。

階名で歌いましょう。

6 すきな楽器をつかって、グルー

プで、階名がならせるようにしま

しょう。

7 曲に合った リズム伴奏を、 くふ

うしてつくりましょう。

8 みんなで合奏をしあげましょう。

第 5次

ポ ス ト

テ ス ト

9 旋律楽器を演奏する。

リズム楽器を、曲に合わせて

演奏する。

9 カだめしをしましょう。
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5 本時の目標  認知的 リズ⌒譜を組み合わせて、リズムにのって伴奏をさせる。

態度的 A カードを組み合わせて、リズムを作ろうとする。

B 友だちの考えを聞いてから、自分の話をしようとする。

6 展開

ア 自己評価

0リ ズムカードを組み合わせて、リズム伴奏がまちがわずに上手にできましたか。

O友だちの話が聞けましたか。

O言葉をはっきり話せましたか。

-17-

学習課題 リズムカード図
～
□を組み合わせて、すきなリズム伴奏をつくりましょう。

区分 学 習 活 動 指導上 の留意点 評 価

準

備

中

いヽ

ま
・
　

と
　
　
め

前時までの学習の復習をし

て本時の課題を知 る。

ア たろうさんの赤 ちゃんの

歌を歌 う。

イ リズム調コ～国のリズム

打 ちをする。

リズム伴奏をつ くる。

ア 好 きな リズム譜を二つ選

んで組み合わせて打つ。

イ タンブリン、スズ、カス

タネット、ウッドプロック

などを使って、 リズム伴奏

をさせる。

ウ グループ内で聴 き合 う。

発表する。

多 く出た組み合わせの リズ

ムで、曲に合わせて リズム伴

奏をする。

次時の予告

リズム伴奏を、 リズム譜を組み合わ

せてつ くることを知らせる。
‐

」7(ス キツプリズム )にのって歌

わせる。

図～囲のひとつひとつの リズム譜 ど

お りに手抽子でさせる。

各自で選んだ二つの リズム譜を組み

合わして、手拍子で打たせる。

曲に合わせて、打たせる。

リズ

^譜
を全員が見なが ら、打った

り、聴いた りさせる。

譜面どおりに打てていない場合、お

しえ合いをさせる。

困っているグループ、上手にできた

グループなどに発表させる。

同じ打楽器ばか り使わないようにさ

せる。

次時へのつながりを図る。

〇本時の課

題がつかめ

たか。

0リ ズム譜

どお りに打

ててい るた

0曲 の速度

に合わせて

リズム伴奏

力ゞできてひ

るか。

0人 の選ん
だ リズム譜
で も打てる
力ゝ。



音楽科学習指導案  (2年 3組 )

指導者 前 田 久 美 子

1 教材名  なかよしマーチ  補助教材 たろうさんの赤ちゃん

トルコ行進曲 (鑑賞 )

2。 3は、 P15を参照

4 学習計画  (8時 間扱い )

指導区分 学 習 内 容 学 習 課 題 時 間

第 1-次

プリテスト

1 曲 に合 った リズムさが しをす

る。

1 カだめしをしょう。

第 2次

たろうさ

んの赤ち

ゃん

2 リズムにのって、歌い、楽し

ぃ身体表現をする。

リズム伴奏をI夫 し、 リズム

にのって、楽 しい表現をする。

2 スキップ リズムにのって歌いな

がら、歌に合うような動 きを、見

つけよう。

3 リズムカ下ド国～囲 を組み合わ

せて、すきな リズム伴奏を、つ く

ろう。

次
行
曲
う

第トノレコ進鏃

4 「 トルコ行進曲」を、身体反

応をしながら聴 き、曲想の変化

を感じ取る。

4 歩 きなが ら、曲のかわるところ

を、みつけよう。

第 4次

なかよし

チマ

フレーズのまとまりを感じ取

り、やさしい音符になれる。

旋律奏になれる。

いろいろな楽器の奏法に慣れ

ズム伴奏を、工夫する。

8 楽 しく、合奏 をする。

5 ふしのまとま りに気をつ :ナ て、

階名で、歌おう。

6 す きな楽器を決めて、グループ

でふしがならせるようにしよう。

7 いろいろな楽器を、組み合わせ

て、「な力ゝよしマーチ」のリズム

伴葵をつくろう。

8 みんなで、合葵をしあげよう。

１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１
　
（
大
再
町
）
　
　
１

次

卜

小

５

ス

ス

第

ポ

テ

9 旋律楽器を演奏する。

リズム楽器を、曲に合わせて

演奏する。

力だめ しをし ょう9

0.5
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フロ‐‐‐暉
「

~

5 本時の目標           ・

認知的  いろいろな楽器の奏法に慣れて、リズム伴奏をI夫 させる。

態度的 Aいろいろな楽器を組み合わせて、「なかよしマーチ」の リズム伴奏を、つく

ろうとする。

Bだれかが話したら、静かに聞くようにする。

6 展開

学習課題 「なかよしマーチ」の曲に合わせて、 リズム伴奏をつけ、合奏 しよう。

区分 学 習 内 容 指導上の留意点 価評

準

備

中

′心

ま
　
と

　

め

前時までの学習の復習をし

本時の課題を知る。

ア  「 なかよしマーチ」を歌

う。 ・歌詞で ・ 階名で

イ 旋律奏をする。 (グルー

プにより楽器ことなる。 )

ウ 本時の課題を知 る。

リズム伴奏をつける。

ア リズム打ちを自分でする

イ リズム打ちを紙に書 く。

ウ グループ内で発表 し合う

土 リズム伴奏の発表をする

合奏の練習をする。

グループ内で楽器の分担

をする。

練習をする。

発表する。

次時までの計画

正 しい リズムや音程である

か、ひとつひとつの音が美

しいか、速 さ、打 ち万など

に注意 させる。

助け合って、合奏をつ く

ことを意識 させる。

カスタネットか手抽子でさ

せる。

リズム譜を見せ合いなが ら

だれのにするか、またどん

な楽器を使うか話 し合い、

少し練習 させる。

練習しながら聞 き合った

話 し合ったりさせる。

問題が出てこまっているグ

ループ 。ある程度まとまっ

ているグループなど、発表

させる。

合奏完成までの練習方法な

どについて、助言する。

音程、 リズム、速

さは正しいか。

することが、わか

ったか。

マーチの摘の流れ

を、意識 している

か。

グループ内で、助

け合っているか。

合奏にとりくむ態

度が、意欲的か。

ア 自己評価

oリ ズム伴奏が、上手に打てましたか。

O友だちの話が、しずかに開けましたか。
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音楽科学習指導案  (2年 4組 )

指導者 田 附 昭 良

1 教材名  トルコ行進曲 (曲の感じ)

2.3 (P15参 照 )

4 学習計画  (8時間扱い )

指導
区分

教 材 学 習 内 容 学 習 課 題 時 間

第

１
次

1 曲に合った リズムさが しをす

る。 (プ リテス ト )

1 カだめしをしよう。

第

　

２
　

次

た

ろ

λ奮
の や

ん

2 はずんだ歌い方をし、リズム

にのもて、楽しい身体表現をす

る。

3 曲に合った リズムパ ターンを

見つけ、 リズム合奏をする。

スキップ リズムにのって、

ったり、おどったりしよう。

楽 しい リズム合奏ができる

ズムカー ドをみつけよう。

歌

1

第

３

次

ト

ル
行

コ
進

曲

4 鑑賞曲「 トルコ行進曲」を聴

きなが ら、身体反応をしたり、

情景 0曲想・拍子など豊かに感

じとる。

4 レコー ドを聴いて、よ うすや

感 じたことを、た くさんあつめ

よう。

１

（
本
時
）

第

次

マ
　

ー

　

チ

な

力>

よ

し

拍子感やフレーズ感を身につ

け、や さしい音符になれる。

旋律奏が、できるようにする

いろいろな楽器の奏法になれ

ズム伴奏をくふうする。

8 合奏の楽 しさを味わう。

5 ふしのまとまりに気をつけて

階名をおぼえよう。

6 すきな楽器を決めて、グルー

プで、ふしがならせるよう、練

習しよう。

7 「なかよしマーチ」に、リズ

ム伴奏をつけて、楽 しい合奏を

しよう。

8 「なかよしマーチ」を、楽し

い曲にしよう。

第

５
次

9 曲に合った リズムさがしをす

る。 (ポ ス トテス ト )

9 カだめしをしよう。 0.5
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5 本時の目標  認知
:的 ふしや曲の感じのちがいを聞きとらせ、情景を思い浮かべて、レ

歯―ドを聴かせる。

態度的 A 拍子や曲の感じt情景などを、身体反応などを通して感じと

ろうとする。                t
B 友だちの考えと比べながら、自分の考えをはっきりしたこと

ばで伝えようとする。   1
6 展開

学習課題 レコー ドを聴 いて、ようすや感 じたことを、た くさん集めよ う。

区 分 学 習 内 容 指導上の留意点 価評

準

備

中

′か

ま

と

め

本時の課題を知 る。

「 トルコ行進曲」を聴 く。

ア 自由な身体反応をしな

が ら。

イ 曲名を知 り、聴いた感

じを話 し合 う。(グ 0バ
)

・ 情景  ・曲の感 じ

・拍子  ・変化など

ウ みつけたことを発表す

る。 (全・ バ )

テーマA・ Bを 回ずされ

OAは階名 Bは リズ

ム唱。

Oオ ルガンに合わせて

レコードに合わせて。

「 なかよしマーチ」を歌 う。

o身 体反応 (足ふみ
`

手・体を動かす )を し

ながら。

0階名で、歌詞で。

「た くさんみつける」ことを

意識 させる。

他の人の邪魔にならないょ

う注意させる。

聴 きとったことをはっきり

話 させる。

ポイン トのはずれているグ

ループには、ヒン トを与える。

発表を黒板にまとめる。

Aと Bのふ しの違いに気付

かせる。

身体反応なども交えなが ら。

数時の予告をするな

「 なかよじマーチJを有鍵ハ

ーモ■力で演葵することを知

らせる。

拍や リズムにの

っているか。

多様な面 に着 目

し、わか るよう

に話 しているか。

テー マAOBの

違 い を感 じとっ

てい るか。

意欲的に、楽 し

く取 り組 めてい

たか。

7 自己評価

ア トルコ行進曲の曲を覚えましたか。 (ど こかで聴いても曲名が言えますか。 )

イ 話す材料がたくさん集められて、きちんと話せましたか。

ウ きょうのような勉強を、もっとや りたいですか。
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社会科学習指導案 (3年 1組 )

指導者 徳 田 慶 子

1 単元名  市みんのくらしと商店のはたらき

2 単元目標

認知的 (1)商 店のはたらきは、立地条件によって特色づけられることを理解させる。

(a商店では、商品の販売や購入にくふうや協力が行われていることをつかませる。

(3)市民の日常生活に結びつく品物の流通経路を知るとともに、市民のくらしは

消費生活をとおして他地域 とも広く結びついていることを理解させる。

態度的 A消費生活の様子を観察することにより、地域社会の生活について理解し、地

域社会の成員としての自覚やその発展を願う態度を育てようとする。

B友 だちの話をよく聞き、友だちと比べながら、みんなと話し合おうとする。

3 教材の取 り扱い

前学年においては「みせではたらく人々」の単元で、自分たちの生活とつながりがあり、

日常目にふれる職業の一つとして店の仕事に目を向け、観察したり経験をもとに、小売店の

人々の販売の上でのいろいろなくふうを取 り上げてきた。

ところが 3年においては、五個荘町の地図作 りを通して五個荘町の特色を取 り扱っており、

五個荘町としての地域の結びつきで店を取 り上げていきたい。そのため店を地図に位置づけ、

道路その他交通条件を考えたり、五個荘町の店としての販売や購入のくふうを調べたりし、

さらに消費生活を通じての他地域との結びつきについても考えさせるようにしたい。

4 学習計画

指導 区分 容内習学 学 習 課 題 時間

次

ス

ー

テ

第

刈

1.本単元の学習内容の概要を知 り、課題意識をも

つ 。

oプ リテス トを しよ

つo

第 2次
買し彰りしらべ

1.家 の買い物 しらべをし、近 くの店の見学をする。

2.店の分布図を書 き、立地条件について考える。

o買 い物 しらべをし

よう。

第 3次
マーケット

の見学と課

題作 り

1.店 の人、店の中、店の外、お客 さん、倉庫の様

子など、近 くの店 と比べなが ら見学する。

2.比べた結果を3つの資料と結びつけ、課題作 り

をする。

3.課題をもって、もう一度見学する。

組み合いマーケッ

トを見学 しよう。

マーケットと近 く

の店 とのちがいを

見つけよう。

4

本時

その

%

第 4次

小売店のは

たらき

1.店の中の様子か ら、お客 を集めるための くふ う

を見つける。

2.店 の外の様子や宣伝か ら、お客利用の様子を知

る。

3.品物の仕入れ先や、仕入れの苦労を知 る。

oマ ーケ ッ トのお客

を集めるための く

ふ うを見つけよう。

第 5次
間屋と市場

1.品物はどこからきているか調べる計画をたてる。

2.近 くの店の品物の仕入れ先調べをする。

o店 の品物はどこか

らくるのでしょう。
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問屋、市場のはたらきを知 る。    |
品物はどこからきて、どこへ行 くのか調べ、考

え、他地域 とのつながりを知 る。

O品物の旅を書 こう。

5 本時の目標

認知的 0マ ーケットの観察結果をもとに、商品の販売のくふうや、客利用の様子、品

物の動きをより深く知るための課題作 りをさせる。

態度的 A見学の結果から、販売のくふうや、客利用の様子、品物の動きをもっと詳し

く知ろうとする。

B友だちの考えと比べなが ら、自分の考えをみんなにはっきり話そうとする。

展 開

自己評価

03つ の課題を書 きま しょう。

O調 べたい課題順 に番号 をつけま しょう。

o調 べ たことがみんなには っきり話せま したか。
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1.ポ ス トテス トをして、学習のまとめをする。 oポ ス トテス トをし 1 1

学習課題 マーケットと近 くの店とのちがいを見つけよう。

区分 学 習 内 容 指導上の留意点 価評

準

備

中

′か

確

認

学習課題 を確認する。

見つけたちがいをグルー

プで出 し合 う。 (グルー

プバズ )

全体に出 し合 う。 (全体

バズ )

3つの資料 と発表 とつな

げる。

3つの資料をもとに、勉

強 したいことを集めよう。

課題を確認 し、次時の見

学の目あてとする。

見学結果のカードの見直しをさせる。

カードをもって発表 させ、同じ内容

のカードは重ねて、グループとして

の意見をもたせる。

品物の様子、店の人、店内装飾、道

具、店の周 りの様子、交通条件など

からとらえ発表 させる。

マーケットと近 くの店との、お客の

入った人数のグラフと、お客の利用

範囲のちがいの表、倉庫のちがいの

絵、の 3つの資料を示す。

子 ども達が問題 とする課題を作る。

販売上の くふうについて

お客利用の様子について

商品の流通経路について

。発表 しようと

しているか。

Oちがいがあら

ゆる面からとら

えられているか。

0グループ発表

をよく聞き、つ

けたして発表 し

ているか。

O発表したこと

が資料をもとに

まとめられてい

っているか。

0問題意識をも

って課題作 りを

しようとしてい

るか。

第 6次
ポストテスト



理科学習指導案 (3年 2組 )

指導者 友 本 志 津 雄

1 単元名  じしゃくのきょく

2 単元目標  ‐  ‐

認知的 9 磁石の極について

(1)同 じ極では退 け合い、違 った極では引き合う性質がある。

:  (D自 由に動 くようにしたとき、南北を指して止まる性質がある。

(3)鉄 なつけた り、.こ すった りすると、鉄は磁石になることがある。

以上のことをとらえさせる。

態度的 A 磁石の基本的な性質を獲得することにより、日常生活の上で利用 されている

磁石に対 して、より深い関心をもとうとする。

B 話題にそれないように、話 した り、聞いた りしようとする。

3 教材 の取 り扱い

1 身の回りにある物には、磁石につくものとつかないものがあることを第1学年で経験して
いる。この経験をもとにして、この単元では、 2個の磁石の端 と端 とを近づけ、その ときの

磁石の動き方を調べた り、自由に動 くょぅにした磁石が、静止する向 きにきまりがあること

に気づかせた りする。また、磁石を使って、鉄を磁化 させ、磁化 した鉄の性質やはたらきを

‐調べたりすることができるようにする。これらの活動を通 して、磁石の 2つの極の性質やは

たらきを理解するようにさせたぃ。

4 学習計画

指導区分 容内習学 学 習 課 題 時間

轍
淳
溜
欄

り

と

第
プ
ト
計

1 本単元の学習内容の概要を知 り、課題意識を

持つ。

2 学習の見通し、学習計画を立てる。

プ リテス トをしよう。

不思議に思うことか

ら学習課題を作ろう。

第 2次
蔽 囃

1 磁石に鉄粉をふ りかけて、模様を作 り、磁石

の形によって模様の違 うことがわかる。

力>〇磁石に鉄粉をふ り

けて模様を作ろう

第 3次

極の性質

磁石には、N極 :S極の 2の極があり、極ほ

ど鉄などを引 きうける力が強いことがわかる。

同じ極は退け合い、違 う極は引 き合うことが

|ま っきりとわかる。

鉄を引 きつける力の

強いのはどこだろう。

271Bの 磁石を近づけ

たらどうなるだろう。

第 4次

磁石と万位

1 磁石を自由に動 くようにして、いろいろな形

の磁石の静止する方向を調べる。

2 磁石は南北を指 して止まる性質がある。

3 方位磁石の磁針が磁石であることを確かめる。

0磁石を自由に動 くよ

うにするとどうなる

だろう。

0万位磁石 を調べよう。

次

り郷耐
1 磁石にくっつけた鉄 くぎには、磁石 と同じ性

質ができること。

0磁石に鉄 くぎをたく

さんつけてみよう。
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-

2 磁石から鉄 くぎをはずしても磁力が残ってい

ることに気づき、鉄 くぎを極でこすることで、

強い磁石になることがわかる。

o磁石か ら鉄 くぎをは

ずす と磁石でな くな

るのかな。

次
と
ト
ト

６
め
ス
ス

第
ま
ポ
テ

1 磁石の極を見分けることによ り、基本的性質

のまとめをする。

2 ポス トテス トをする。

。磁石の S・ N極を見

つけよう。

Oポス トテス トをしよう。

２
本
時

％

5 本時の目標

認知的 o 磁石の 2つの極の性質やはたらきについて理解を深める。

態度的 A いろいろな操作を通 してく極を見つけようとする。

B 考えをはっきりと話し、人の話は聞きもらさないょうにする。

6 展開

7 自己評価

l S極・ N極を見つけることができましたか。

2 S極 。N極を見つけるのにどんな方法でや りましたか。絵や言葉を使って書 きなさい。

3 話 し合いの とき、考えがはっきりと言えましたか。

4 この時間中での、人の話は聞 きもらさずに、 しっかり聞けましたか。
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学習課題 1磁石の S・ N極 を見つけよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

,あ

確

認

極の未知な磁石 を手に

して学習課題を確認す

る。

S極 ON極を見つける

方法を考える。 (ひ と

り学習 )

各自が考えた方法を班

で検討する。

全体で検討する。

未知の磁石の S極

極を見つける。

学習のまとめをする。

次時の予告

S・ N極の未知な磁石と第 5次で作っ

た磁石の S極 ON極 を見つけようとす

る意欲をもたせる。

磁石の性質と関連づけて、S極 ON極

を見つける方法を考えさせる。

考えをはっおり話すように指示する。

操作方法について、適当であるかを話

し合わせる。

できるだけ多 くの考え方 を発表 させ、・

人の話を聞きもらさないようにさせる。

いろいろと出てきた方法の中から、二

つ以上の操作を行なわせて、 s極・ N
極脅見つけさせる。

磁石の性質を利用 したものに意識 させ

る。

0見つけようと

して意欲的に取

り組めているか。

。磁石の性質と

関連づけて考え

ているか。

○考えがはっき

りと言えているかc

O人 の話を聞き

もらさずに開け

ているか。

o二つ以上の操

作方法が使えて

しヽるか。

〇磁石の性質が

理解できているか。



猾数科学習指導案 (3年 3組 )

指導者 高 村   博

嗜 墨講元名  円 と 球

2 単元爾標

認知的 0 岡の概念を捉えさせ、円の中心 e半径 。直径の意味と関係を理解させると

ともに、円をかくことを通して、コンパスの使い万を知らせる。また円に関

連して、球について知らせ、その用語などを理解 させる。

態度的 A 円の基本的な性質を獲得することにより、興味をもって、いろいろな円形

状の形を処理しようとする。

B 自他の操作を比べ、その異同をはっきりさせる話し合いをしようとする。

S 教材の取 り扱い

2年で、正万形 。長万形・直角三角形などの直線図形について学習している。ここでは、

直線図形でない基本図形としての円を取 りあげ、円に関する用語や性質を提えさせ、その正

確なかき方を指導する。円を正確にかく場合、コンパスを用いるわけであるが、円をかくだ

けにとどまらず、いろいろな使い万についてもできるだけ言及し、操作させて理解させる。

球については、円との関連の上から、その特徴を知らせ、球の顕著な一般的な性質を認め

させ、その用語を知 らせ、それらが用いられるようにする。

4 学習計画

指導区分 学 容内習 学 習 課 題 時間

第 1次
プリテスト
と学習計画

1 本単元の学習内容の概要を知 り、

課題意識を持つ。

2 学習を見通 し、学習計画を立てる。

プ リテス トをしよう。

プリテス トから、わからない点

を出し合い、学習課題を作ろう。

第 2次

円

l 円を 1点から等距離にある点が動

いてできた線で囲まれた図形として

捉 える。

F 円の中心・半径・ 直径の意味がわ

力ゝる。

3 円をかく道具をいろいろ工夫する。

4 円をか くのにコンパスを使うと便

利なことを知 り、コンパスを使った

円のかき万に慣れる。

5 向の申心の見つけ方を知 り、それ

な使って、かかれた「まるい形Jが

円かどうか確ん)め る。

。教科書のP26の 図で、アの点

から、同じ長 さだけはなれてい

る点をさがそう。

ol点から同じ長さだけはなれた

点をみつける (円 をかく )方法

や道具なくふうしよう。

・ コンパスを使って、い くつ もの

円をかき、もようをつ くろう。

o円の中心を見つける方法を考 え

よう。

o身近かな Fま るJの中心な見つ

けて、円力>ど う力ゝ半J定 しよう。

５

本
時
そ
の
多
奪

第 3次
球

1 円に関連 して、球を知 り、その基

本的な性質がわかる。

。ボールの形は、円とどこがちが

うか、調べよう。

1 正方形 (立方体 )と 円 (球 )の 関 o教科書の P32～ P33の まと
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よ
…

次

め
４
と

の

第

ま

習練

係を直観 して円 (球 )の性質から、

問題を解決する。

2 コンパスのいろいろな使い方を知

り、その使い方を試してみる。

めの練習の問題をしよう。

oコ ンパスをうまく使って、どち

らが長いか、大 きいかをくらべ

よう。

2

次

め

５

と

第

ま

1 ポス トテス トをして、学習のまと

めをする。

oポ ス トテス トをし、学習のまと

めをしよう。

5 本時の目標

認知的 〇 円の中心を見つける方法をわからせる。

態度的 A 円の中心の見つけ方をいろいろ工夫しようとする。

B いくつかのちがった方法をもとに、みんながわかるまで話し合おうとする

6 展開

学習課題 円の中心 を見つける方法 を考 えよ う。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評価の観点

準

備

中

いヽ

確

　

認

学習課題を確認する。

かかれた「 まる」の中心

を予想 し、その中心を見

つける方法を考え、実際

に試行する。 (ひ とり学習 )

施 した操作を示しながら、

中心の見つけ方を発表す

る。 (グループ→全体 )

発見できた点が、どうし

て、その「まる」の中心

になるかを話 し合う6

コンパスを使って、「 ま

る」が、「円」になって

しヽる力>ど うかを確かめる。

学習のまとめと、次時の

予告をする。

課題追求の要領な話 し合い、課題

をつ力>ま せる。

いろいろな方法が考えられるが、

子どもの示す方法は、理 もれさせ

ずに拾いあげ、それらの異同をは

っきりさせながら、「 円の直径」

に着目させ る。

円のまわ りを重ねての 4つの折 り

目の長さが、半径であることに気

づかせ、直径についてもふれる。

円の定義を再確認 させる形で、施

した操作を位置づける。

「まるい形」は、その中心を求め

ることによって、円と円でないも

のに判定できることをつかませる。

身のまわりの「 まるい形」をこの

操作で判Ellし ょうと意気ごませる。

方をわか りやす く|

説明できるか。

o円 を「中心から

等距離にある点の

集合」といらた捉

え方をしているか。

0本時の学習内容

が十分IP_解 され、

次時へ意気込んだ力、

ア 自己評価

o円の中心の見つけ方がわか り、それな使って、かかれた「 まるい形」を円か どうか確かめ

られるか。

o円の中心の見つけ方が、いく通 り考えられたか。また、いく通 りわかったか。

○自分の示した方法が、みんなにわかってもらえたか。また、友だちの示した方法の中か ら

自分で一番処理しやすいと思う方法がみつかったか。
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理科学習指導案 (4年 1組 )

指導者 広 瀬 弥 三 良邸

1 単元名  物のとけ方

2 目 標

認知的 (1)物が水にとけると、水の中全体に広がっていくことを砂糖・せっけん 0ほ う

酸などを使ってとらえさせる。

(の 水の温度を上げると溶ける量が増し、その水溶液の温度を下げると溶けてい

た物が水と分かれて出てくることを、ほう酸を使ってとらえさせる。

態度的 の 物が水llC溶 ける様子を、条件を整理しながら的確に確かめられるようにする。

無卜 自分の考えには理由をつけて話そうとする。
°人の話の要点をとらえて聞こうとする。

S 教材の取 り扱 6ゝ

Q この単元を通して、物が水に溶けで見えなくなっても、水中に存在していることを、
ほう酸が折出する現象から推論させ、物質9保存概念を育てていきたい。また、物質に

よる溶け方の違いや、水温と溶ける量の関係から物質の性質の違いをとらえさせたい。
○ 児童の身近にある生活経験の中から、砂糖脅使つて水全体に広がって溶けていく現象

を見させたり、ほぅ酸と砂糖を使って水温と溶ける量の違いを比較させたり、ほう酸溶

数の温度が
~ド

がると、ほう酸が折出する現象を見させたりする。
◎ 粒がだんだん見えなくなる現象を、粒がもっと小さくなって、

‐
3‐の方にたまっている

と考えている子どもが多い。考こで砂糖が全体に溶けていることを味で調べたり、ほう

酸水の上部をとって冷やし、ほう酸を折出させることによりほぅ酸が全体に溶けている

ことを推論させるようにしたい。

鞣 秒習計画

区分 容内習学 予想 され る学習課題 時間
第

１
次

l。 学習計画なたてる。 プリテス ト

学習課題をつ くろう。 1

第

２
次

1.物 が水に溶けると、水全体に広がる

2.物 が溶ける様子を工夫して調べる。

0砂糖は、どのようになって水に溶

けるだろう。

第

３

次

1.物が水に溶けると粒の形は見えなく

な り、水は透明になる。

2.物 によって溶ける量がちがう。

O砂糖とほう酸の溶け方のちがいを

見つけよう。

1

第

　

４
　

次

1.水 に溶け残った、ほう酸を溶かすЭ

2.水温を上げると溶ける量が増 える。

3.水 の温度 lF_よ って、溶ける量が決ま

っている。

○溶け残 りのほう酸を溶かすには、

どうするとよいだろう。

6水の温度によって、ほう酸がどれ

くらい溶けるか調べよう。
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第

５

次

1.水 の温度 を上げて溶かしたほう酸水

を冷やしてみる。

2.ほ う酸水の温度を下げると、粒が出

てくる。

3.ほ う酸水の中のほう酸を取 り出す。

。水の温度が下がって来た ら、今ま

で溶けていたほう酸はどうなるだ

ろう。

0ろ紙でこした後の水には、ほう酸

が溶けているだろうか。

1

1

体 時 )

第
６
次

1.力だめしをする。 。ポス トテス ト 0.5

5 本時の 目標

認知的 ほう酸の粒をろ紙でこし取った後の水にも、はう酸が溶けていることを予想をた

てて確かめさせる。

態度的 り  ほう酸の粒をろ紙でこし取った後の水にも、ほう酸が溶けて いることを水温

と溶ける量の関係に目をつけて考えようとする。

の  自分の考えが、相手に伝わったかを確かめなが ら話 し合う。

6 展開          i      〔

学習課題 ろ紙でこした後の水には、ほう酸が溶けているだろうか。

区分 学 習 活 動 指導上の留意点 価評

準

　

　

備

中

　

　

・

確

認

″心

1.本時の課題を確認する。

。ろ紙でこした後の水の

様子を観察する。

2.課 題の予想 と調べる万法

を考える。  .:

爆;り

→年■/→全
3.グループで実験 して確か

める。

・ もっと冷やしてみる。

・蒸発 させてみる。

4.結果の発表 とまとめ

5。 次時の予告

課題をしっか りつかんで

みんなと協力 して解決 し

ようとする通とを意識 さ

せる。

今までの経験から自由に

考えさせる。

常温以下の場合について

確かめ、溶ける量 と温度

の関係 を認識 させたひ。

折出 した物が、暉つ験で

あることを確かめさせる。

水温 とほう酸の溶け方の

関係の理解脅深あさせた

しヽ。

目あてが しっか りつかめ

たか。

課題解決へ意欲的に取 り

組 もうと L/て いる。

考えをは っきり相手に分

かるよ うに言 えたか。

要点 をとらえて聞けたか。

ろ紙でこした後の水に も

ほう酸が溶 けていること

が発見で きたか。

水温 と、 l―lう 酸の溶ける

量 との関係の理解が深ま

ったか。

7 自己評価              「:●
1111:iキ i:,|::1 ‐ ― プヽ1

①ほう酸の粒をろ紙でこした後の水に、ほう酸が溶けていることの予想がたてられたか。

②ほう酸の粒をろ紙でこした後の水に、ほう酸が溶けていることが確かめられたか。

③ほう酸の粒をろ紙でこした後の水に、ほう酸が溶けていることがよくわかったか。

④自分の考えが、相手に伝わったかを確かめながら話せたか。

⑤協力 して実験ができたか。
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理科学習指導案 (4年 2組 )

指導者 大 久 保 恒 治

憔 本館の園標

認知的 あらゆる角度から、物の溶け方について考え、学習計画を立てさせる。

態度的 A でてきた問題の共通点をさぐり、いくつかの課題にまとめようとする。

B 友達の問題のでてきたわけをはっきりと聞こうとする。

薇 晨闘

7 自己評価

1.学習計画がしっかり書けましたか。○△×

2。 なぜその課題を学習するかが言えましたか。○△×

3.全体バズのとき、問題と問題の共通点をみつけようとしましたか。○△×

4。 わけがたずねられましたか。○△×
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学習課題 物の溶け万について、学習課題を作ろう。

区分 学 動活習 指 導 上 の 留 意 点 評 価

準

備

中

いヽ

確

認

課題を確認する。

一人勉強を見なおす。

0考 えた問題を発表 し、いくつ

かの課題にしぼって、カー ドに

書 く。 (グループバズ )

oグループの課題を発表し、各

々の共通点を見いだしながら、

課題をまとめていく。

O課題 をノー トに書 く。

oグループで、なぜその課題を

学習するかを言い、確認する。

0課題にしたい問題をはっきり

とさせる。

O友達の問題がでてきたわけを、

はっきりと問かせる。

O課題 としたい理由をはっきり

言わせる。

O子 どもから出た言葉で、課題

づ くりをする。

O意図した課題がでなかったと

きは、質問をして、課題化 させ

るようにするも (特に2次の課題 )

Oどの課題でもいいから、一人

一回は発言し、課題確認をする。

O課題にしたいわ

けが言 えたか。

Oわけが言えたか。

o共通点が見いだ

せたか。

oノ ートできたか。

O自 己評価が正 し

くできているか。
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国語科学習指導案 (4年 3組 )

指導者 木 下 千 鶴

]単 元名  ごんぎつね

2 目 標

認知的 (1)生 き生きとした表現を通して人物の様子や気持ち、場面の情景を思い描かせる。

(の効果的な情景描写や比哺表現を視写し、優れた表現のし方を理解させる。

(⇒様子を表わす言葉や比哺表現の役割を理解して、人物の気持ちを読みとらせる。

態度的 A 進んで物語文を読み、楽しみを味わおうとする。

B。 要点をとらえてしっかり聞こうとする。

。わかるまで考え合おうとする。

3 教材の取 り扱もヽ

既に上巻の 5教材と下巻第 1単元で「場面、情景を思い描くこと」と「心の移 り変わりを

読み取ること」を学習してきた。ここでは、優れた表現を通して4年生なりに人間の一倶」面

な考えさせたい。そして、作品への興味が拡大されることを期待したい。

つとりのできた時間に読書するようにしていると、子ども達の読書傾向は、図鑑や写真集

などの見て楽しめるものに集中し、物語を読む楽しさを知らない子が多いように思われる。

始の点本教材は、独りぼっちの小ぎつねごんと、独 りぼっちの兵十との通じ合おうとして

通し合えない心の結びつきの姿を起承転結という極めて分かりやすい事件的展開の中で、優

しく美しく描き出した物語性豊かな作品である。子ども達に物語の楽しさを味あわせるには

格好勢教材であると考えられる。美しい風景描写の中で展開するごんと兵十の様子や気持ち

をしみじみと読み味あわせてしヽきたい。

4 指韓計画

区分 学 習 内 容 予想 され る学 習 課 題 時間

第1次 Oプ リテス ト ○力 を試そう。 0.5

第 2次
0漢字の読みや言葉の意味を調べ

る。

0漢字の読みや言葉の意味を調べよう。

第3次 0初発感想文を書 く。 。物語を読んで感想を書こう。 1

第4次 ○学習計画を立てる。

1.物語の舞台から、ごんの境遇 と

性格の関係 を読み取 る。

2。 いたずらを後悔 し、償いをする

ごんの気持ちを読み取る。

学習課題を作ろう。

どうして、ごんはいたず らをするのだ

ろう。

2・ 3場面での、ごんの気持ちの変化

をノー トに書こう。

1

1

第 5次 3.ごんのひたむきな善意が、兵十

に通じないやるせない気持ちを

読み取る。

4。 ごんと兵十の悲 しい心の交流を

読み取 る。

遊びに出たはずのごんが、 2人の後を

つけたり長時間じっと待っているほどに

2人の話を聞 きたかったのはなぜだろう。

ごんは、どうして次の日もくりを持っ

て行ったのだろう。

‐
（耕
６．５一Ｈ
〕
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oごんを見付けた時の、兵十の行動 と気

持ちの変化をノー トに書 こう。 1 2

第 6次 o読後感想 を書 く。 O学習後の感想 を書 こう。

第 7次 o言葉に対する理解を深める。 0言葉の練習をしよう。 1

第 8次 oポ ス トテス ト oヽ まとめのテス トをしよう。 ③.5

5 本時の目標

認知的 ごんのひたむきな善意が、兵十に通じないやるせない気持ちを読み取る。

態度的 Aごんになったつもりで、繰り返しノ本を読み、ごんの気持ちを理解しようとする。

Bおたずねをして、友達の考えをよくわかろうとする。

◎ 展開

学習課題
遊びに出たはずのごんが 2人 の後をつけた り、長い時間じっと待 ってしヽるほど

2人 の話を聞きたかったのはなぜだろう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

いヽ

確

認

課題を確認する。

場面 405を読む。

一人勉強の見直 し。

2.長 い間 じっと待 っ

ているほどに 2人 の

話が聞 きたかったわ

けについて話 し合 う。

0グループバズ

(2人 の話が聞 きた

かったわけさが し )

o全体バズ

(教科書の文か ら理

由 さが し )

O学習の整理 をして

ノー トに書 く。

3.自 己評価 をす る。

4。 次時の課題 を知 る。

1.課 題をしっか り意識 させる。

〇ぼんの行動に理由づけなさせなが ら

読 ませ る。

o自 分の考 えに理由をつけて、なっき

り言 えるように確かめさせる。

意欲的にグループの話し合いに取 り

組めるようにする。

長い時間待っている間のごんのいじ

らしい気持ちを読み取 らせる。

ごんのやるせない気持ちをいろいろ

な場面か ら気付かせる。

ひとり勉強の時とくらべて、考えが

深まった力〉どうか評価 させる。

o課題がつかめたか。

O本を読み、進んで課

題 に取 り組 もうとして

いるか。

oお たずねをして、友

達の考えをわかろうと

している力>。

0ごんのいじらしい気

持 ちが読み取れている

か。

0自 分な りの言葉で、

ごんの気持ちが書 き表

わせたか。

7 自己評価         .
o ごんは、加助と兵十からどんな話を聞 きたかったのかが書けているか。

O 課題に対 して、熱心に勉強できたか。

o おたずねをして、グループ内で活発に話 し合い活動が行われていたか。
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算数科学習指導案  (5年 1組 )

指導者 北 村 二 郎

1 単元名  分数のたし算とひき算

2 単元目標

認知的 (1)異分母分数の加、減法の計算方法を理解させヽ計算ができるようにさせる。

(力 分数と小数の混合の加、減法の計算万法を理解させ、その計算ができるよ

うにさせる。

態度的 A 異分母分数の加、減法ゃ、分数と小数の混合加、減法について理解するこ

とにより単に計算するだけでなく整数や小数の計算と統合しようとする。

B 先ず自分の考えをしらかりもち、友達の考えと比べながら話し合い、互い

に協力して問題を解こうとする。

3 教材の取 り扱もヽ

分数の加、減法については、 4年で同分母分数の加、減法を既習しており、5年の単元

6で約分、通分の意味と方法を指導してきた。本単元異分母分数の加、減法の計算原理と

方法は、これらの組み合わせにほかならないが、既習経験からも計算の誤りが当然考えら

れるので論理だけでなく数直線などを用いて検証し理解を深めるよう、慎重に指導したい。

また、分数と小数混合の加、減法の計算についても単元 6で学習した、整数 e小数を分

数に 、分数を整数 0小数に直した りすることを使って計算するので、これらの意味理解を

更に深めながら学習を進めて、計算方法が十分定着するよう心がけると共に、単に計算す

るだけでなく生活の中で経験し、生かせる適用力を養いたいと考える。

《 攀鷲計画

区分 学 容内習 題課習学 時 間

第 1次

学計

習画

プリテス トを実施する。

単元全体を見通 し、学習するこ

とがらなつかみ学習計画を立てる。

1.学習することを調べ、学習課題を

つ くろう。

1

第2次

た

り

算

1.異分母分数の加法の計算方法を

理解する。

2.簡単な場合の帯分数の加法の計

算方法を理解する。

1: 分母つちがう分数(:と春)のた
さ算のし方を考えよう。

2.分母のちがう帯分数(1晶 +2警 )

のたし算ができるようにする。

２

２
一２
　
余
雀
５

第 3次

ひ

1き

算

1.異 分緑分数の減法の計算方法を

理解する。

9。 簡単な場合の帯分数の減法の計

算方法を理解する。

1.分母のちがう分数(:一歯)のひ
き算のし方を考えよう。

2.分母のちがう帯分数(3を -1:)
のひき算ができるようにしよう。

轍鍛繊船

菫。 分数と小数が混合 した加法、減

法の計算方法を理解する。

1.分数とィヽ数のまじった式(0.4+:)

(:-0。8)の計算のし方を考えて、

できるようにしよう。
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第 5次

練習

テスト

1.反省に基づ き内容の定着、及個

に応 じた定着を強化する。

2.ポ ス トテス トとまとめをする。

1.教科書P34の「 まとめの練習」

問題をしよう。

2.ポ ス トテストをしよう。

5 本時の目標

認知的 帯分数の加法計算 (結果が約分できる場合も含む)の し方を理解し、異分母分

数の加法計算が確実にできるようにさせる。

態度的 A分数に対する既習知識を生かし、帯分数の計算方法を考えようとする。

B自分の考えをしっかりもち、友達と仲良 く話し合い計算の方法を知ろうとする。

6 展開

学習課題 1分母のちがう帯分数のたし算のし方について考え、できるようにしよう。

区分 学 動活習 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

ジか

確

　

認

1.問題を読み学習課題を確認

する。

○分母のちが う帯分数の加法計算であ

ることに気づかせる。

課題に意欲

をもった力ゝ。

既習知識脅

生かし考え

られたか。

わか りやす

く話せたか

又 しっかり

聞けたか。

両万の計算

の方法及 ち

がいが理解

できたか。

計算が確実

に出来る様

になったん、

帯分数(1晶 +2音 )のたし算まどのように計算 したらよいだろう。

各自計算のし方を考えて、

プー 許に書 く。

計算のし方 174つ いて議 し合

う。

〇グループで話 し合 う。

O全体で話 し合う。

④帯分数のままで

○帯分数を仮分数 にして

1島+2==話 +¥=≦ +琵

=》
 誓=4き

o④ Oを比べ話し合う。

練習問題をする。

確認バズをグループでする。

次時の学習を知 る。

１

一
６〓

９

一
‐２

７

一
６

」プ７鷲一博６

一一　
　
〓

３

一
４

＋
５

一
１２

帯分数 も分母がちがう場合は通分 し

て計算すること。

自分のノートを見せながら、友達に

話した り、友達の仕方 と比べなが ら

聞 くようにさせる。

整数の部分と分数の部分に分けて計

算する場合、1島+2晶=1+2+晶 +3

-の 部分は式に表わさなくて もよ

いこと(わずらわしい )

結果が約分できる場合に気をつける。

先ず1品は機に、2警をけと仮分数
にし通分するようにさせる。

④◎ どちらのや り方 も結果は同じで

あるが、④の方法に方向づけたしヽ。

練習問題を④の方法で計算 させ、正

しい答えが求められたかを、グループで

確かめ合いさせる。 (認知の自己評価 )

次時の学習のかまえをもたせる。

7 自己評価

0今 日の学習の時、通分・約分など前に学習したことがつかえたか。○△×

0今 日の学習で、友達としっかり話し合えたか。○△×
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社会科学習指:導 案 (5年 2組 )

指導者 野 瀬   隆

1 単元名  日本の工業と国民のくらし(鉄 をつくる工場 )

2 単元目標

認知的 工業の基盤とも考えられる鉄の生産過程がいちじるしく近代化され、立地条件

がよく考えられていることを理解させるL

態度的 C)グ ラフや地図を活用し、課題解決にあたろうとする。

り 自分の考えをしっかり持ち、友だちとの話し合いに参加しようとする。

S 教材の取 り扱 6ヽ

5年生の社会科は、地」電学習としては小学校最後の学習でまとめの段階といえる。そん

な教科の学習をする子供は、自分達、親達の生活を通 して働いている人、とくに恵まれな

い条件命下で働じヽている人に心を寄せる。本単元では、鉄の生産過程の学習を通して、機

械化ジステムめ中で働く人々がどんな条件下にあるか考えてみたい。

また、この単元は「日本の工業と国民のくらし」の第 1単元であり、導入として取 り扱

いたしヽ。工業の基盤ともいえる鉄生産、その近代化な考え、立地条件がよく考えられ工場

群ができていることを理解させたい。また、この解決万法として、子供が主体的に資料と

してのグラフ、地図を活用し、思考してくれることを期待している。

残念であるが、現地を訪れ体験できなかったが、スライドを使い子供の視覚に少しでも

うったえてみたいと思っている。

蝙 学習計画

区 分 容内習学 題課習学 時間

学
習
計
画

○プリテス トをする。

O単元全体を見通 し学習することが ら

をつかみ学習計画を立てる。

oプ リテス トをしよう。

O学習することも話し合い、学習課

題をつ くろう。

製

鉄

所

の

様

子

〇製鉄所の様子をスライドでみる。

o製鉄所の様子について平面図で書 く。

製鉄所を見学するつもりで調べた

いことを出し合って、めあてをも

ってスライ ドを見る。

製鉄所の様子を図面に書こう。

鉄の原材料の入手方法を調べ る。

鉄鉱の生産工程をおい、おこってく

る問題点を、具体的に話 し合 う。

oどんな方法で鉄鉱はつくられるの

だろうか。またその原料はどこか

ら手に入れるのだろうか。

O機械化による合理化の下での労働条

件について考える。

O製鉄所で働いている人の生活の様

子を調べ、機械を庚う人について

考えよう。

立
地
条
件

○製鉄所の立地について整理 し、立地

条件についてまとめる。

o製鉄 F/「 はどんなところにたってい

るのだろうか。また、その条件に

ついてまとめよう。

１

宋
じ
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o製鉄所の分布図をつ くり、その要因

0を まとめる。

o太平洋倶Jに製鉄所が多いのは、な

ぜだろう。

ま
と
め

単元のまとめ

ポス トテス ト

0学習のまとめをして、ポス トテス

トをしよう。

l

5 本時の目標

認知的 製鉄所にとって都合のいい場所をまとめ、その理由を理解させる。

態度的 ④資料を使って考えようとする。

③ 自分の考えをしっかり持ち、話し合いに参加して、ノートづくりをする。

6 展開

7 自己評価

地図を更ったり、資料を使って、判断できましたか。

自分の考えをしっかり持って全体討議に参加しましたか。
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学習課題
製鉄所はどんなところにたっているのだろうか。また、その条件についてまと

めよう。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評 価

準

備

中

′心

ま
一
と

め

1.学習課題 をつかむ。 きょうの課題 をとらえさす 課題に対す る

意欲をもった

力>。

既習の知識 を

笙か して考 え

られたか。

わか りやす く

説明できたか。

資料 を使 った

り、既習の知

識 を生かせた

力>。

わか りやす く

説明できたか。

自分の考 えが

しっか りとも

てたか。

製鉄所はどんなところにたク

の条件についてまとめよう。

Dて いるのだろうか。また、そ

2,製鉄所が立つのに都合のいい

場所は どこか予想 をたてる。

3.製鉄所周辺のスライドを見て、

自地図を使い立地場所 な考 え

る。

4.全体討議 なして、立地場所 を

設定す る。

5.場所 としてふさわ しい条件に

ついて考える。

6.ふ さわしい条件を話 し合いま

とめる。

7.確認問題 をする。

8。 次時の学習 を知 る。

0既習の知識で予想たてさす

予想をもとにスライ ドを見せ

る。

自分の考えをまとめさす。

自分の考えと比較 しなが ら、

友達の意見を聞 くようにさせ

る。

海に面していることだけでな

く、河川、道路、鉄道などに

も目を向けさせる。

グループで話 し合うことによ

って、全員が全体の場で意見

を持 って参加 させる。

次時の工業地帯のつなが りと

して考えさせ、まとめとする。

学習のかまえをもたせる。



家 庭科学詈指導案 ≪3年 3組》
指導者 小 梶 和 子

1 題材名  かんたんな調理

2 単元目標

認矢目的 (1)食品に含まれている栄養素とその性質を理解させる。

(2)取 り扱 う材料l~C応 じた調理ができるようにさせる。

(3)燃料や調理用具の安全で衛生的な取 り扱い方を理解させる。

態度的 A 調理の目的や栄養の効果などを考えて計画、実践しようとする。

B 家族や自分の経験談を生かして、話し合いを進めようとする。

S 教材の取 り扱 Cヽ につもヽて

外で働き忙しい母親は、どうしてもインスタント食晶に頼りがちな昨今であるc成長期

に欠かせない栄養価の高い卵や緑黄色野菜は、簡単に調理でき、しかも、大切な食品であ

る。しかし、子ども達の多くは、そのことをあまり意識していないようである。

調理を全 く経験.し ていない子ども達もいるが、自分が作ろうとしているゆで卵ができず、

失敗を重ねている子もある。また、家族のだれかが失敗したゆで卵作 りの経験にそう偶 し

ている子もある。そこで、加熱による食品の色や味の変化、栄養素の損失等 も考えて調理

できるように、火加減、手順、切り方等にも気な配らせるようにしたい。

この調理を通して、ガスコンロの正しい扱ひ万を知 り、ゆで卵と緑黄色野菜の油いため

に関する基礎的な知識と技能を身につけさせることは勿論であるが、あと一つだけ手のか

からない材料を追加して工夫をこらすことが出来るようにし、「食べること」だけに終わ

らず、「作る楽しみJにつなげてやること、印ち、日常の食生活の中で実践しようとする

意欲や態度の育成をねらいとしている。更に「作ること」だけでなく、家庭や学校給食で

の食生活を「見直すJこ とが出来る態度をも育てたり。

導 楊癬計画  (9時 間 )

次 容内習学 題課習学 時 間

第 1次 o 事前テス トと学習計画 O 学習計画を立て、課題づくりをする。
1

(本時

第2次
o 調理に使う燃料の扱い方 と

加熱するわけ

ガスコンロの安全な使い方ができる。

第 3次

1。 たまごの栄養と特徴

2.ゆでたまご作 りの実習計画

3。 ゆでたまご作 りの実習

(1)た まごの栄養を調べる。

(a 失敗を生かして、ゆでたまご作 りの実

習計画を立てる。

(め 好みのゆでたまごを作る。

第 4次
緑黄色野菜の種類 と栄養

油いための作 り方

(1)緑黄色野菜の種類と栄養を調べる。

C)実 習計画を立てる。
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3.油いための実習 0)緑 黄色野菜の油いためをしよう。

第 5次
o まとめと反省

事後テス ト

家族に「わたしの手料理Jを食べて も

らう。

5 本時の目標

認知的 ○ 事前テストの内容や結果を参考にして、学習課題を立案する。

態度的 A 栄養に関心を持って、課題づくりをしようとする。

B 失敗の経験を生かして話し合いを進めようとする。

6 展開

y 自己評価

O課題づくりの話し合いが溝発にできたか。 (グループで、全体で )

○自分や友だち、家族の経験談から得た情報を活用できたか。

O作 った課題を簡単に復唱できるか。
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学習課題 学習計画 を立て、課題づ くりをする。

区分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 価評

準

備

中

,さ

確

認

学習の目当てを明らかにし、

ひとり学習の確かめをする。

「学習 したいことJを出し合

つ。

・ 知 りた ひ こと

・ わからないこと

。できないこと

(グルーブバズ )

学習の全体計画を立て、課題

づくりをする。 (全体バズ )

よく似た考えをまとめた課題

グループ独特の課題

作った課題をノー トに記し、

見通しをもつ。

本時の学習の反省をする。

次時の学習課題と内容を知る。

学習課題の確認をさせる。

「学習したひことJを事前にノ

ー トさせておく。

事前テス トの内容や経験談をも

とにした話 し合い活動 となるよ

う配慮する。

興味本位な課題づ くりだけにな

らないよう、学習目標や内容を

明示し、化学的、合理的に調理

しようとする方向づけなする:

学習したこと、実習 した結果な

どを書 きこんでいけるようにI

夫したノー トの取 り方をさせる。

簡単な出己評lSiを させる。

次時の課題解決に必要な準備物

とひとり学習の内容を把握 させる。

いとつ学習

が充実 して

いるんゝ。

経験談 を生

力>し た話 し

合 いかで き

ているか。

o栄養面や燃

料面にも開

心を 急って

進 めている

んゝ。

。素直に反省

できたか。



冤懸科学 習指導案  ≪憔年 蜂組み
指導者 谷   一 美

]単 元名  詩を書こう

2 単元 銀標

認知的 (1)語句の選び方、連構成を工夫して、感動を力強 く的確に詩に表現させる。

総 比輸表現や名詞止め、繰り返しなど感動や情景な表現する効果的な叙述の仕

方をI夫 させる。

態度的 A 表現の仕方を工夫して、自分の感動したことを力強 く詩に表わそうとする。

B 友達のよいところを見つけ、
´
それによって自分の考えを深めていこうとする。

S 教材の取 り扱 6ヽ

子どもたちは、これまでに教科書を通して、いくつかの詩とめぐり合い、それぞれの詩

を読み味わう中で、詩とはどういうものか、詩の表現というのは散文とどのようにちがう

かについて、ある程度とらえてきているように思われる。一学期の「詩を読もう」の単元

の学習によって、子どもたちは、詩を自分なりの読み万で読み味わうことはある程度でき

るようになったが、自分で詩を書 くということになると、まだまだ抵抗があるようである。

本単元174、 今までに身につけた詩を読む心を基にして、感動を力強く、的確に表現する

にはどうすればよいかを理解させ、自分の詩作に生かさせようとするものである。本単元

脅通して、詩を書くことへの抵抗をなくするために、自分の身のまわりにある事柄から詩

の材料を見つけ出す豊かなものの見方や感じ万を育てていきたいものだと思 う。

詩を書くことは、この学習とともに完了するのではなく、今後も折に触れ、見たこと感

じたことを詩に表現することのできる子どもに育っていってはしいと願っている。

4 学習計画

区分 容内習学 学 習 課 題 時間

第 1次
1.プ リテス トを実施 し、学習計画 を

立てる。

〇学習計画を立てよう。

第2次

2.教科書の三編の詩を読み、表現の

工夫や感動の中心を見つけ、書 き込

みをする。

o三つの詩について、工夫 している

点や感じたことを出し合おう。

第3次

3。 観察 したことを取材し、題材を決

める。

4.取材 したことをもとにして、感じ

たことを詩に表現する。

○詩人になったつ もりで、学校のま

わりの景色を見つめ、感じたこと

をた くさん集めよう。

○詩を作ろう。

第4次

5.グループ内で創作 した詩を読み合

い、それぞれの詩のいいところを見

つける。

6.グループで選んだ代表作について

みんなの作った詩でどんなところ

がすばらしいか見つけ合おう。

グループで選んだ詩の発表会をし
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その詩を推薦する言葉を作 り、全体

の場で発表する。

よう。 (本時

第 5次 7.ポ ス トテス トをする。 oま とめのテス トをしよう。

5 本時の目標

認知的  友達の詩の表現の工夫を見つけ、鑑賞させる。

態度的 A 友達の詩のよいところをたくさん見つけ、みんなに教えようとする。

B 自分の意見を理由をつけて話そうとする。

6 展開

7 自己評価

O友達の詩のよいところをたくさん見つけられたか。

。自分のグループで協力 して詩の発表ができたか。

-41-

学習課題 グループで選んだ詩の発表会をしよう。

区分 学 習 活 動 指導上の留意点 fFi評

準

備

中

Jか

確

認

本時の学習課題を確認

する。

グループ内で自分の作

った詩を朗読 し、前時に

選んだ代表作を確認する。

代表作について、各自

の考えをグループ内で出

し合 う。

みんなの意見をもとに

して、詩を選んだわけを

決める。 (グループ )

グループで発表の役割

分担を決め、準備する。

詩の発表会をする。

・ 他のグループの詩を鑑

賞 して感じたことを書

く。

他のグループの詩につ

いて感想を言う。

みんなで工夫 して最高の発

表会をしようと働 きかける。

各グループで代表作をもう

一度確認 させる。

前時に各自が線を引いて指

摘したところを中心にして

深めさせる。

たくさんいいところを見つ

けようと働 きかけ、何故そ

の詩を選んだかがわかるよ

うにさせる。

グループ全員何か しゃべれ

るようにさせる。

代表作をOHPで 写 して、

全員にどんな詩かわかるよ

うにさせる。

詩の発表を聞いて感じたこ

とを簡単に書かせる。

感想を自由に出させ、最後

にいい詩を作ったと、子ど

もたちの努力をたたえたし、

本時の課題が理解で き

たか。

代表作を確認できたか。

グループ全員が代表作

のいいところを指摘で

きたか。

詩を選んだわけが見つ

けられたか。

協力 して発表の準備が

できたか。

恥ずかしがらずに詩の

発表ができたか。

発表を聞く態度はよい

か。

友達の詩について感 じ

たことが書けたか。



算数科学習指導案  ≪6年監》

峨 単元名  平均とちらばり

2 単元 圏標

認知的 (1)平均やのべの意味脅理解し、平均やのべが求められるようにさせる。

ω)度数分布表や柱状グラフを読みとつt度数分布表や柱状グラフに表現でき

るようにさせる。

o)以上、以下、未満の用語の意味を理解し、これらを用いることができるよ

うにさせる。

(0 1部の資料の割合から全体の傾向を推潰Jす ることができることを理解させ

る。

態度的 A 度数分布表や柱状グラフ等の資料を活用する時、統計的に考察した り表現

した りしようとする態度を育てる。

懲 自分の考えを進んで示 し、みんなで求 めて考え合おうとする。

e間腫点にせまる発言をする。

。話の要点や問題点、共通点など灼確にとらえて聞 く。

鬱互の考えをよく理解 しll■序立てて考えようとする。

⑮ 賤輻鰊よ り扱慇Ъ

この単元に関連 した学習は、これまで 4年生で、条件に合ったものを落ちな く重な りな

く類別 した り、およその数にした学習や、 5年生で、単位あた りの理解、人口密度の意味

等を学習 している。また、児童にとっては、おそらく平均 という言葉はすでに知っていて

使用 していることも度々ある。ここの学習では、平均の意味を身近かな資料を通 して理解

させ、さらに、資料の特性をとらえるために、平均やちらばり方を読み取 った り、あるい

は、 1部の標本的な資料から母集団の特徴を推測 して全体の傾向をとらえたりする。この

ように、身近かな資料を素材にして統計的に考察した り表現 した りする能力を育てたい。

4 楊嘲餡陶  lゝi′ |
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指導区分 学 習 内 容 学 習 課 題 時 間

第 1次

平均 とのベ

1。 学習内容の概要を知 り学習計

画を立てる。

2.争 華
抱多

ちべ⑮意味を理解する。

3。 平均を計算 して求める。

oプ リテストをする。

。学習計画を立て学習の見通 し

を持つ。

o紅 自2つのグループでシュー

ト導i蒔、どちらのグループ

がよく入ったか調べる。

(景獅罐爆示な

oこ の学級の男女の身長の測定

1

1

孵
1

1



4.練習問題をする。

黎 どちらの平均が大 き

いか調べる。

o平均やのべの練習問題む解く。

次第

ち らば り

記録全体を表にして、特徴を

知 る。

集団の傾向をちらばりに着目

して とらえる。

椒

度数分布表を調べて集団の特

徴  4o

柱状グラフをかき、獲報蝉瞬顧

懸や特徴を理解:す 1る 。

1摯|で
´

10。 一部の資料か ら全体の傾向が

予測できることを理解する。

上
ｊ
る

以

す

夢
ヽ

解

き

理

か
　
を

を

数
薇
慰

始
森

度
百

考える ギ事
==‐

|三 月

ソフ トボールぶ投げた距離な

5笏 区切 りの表にまとめ、だ

れがどの範囲に入るの力とみつ―

:YIi禦す≦Jける。

距離の区切 りに分けた表から

各組のちらばり方のちがいを

調べ る。

ソフトボール投げの距離 と人

肱 :篠検 Z量二十:讐i饒要1.

2組の走 りはば飛びの記録表

から、その特徴を調べて 6年

全体の傾向を考える。

‐麒『〕
‐

第 3次

ま とめ と

習練

11.平均やちらば りに関する練習

問題をする。

12.評価テス ト

o度数分布表や柱状グラフを読

み取った り、かいた
'り

、一部

の資料から全体を予測する等

の練習問題をする。

oテ ス トをする。

ぽ蟄・

量
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算数科学習指導案  (6年 1組 )

指導者 福 島 千 代 子

5 本時の目標

認知的  平均とちらばりに関するプリテス トの結果から単元全体の見通しをもち、学習

計画を立てさせる。

態度的 A プリテストの結果から学級の傾向と自分の問題をはっきり知 り、課題づくり

をしようとする。

B 根拠を持って自分の考えを示し、友達の考えと比べながら聞こうとする。
6 展開

犠
一励

り」の所の学習計画を立てょ う。

1  指 導 上 の 留 意 点   1 評   価

~

準

備

中

いヽ

確

認

1.学 習課題を確認する。

2「プ リテス トの結果から知

りたい事、わからない事

を見つける (ひ とり学習

3。各自の問題を出し合 う。

(グループバズ
‐
)

4,単元全体の見通 しをもち

学習計画を立てる。

(全体バズ )

5。本時の学習の確かめと反

省をする。

6,次時の学習課題を確かに

する。

・平均とちらば りの所の学習計画を立

てる課題である事を確認 させる。

・ プリテス トの結果から知 りたい事、

わか らない事を集めさせる。

。学級全体のプリテス トの結果の集計

表から問題点を見つけさせる。

ぴ平均の考え
)・

の
■夕意味、寒団傾向

のちらば りのようすなどの中から問題

を出し合いグループで問題集めをさせ

る。

eわか らない事、知 りたい事をもとに

単元全体を見通 して、学習する事、学

習するIII序 を考えさせる。

・ 本時の学習の

課題が持てたか。

・ 知 りたい事わ

か らない事がは

っきりしたか。

・ 学級 全体の傾

向はつかめた力、

・ グループでの

話 し合いに参加

しているか。

。単元の学習内

容が落 ちな く出

せたか。

0全体バズでの |

話 し合いに参加
|

0確かめバズなさせ、ノー トに整理 さ

せる。

e自 己評価 をさせ る。

・ 次時の課題 を確認 させる。

ア 自己評価

○学習課題はノートにきちんと書けたか。
○自分の考えがグループゃ全体で示せたか。
O友達の考えに対して質問や意見が持てたか。
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算数科学習指導案 《6年 2組 )

指導者 石 部 清 和

5 本時の 目標

認知的  平均やのべを計算 したり柱状グラフを読み取 った りする問題を解き、その資

料の特徴をとらえさせる。

態度的 A 資料の見方をいろいろに考えて、その傾向を知ろうとする。

B 順序立てて話すようにし、要点をとらえて聞こうとする。

6 展開

学習課題 平均やのべを計算 した り、柱状グラフ脅読み取った りして特徴をとらえる。

区 分 学 動活習 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

′心

確

認

平均や柱状グラフを使った

問題を解 く学習課題である

ことを確かにする。

図書館を利用する人数表を

見て、いろいろな見方を考

えて解 く。 (ひ とり学習 )

表の特徴を話 し合う。

(グループバズ、全体バズ )

100z走 の記録の柱状グ

ラフを見て、その特徴を調

べ る (全体バズ )

学習反省 と、次の学習課題

を確かにする。

本時の学習は練習問題であるこ

とを確認 し、問題の解 き方を工

夫 させる。

今までの学習をもとに資料の見

方を工夫 させる。

のべ人数、 1日 平均、 1人平均

の利用回数 を求めさせる。

ちらば り方を考察 させる。

柱状グラフを読み、その集団の

特徴をとらえさせる。

学習のまとめと反省させる。

次時の学習課題を確認させる。

本時の学習

す ることを

知 ったか。

資料の 見方

がわかった

か。

話 し合いに

進んで参加

しているか:

llI序 立てて

話せている

か。   l

資料の特徴

がわ力ゝった

力>。

7 自己評価

1.山 田さんのテスト結果を見て、平均やのべ回数を求めなさい。

2.体重の柱状グラフを見て答 えなさい。 (資 料別紙 )

3.話す時順序立てて話せたか。

4.要点をつかんでしっか り聞けたか。

-45-



算数科学習指導案 (6年 3組 )

指導者 大 鹿 史 子

5 本時の目標

認知的   集団の傾向を見るとき、平均だけでなく、最大値 0最小値・ 中央値・最頻

値などいろいろな比較ができ、ちらばりからも調べられることを理解させる。

態度的 A 表からいろいろな比較の仕万を見つけ出そうとする。

B 友達の考えに対して、必ず自分の意見を持てるように聞き、はっきり話そ

うとする。

6 展開

学習課題 1表からどちらの組の万が記録がよいと言えるか、比べ方を考える。

区分 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 価評

準

備

中

メ心

確

認

学習の目当てを確かめる。

ひとり学習の確認をする。

3.比 べ方について、各自の

考えを出し合って、どち

らの組の記録がよいと言

えるか話 し合 う。

(グループバズ )

4.。 それぞれのグループか

ら出された考えか ら、

1組 2組の特徴を明ら

かにする。

Oち らばりの大小で、集

団の傾向を見ることを

知 る。 (全体バズ )

5。学習の反省

6.次の学習の確認をする。

自分の考えをはっきり言 えるように

確認 させる。

グループと しての意見をまとめさせ

る。

平均値・最大値・ 最小値・ 中央値な

どやちらば りのようすから組の特徴

を比べ られることに気付かせる。

表でちらば りの大小を確認し、ちら

ば りの小 さい方が、そろっているこ

とをわからせる。

自己評価をさせる。

ひとり学習が

しっか りで き

ているか。

いろいろな点

に着 目し、比

べ られたか。

人にわか りや

す く話せたか。

友達の意見を

聞 き、それに

ついて 自分の

意見が言 えた

か。

ちらば りの意

味や調べ方が

わか ったか。

7 自己評価

① 各班のテストの結果表を見ると、平均点の同じ班がいくつかあります。ちらばりの

ようすから、どの班がよいといえますか。

② 友達の話をしっかり聞きとり、それに対する自分の意見が言えたか。
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(平 均とちらばり)学習前のテス ト

A.32っ の協交の民ル人球[を しうべrt

ら.下 のなの.こ り7・ じrて。

① l。 3の ぼ次では.ぞ れぞれ1週 間|ミ

何人欠声しましたつ、のべん飲■かさ
なさヽヽ。〔5>F

ハ。(    )
3.(    )

② l週 間のか計trミ 人な:べ とを
何といいます力、(5)

(々月レなの                )
③

'こ

貢」LFt序
人教 ド.何人で°す

メ。式

乳ん

a下の表は.1準 と2 FelIの 走りは減L縣ぴの記縁そt
l ltl■      2り■

参子 記 録 多号 機 薇
l 234 l 342
2 244 2 334

256 25δ
4 341 4 317

306 5 318
298 208

7 314 7 286
323 315

① このたの記録を下の友

lミ 壼盟 しなさい。
それぞ

θ
れのJょ りlミ FOT

人いる|ヽ をかξゴぐヽゝ
(:0)

②どウらのJl■ の記J漱

のちらlエリ■ヾJヽ さ1ヽ

住
“セ  )

③嬌づ卜の記β乗の子夕を

|」 どれだ lす い。(5>"

1車 (   )

2JJI(   )
C)|〃二子Z60ε範をとん

だとすると。よ、ヽ前保
の方かう/「TE目 |こ F5
0、  (5)

(             )

Z。
上国者諄lθ ■の長さの道をサいた

歩諄|よ
"を メ1り まし′ξ.

1回 目 12歩

2回 目 14歩

3回 目 |1歩
4回 曰 13歩

口
'〃

った記 録 1可王2封二

Z30以下
230以上240未満

240-2"
250-260
260-270
270´ヽ230
280-29θ
290-300
300-310
310-320
320-330
330～ 340
340以上

7
6

5

4
3

2
l

,25 t30 r35 lQ r45 l5o '1st t6s lr5 l3o t35

4凸 田者の尊級の場その身襄のようすです

怪)   寿 子    
“

) を  計

移.式

メ(      )

β(       )

事frTli=11:llilま

式

〇男子と毛手の人瑚(|ま イ丁人オ、(5>"

昇子( )を子 (

②昇手で|」.140c仇 未満 IJィ可スカ)(5)

(

0士 }で 1嬌トタい区t″ り|ま どミウ`。(5)

④嬌 哺 鴻 嗚1轟蹴 吐どの基 P
λ う力`。(5)( cれ以暮   f慎床満)

⑤ 士番で 150c犠ユス上 155c体 木幾 の人ド.敏寺全 体 の

潤躍鷺紺式
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生懸科響写指導案 く養育 学級 1組 )

指導者 成 宮 治 子

1 単元名  たまいれあそび

2 単元 目標  Oボ ールを扱 うことになれ、うまく穴にはいるようにくふうする。

‐      9簡 単なグラフや表を作ったり、簡単な計算ができるようにする。

6T児に教えてあげながら、仲よく学習する。

3 教材 の取 り扱い

仲よくたまいれをす、ることにより、ボールを扱うことになれさせ、約束 を守る、jln番 にす

るなどの遊びのィレールを身につけさせたい。また、ボールがうまく穴にはいるようにくふう

するような態度をつけたいと考えてこの題材を設定 した。

たまいれあそびの中から、いろいろな学習を見つけ、解決 していく態度をつけたいと考え

た志特に、計算の基礎になる10の補数、繰 り上が り、繰 り下が りのしかたを身につけさせ

たいと考えた。

4 児童の実態

`T児   (2年 女 )I  IQ wISC 不明

入学当初にくらべると、身体は大 きくな り、体力 もつ き、歩いたり走ったりは、友達につ

いて何 とかで きるようになった。が、衣服の着脱 も十分にできず、話すことも殆 どできない。

ついていると簡単なことはするが、 1人 では何 もせず じっとしている。

簡単な リズム遊びはするが、文字や数の理解は全 くできず、自分の名前 も満足に書けない。

絵 も線や丸をかく程度で、物の形を表現することはできない。

お もちゃもいわれないと手 もス れず、遊びの仲間に入 ることができない。恐怖心が強 く、

手助けがないと遊具 も使えないぉそこで、たまいれあそびをすることにより、少 しで もみん

なと一諸に遊ぶことができるようにしたいと考えた。

Y児   (4年 男 )  IQ WIsc 62
だれとで―も気軽に話 し、活動的であ―り、小 さい子の世話 も親切にできる。けれども、気に

入 らないことはしないし、注意 も素直に聞けない。また、何でもないことです ぐ泣 き顔にな

りt指 を吸う。何をやらせても長つづきせず、投げ出すことが多い。授業中も集中して取 り

組むことができない。そこで、たまいれを楽 しくや らせることによ り、一つのことに集中す

る態度 をつけたいと考えた。

左利 きで、器用 さはないが、絵や工作を喜ぶ。身体を動かした り、重い物を運んだ りは苦

もな くするが、運動能力は劣 り、とび箱、鉄棒、なわとびなどは全々できない。

五十音の読み書きはできるようになったが定着 していない。従って、読んだ り書いたりす

ることを面倒がっていやがる。数の理解は 20ま で位で、具体物を通せば計算ができる。そ

こで、この単元により、簡単な計算が、まちがいなくできるようにしたいと考えた。

N児   (5年 女 )   IQ  58
5年生の 2学期から入級する。明るく無邪気で、よく話 しよく働 く。簡単な曲は、ピアニ

カでひくが、依頼心が強 く、絵 も 1人 ではなかなかかかず、作品がまとまらない。
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簡単な文章はすらすらと読むが、漢字かたかなの1読み書きは困難である。したことを話す

ことはできるが、文にすることはできない。数えることはできるが、 10ま での加減も具体

物 を使わないとできない。が、算数を喜び根気よく学習する。従って、この時期に、計算の

、基礎をしっかりと身につけさせたいと考えた。

5 指導計画

区 分 容内習学 課習学 題 時間

第 1次

たまいれあそびをする。

たまいれあそびの結果を、グラ

フに表わす。

oた まをたくさんいれよう。 2

本時

(蒜 )

第 2次

1,も っと遠 くか ら、たくさんいれ

る。

2.グラフをもとに、表を作る。

ととおくから、いれてみよつ
　
　
　
Ｏ

ま
Ｄ
　

ン
つ

2

第 3次

1。 たまいれ競争をする。

2,グラフや表から、問題を見つけ

て、解決する。

0た まいれきょうそうをしよう。

oグラフを見て、もんだいを作ろ

う。こたえも見つけよう。

6 本時の目標  0たまいれゲームをたのしくする。         .
7 各児の目標  T児  たまいれあそびの仲間入りができる。

●    I信>Ili身分liみ課1ド曇ず鷲鵠[掌 ::

8 展開

9 自己評価   03人 で、なかよくたのしいたまいれあそびができましたか。

Oた まは、たくさんはいりましたか。
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学習課題 たまを、た くさんいれよう。

区分 動活習学 指 導 上 の 留 意 点

準

備
　
　
中

　

　

　

心

　

　

　

確

　

認

たまを数える

2.た まいれをする。

Oま とをよく見て投げる。

0線をふまないように気をつける。

oた くさんはいるように くふうする。

3.た まいれの結果をグラフにする。

O1/1い った数 と、はいらなかった数を

数える。

4。 だれが多 くはいったか見つける。

5,次時の課題を知る。

6。 後始末をする。

o10個 のたまを、大きな声で、正しく数

えさせる。     `
○能力に応じたと遼ろかゐ投げさせる。

0は ひったたまと、ないらなかったたまを

はっきつさせ‐
る。

0グ ラフになれさせる。

010の 補数にふれる。

O数時の導習へ発展 させたい。

O数時は、もっとたくさん入れようと話す。

03人で、きちんとかたづけさせる。



生活科学習指導案 (養 育学級 2組 )

指導者 大 り||と み 江

1 単元名  リズムにのって遊ぶ

2 単元の 目標  情緒障害児 3人 が、一緒になかよくリズムにのって、動的な模倣遊びをし

て、心を開かせると共に情緒の安定をはかる。

3 単 元の取 り扱い

情緒障害のこの子たちは、健常児 と違って、なかなか リズムにのってくれなかった。ゃさ

しい歌を歌って身体反応をさせようと、わたしが身体表現をして見せて も、M児は「 しない

の』と言って別行動をしていたし、T児 は小声でしか歌わず、しかも音痴のようであった。

K児 も一年生から欠席が非常に多く、幼稚園へも行っていないために歌をあまり知 らなか っ

たし、二年生になって も欠席 し勝 ちで、登校 しても3校時頃から出て来るといった状態だ。

「 とけいのうた」を伺回 も歌って身体表現をして見せていると、M児が 6月 11日 になっ

て初めて途中か ら歌い出した。二本調子の歌い方だが歌詞は正 しかった。ノー トに階名を書

いてあげると、それを見てピアニカの練習を繰 り返 し、 7月 1日 には最後まで鳴 らせるよう

になった。 T児の歌っていた「かっこう」「バスバスはじる」「 しゃばんだま」 も、M児が

繰 り返 し練習 して、一学期中に鳴 らせるようになった。

夏体みに県のカナリア会の親子 と担任者のキャンプで習ってきた「 ダイナミックアプロー

チ」を、 9月 に入 ってからや り出したところ、キャンプの時は、「 しないの」と言 って座 り

込んでいたM児 も、 T児 たちと一緒にだんだんできるようになり、毎朝にこにこと喜んで、

「 ひげじいさん」「頭肩ひざポンJをするのがパターンのようになった。そのお陰で、ジャ

ンケンもどうにかできるようにな り、楽 しく一 日のスター トができるようになった。また、

「虫の声」「なかょしマーチ」 も、歌った り、階名唱 した り、 リズム打 ちをした り、ピアニ

カやオルガンで演奏するようにもなった。

このように、この子たちが リズムにのってきた機会をとらえてヽいろいろな動的な模倣遊

びを楽 しくさせて、少 しでも情緒障害の緩和に役立てたいと考えている。

4 指導計画

次 材教 容内習学 学 習 課 題 時間

第

１
次

ひげじいさん ○歌に合わせて、楽 しく模倣遊び

をする。

。いげ じい さんを歌って、

先生のまねを しよ う。

第

２

次

頭肩ひざポン O歌 いながら動作をし、ジャンケ

ンをさせ、勝った者が一本橋こ

うちょこちょをする。

○頭肩ひざポンを歌 って、

ジャンケンに勝 った らく

す ぐり役になろ う。

第

３

次

ホーキポーキ 身体の各部の名称や、自分を中

心にした左右前後の位置を知る。

リズムにのもて、楽 しく身体表

現をする。

○右手左手、右足左足、耳

や日、おへそやおしりは

どこにあるのかな。歌に

合わせて見つけよう。
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第

４

次

ライオン狩 り

に 行 こ うよ

動物の名前や鳴き声 をよく聞い

て、それに適した反応をする。

声をそろえて調子よく身体表現

をする。

どんな動物がでてくるか

な ?よ く聞いて動こう。

大 きい声を出そうね。

５

（
本
時
）

第

５
次

だ る ま さん o歌に合わせて、マット上で転ん

では起 き上がる動作をする。

0だるまになって、ころん

だ りおきた りしよう。

5 本時の目標

認知的   いろいろな動物の鳴 き声や名前 をよく聞かせて、それに適した身体反応を

させる。

態度的 A 大 きい声を出 して、 リズムにのって楽 しく身体表現をする。

B 3人 がなかよく助け合いご励まし合う。

6 展開

学習課題 どんな動物がでてくるかな ? よく聞いて動こう。大 きい声を出そうね。

区分 動活習学 指 導 上 の 留 意 点 評  価

準

備

中

′か

発

展

前時までの教材を、 リズムにのっ

て表現するぃ

ア ひげじいさん

イ 頭肩ひざポン

ウ ホーキポーキ

動物の絵を見て、名前や鳴き声や

特徴を当てる。

「ライオン狩りに行こうよ」をする。

ア 動物の名前を聞いて、ライオン

の時は、「ああこわ一」とみんな

で寄 り合い、それ以外の時は「あ

あよかった」と言 って表現する。

イ 動物の鳴き声を聞いて、その動

物を当て、それによって身体反応

をする。

ウ カードを見て、その動物を当て、

身体反応をする。
・

親 しみ深い歌曲を聞かせ、リ

ズムにのって表現 させて、閉

ざされた心を開くようにもっ

てい く。

この子たちの、よく知ってい

る動物を選んで出す。

恥ずかしが らずに大きな声で

元気よくリズムにのれるよう

にしむける。

動物の名前脅よく開かせ、そ

れに適 した表現をさせる。

動物の鳴き声むよく開かせ、

それに適 した表現をさせる。

楽 しくなかよく遊ばせる。

次時へのつなが りをはかる。

O楽 しい雰

囲気が作れ

たか。

0大 きい声

で リズムに

のね/た か。

O名 前脅よ

く聞いて反

応 したか。

O鳴 き声 を

よく問けで

反瓦ζしたか。

y 自己評価

○どんなどうぶつがでてくるかをよく聞ιすましたか。

O大 きい声を出せましたか。

○なかよく、た0し くできましたか。
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学級会活動 ≪攣級指導 )指導案
指導者 藤 井 智 子

1 日時  1980年 11月 7日 (金 )

2 学級  滋賀県近江八幡市立西中学校 2年 A組 (女子 11名 、男子 15名 計 26名 )

3 題材  みんなで作ろう分団新聞「友情のきびしさ」  ・

4 題材設定の理由

バズ学習に取 り組んで 1年半が経過した現在、話し合いの技術の向上、学級分団の団結

協力にその成果が認められるようになった。

ところが一方では、服装、頭髪等の乱れを黙認していたり、自習時間に遊ぶ生徒や、掃

除をさぼる生徒等を注意せず、その事態をたいして問題にもしないで過ごしたりすること

が多くみられるようになってきた。生活態度の改善を目指して設けた生活点検にもこのよ

うな問題が「○」で済まされていることもあった。 (生活点検表は〇、×で記入 )

こうした学級集団の中に広がりつつあるなれ合いムードは、個の高まり、ひいては学級

集団全体の高まりをはばむ要因となる。認め合い、支え合う学級集団を作 りあげるために

は、友人の間違いに気づき、指摘し、その友人に間違いを認めさせ、是正させる「 きびし

さ」がなくてはならないのである。しかしこの「 きびしさ」は単なる「 きびしさ」ではな

'く 、その根底には、言いにくいことが何でも言えるという人間関係、相手の身になって考

‐ え、教えていくという暖かさが必要なことは言うまでもない。

そこで、こうした問題に焦点をあて、学級集団を高めるためには、心の底から認め、支

え合う友情を育て、その友情の中に「 きびしさ」を欠いてはならないことに気づかせたい。

5 指導 目標

。現在の実態から、問題点を話し合い、それをもとに分団新聞を発行し、自分たちの友情

が「 きびしさ」を欠 くことに気づく。

0ひ とりひとりが各自の役書lり を果たし、協力しながら、みんなでひとつのものを作 り出

し、より高い感動を体験する。

6 指導計画

(1)学級の実態を示す資料をもとに、「 きびしさ」の欠けた友情について話し合わせる。

・………第 1時 (学級指導 )

O 「友情のきびしさ」をテーマに分団新聞を発行させる。………第 2時 (学級会活動 )

0)分団新聞をもとにして、支え合う学級作りには「 きびしさ」が必要であることを話し

合わせ、行動化をはかる。………第 3時 (学級指導 )

7 本時の目標

O 「友情のきびしさ」について分団ごとに話し合い、取 り上げるべきテーマをまとめる。

O 「友情のきびしさ」について各自の考えをまとめる。

O 分団新聞を発行することによって「 きびしさ」「支え合い」「感動Jを身をもって体

験する。
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8 本時の展開

指 導 内 容 生 徒  の 活 動   1  指導上の留意点

(導入 )

1.前時のまとめと

確認

(展開 )

2.編集会議

3.編集方針の発表

4.紙面の割 りつけ

記事の記入、見

出し、校正

6。 のりづけ

(ま とめ

7.展示

各分団ごとに前時で学習したこと

を確認する。

・現在の学級は、なれ合いムー

ドで、「 きびしさ」を欠いて

いる等。

分団ごとにテーマ「友情のきびし

さ」をどう受けとめるか話 し合い

テーマ記事を設定する。

各メンバーの記事内容の確認をす

る。

分団ごとにテーマ記事を中心 とし

た編集の方針を発表する。

新聞の機能を考慮 し、紙面を割 り

つける。

編集の方針にしたがって記事を書

き、互いの記事を校正し合う。

各記事を所定の位置にの りづけ

仕上げる。

できあがった新聞を前に展示し

反省する。

何が問題点であったのか、

もう一度確認させる。

テーマ記事では、前時で話 |

し合ったことをもとに、間 |

題点や原因を取 り上げて話

し合った「友情のきびしさ」

についてまとめさせる。

他の記事では、「友情のき

びしさ」について、メンバ

ーの個々の考えをまとめさ

せる。

テーマ記事で、何 を、 どの

よ うに取 り上 げるかを発表

させる。

腹切 り等にな らないよう注

意 させ る。

一人 も体 むことな く、全員

一致協力 して作業にあたら

せる。

読みやす さに注意 させる。

時間内に一斉に発行 させる。

次時に新聞をもとに話し合

うことを予告する。
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昭和 55年度

滋賀県神崎郡五個荘小学校

集第
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五個荘町立五個荘小学校長

横  田  證  員

昭和 48年に、第 9回全国バズ学習研究集会を本校で開催してから7年後の本年、 再び第

15回集会を開催するはこびとなり、光栄に存 じます。

本校がこの研究に取組んでから11年の歳月を迎えることになりましたが、その間、塩田先

生をは じめとする名大バズ学習研究グループの先生方の理論面での温かい御指導を得て、私た

ちは、教育観の変革 も含んだ指導法の改善に努めてまいりました。

私たちの教育研究を要約いたしますと、 1.指導の目標の側面……目標の設定については認

知過程の追求と感情・情緒的及び価値的過程との効果的な同時達成を狙 う目標を立てること。

2。 指導方法・方略の側面……学習課題の提示・児童が自主的に課題に取組むための援助、フ

ィー ドバック情報の提供に関すること、学習の個別化と集団化の方法に関すること。 3。 指

導の効果のall面……指導のユニットの中にプリテス ト、ポス トテス ト及び興味 。関心・参加度

の評価をとりいれ、即時評価の方法を工夫すること。などであります。

特に、昨年から本年にかけて、学習活動のこの三領1面の充実のため 1。 学習の見通 じと課

題づくりに関すること。 2.個 人学習の充実に関すること。 3.学 習集団づくりと児童の

相互作用に関すること。 4.学 習活動中における即時評価の方法に関することの仮説を設定

して、この検証に努力 してまい りました。

つまるところ、私たちのパズ学習は毎時間の授業において子どもたちの将来に生きてはたら

く基礎・基本となる課題を、十分時間をかけて、児童全員が積極的に学習 して、理解を促進・

拡大 し、あわせて わかる喜びと協同じて物事を処することの大切さを体得させることであり

ます。私たちは学習時間中において、特に「 じっ〈りと相手の話 しをききとることができる習

慣性をもつ子ども」に育つことが、民主人育成の第一歩であると確信 し、子どもたちの相互活動

の場を大切にしていきたいと考えております。

私たちのこうした営みは、新教育課程編成の基準に示されている、知・徳・体・調和のとれ

た八間性豊かな児童の育成、基礎・基本となるものを十分時間をとり確実に身につけること、

ゆとりのある充実 した学校生活を実現するための子どもの活動を重視する指導をすること等の

具体的実践に結びつ 〈ものであることの自覚のもと、今後ますますこの研究の発展に努めてま

い りたいと考えてお ります。

今回、私たちはこの実践の過程において、確かめた内容をささやかではありますが、本大会

において発表し、諸賢の厳 しい御批正を賜わ りながら、本校教育の発展に資 して参る所存でご

ざいます。
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I

研 究 経 過

(1)学校統合 と研究 の契機 (昭和 42年度～昭和 44年度 )

本校は昭和42年 4月 に五個荘町内の東、南、北の三小学校が名目統合され、三校全児

童が一校に集結 したのは、昭和43年 9月 であった。当時は、旧三小学校の児童の実態を

ふまえながら、町民と職員が一体となって新 しい五個荘小学校の子ども像の確立を目指し

て、学校づ〈りに精励 した時期であった。

この中から生まれた本校の研究の方向は、各校より集った子どもたちの相互理解を深め

集団作 りを中心に「 自ら進んで学ぶ子ども」の育成を願って「 子どもの主体性をどのよう

に育てるか」というテーマであった。

(2)バ ズ学 習 へ の転 機 (昭和 45年度 )

児童の主体性は、集団の中で互いに助け合い励まし、磨き合って伸びて行 〈姿でありた

い。この点に着目して、昭和 45年 4月 当初、名古屋大学教授、塩田芳久先生のパズ学習

理論を毎日の学習の中に取 り入れようとしたのである。当時先進校視察はもとより、塩田

教授に直接指導を受けた り、先生の著書から理論研究を進め「磨き合 う学習指導のあり方」

を求めて研究を深めた。

子ども達自身の力で、協力 し合って学びとってい〈学習体験は、子どもにとって大へん

興味や関心を呼び、話 し方、話し合い方、言葉使いの工夫等、協議のし方についての習熟

をはか り「磨き合 う学習Jへの指導研究を強化 した。そこで

○ 個人学習と学習法の分析

○ 課題の意識化、グループバズの位置づけ、全体バズのさせ方

○ 話 し合い方、話 し方、 リーダーの話 し方、グループ成員の話 し方、協力的態度

の研究の柱を立て、学年別、学期別に指導の重点を決めて具体的にその指導にあた り、

研究観点をはっきりして授業分析研究を進めたのである。さらに名大の塩田先生を中心 と

したバズ学習を研究する大会 (第 2回 パズ学習研究集会)に参加する機会を得てその研究

を深めた。なお本校に於ても研究発表会を実施 しご指導を仰いだ。

研究発表会開催  (昭和46年 1月 26日 ) テーマ「磨き合 う学習をめざして」

講師  名大 塩田芳久先生   県教委 古川康男先生

参会者 郡内及び近隣校より 80余 名

総)バ ズ学習の深化 (昭和46年度～昭和 53年度)

◎ 昭和46年度 (学び方の工夫)

-3-
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0研究主題 「話し合い、求めて考える子ども」をめざして

0研究内容の概要

バズ学習を基盤とする授業をどのように展開するか、基本的な学習形態 ∽ まヽえ、確

認、パズ、まとめ)を決め、学習構造をより具体的に構成しそ授業研究を進めた。

○ 認知的目標と態度的目標の同時達成の具体的な手だてと実践研究。

○ 学習課題作 りと学習計画の立て方。

○ 個人学習のさせ方、ノート記入の工夫。

○ パズする時の約束、問題は握のさせ方。

○ まとめ方、自己評価の方法について。

研究発表会開催  解訴口46年 11月 17日 ) テーマ「話し合め、求めて考える子

ども」をめざして

講師  名大 塩田芳久先生    県教委 古川康男先生

参会者 県内外より 200余名

◎ 昭和47年度 (バズのさせ方、学ばせ方の追求)

〇研究主題  「 パズ学習の基本性の追求と効果の拡張」

〇研究の概要

これ唆でのパズ学習の研究は、教科を算数科のみにしぼって、取 り取んできたが、そ

れを、国語科・算数科・理科の三分野に広め、研究部会も三部会に分かれて研究を進めた。

それぞれの部会では、パズの原点にかえ り、個人学習の充実、相互作用の深化をはかり、

個人と集団の学習の原理の統合による指導法の研究を強化 し、その拡充を図った。

○ 算数部会

テーマ 「数学的な思考を深めるバズ学習」

ア 関係思考を深める理解要素と態度要素の分折

イ 学習構造の検討

ウ 課題解決の視点と相互活動のさせ方

工 自己評価と相互評価

オ バズ活動と思考の変容をとらえた授業記録のとり方

力 課題の年間計画表作成

○ 国語部会

テーマ 「読み深めの過程におけるパズ学習のあり方」

ア 指導案の検討と授業の基本的な流 し方、パズの位置づけ

イ 授業観察方法、子どもの動きのとらえ方 態度評価について

ウ 学習構造図の作成及び検討

工 課題の年間計画表作成
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● 理科部会

テーマ 「~科学的思考を育てるパズ学習のあり方J

ア 指導過程とパズの位置づけ

イ 課題設定のための L・
/ジ ネステス トの作成

ウ 個人学習のし方、集理思考のさせ方

工 評価につながる態度目標、認知目標の分析と具体化

オ 課題の年間計画作成

◎ 昭和48年度 (授業改造をめざして)

0研究主題  「 人間形成 と授業改造をめざして」

○研究内容の概要

過去 3年間は、特にバズ学習実践の反省に立って、最も基本と考えられる課題や、

個人学習、相互作用のあ り方 (協調性、信頼関係、責任力)、 学習態度、即時評価、

自己評価、相互評価など、実践的な諸問題に焦点をしぼった具体的な方法や技術につ

いての研究であったが、これらの研究の総まとめの意味において「 人間形成と授業改

造をめざして」というテーマで、実証的授業を実施 し研究を進め九。

ア 幹わゆる、自主性、協調性、倉J造性を育てる学習に接近できたか◎

イ 学習は本来課題を解決する過程であり、課題は適切であったか、子どもが持つ学

習の見通 しはよかったか。

ウ 課題解決の方法としての個人学習のさせ方や、パズグループにおける相互作用の

仕方 (バ ズの進め方、聞き方、話 し方、考え方)の指導や謬|1練 は十分であったか。

工 認知的目標と態度的目標を同時達成することを基本的なねらいとするが、その具

体的な実践と効果は呆たしてどうか。

オ バズをいつ、どの様な内容を、どんな方法でさせるのが効果的か。

◎ 昭相49年  C悪考活動の多様化へ)

○研究主題  「 1/Jと りひとりの読みを深め、多様な思考と行動を育てるJ

O研究内容の概要

前年度は、合理的なパズ学習の実証授業研究であった。この反省の上に立って、さ

らに本年度は、バズ学習の本質ともいうべき 相互作用から生唆れる思考の多様性を

どのように生かすかに重点をおいた。従って研究教科 も国語を窓口にして、確かな読

み、豊かな読みのできる子どもを育て、言語活動を大切にして、子ども自身の主体的

な多様性を育てることを願ったのである。各学年音5の研究課題や手だては次のとおり
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全国パズ学習研究大会開催 (昭和 48年 10月 26日 。27日 )

○ テーマ  「人間形成と授業改造の試み」

○ 講 師 名古屋大学 塩田芳久先生、県教委参事 珠久先生より御指導を受ける

○ 参会者 県外 200余 名  県内 300余 名  計 50o余 名



である。

ア 学年部の研究課題

昭和 49年 11月 14日  県教育研究発表大会 (国語部会)開催

oテ ーマ  読みの力を高める学習活動の組織化

・参会者  県外 10名   県内 200余 名

◎ 昭和50年度 (指導のたしかさと、学習の深化を求めて)

0研究主題  「ひとりひとりを生かすパズ学習」

○研究内容の概要

ひとりひとりの心を開〈授業として、バズ学習は大へん成果を上げ、自己統合力を

十分育てることができる 今唆でのパズ学習の研究を総括的に検討 し、現時点におけ

る子どもの実態を見直し「たしかな指導のあり方Jを考え、「ひとりひとりの学習の
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低 学 年 部 中 学 年 部 高 学 年 音S

。本を読んだ り、友だちの

話を聞 〈とき、いつ も自

分がハ ッと感 じるものを

大切に し、そのことにつ

いて話したり書いたりする。

・相手の話をよく聞 き、な

か よ〈話 しあつ。

問題をもち、想像を働か

せなが ら読み、 自分の言

葉で書 〈。

友だちの考えか ら、自分

の考えを藉、〈らませる。

)自 分の考えや感想を、は っき

りさせて文の中心に迫 りなが

ら、作者の意図 も考えつねに

読みのひとりだちができるよ

うにする。        _
0課題解決を目ざ臥 協力してね

り合いみがき合わを求めて考える。

イ 読み深めの手だて

低 学 年 部 中 学 年 部 高 学 年 部

イ教材 との出あいを大事に

臥 ―すきな音5分、 もう一

度読みたいところか らす

じを見通す。

口お話の中の人物にな りき

つていろいろと動きを広

め、ふ 〈らましてよむ。

ハ友だちのすきな所 と、自

分のす きな所のちがいを

意識する。

二相手や作者に手紙を書い

た り、絵本や列、紙芝居

などにする。

イ題名をふ くらまし、自分なり

の考えをまとめる。

口書かれていない部分を文章か

ら想像する。

ハ自分の言葉で読み とりのわけ

を書いた り、話 した りする。

二問題を持つ所、すきな所 と全

体 とをう校 くつないで読む。

ホ自分とちが

'筋
、自分 とちが

う人物をえ らんだ友だちの考

えをききあう。

イひと息 1/Cよ み通 し、初発

の感想か らおよその課題

を生み出t、 学習計画を

たてる。

口ひとり学習を重視 し、よ

みとった事柄を関係的に

とらえる。

ハ集団思考の場で、多様 な

読みとりに気づき、更に

自分の読み とりを深 める。

二再び、ひとりにかえ って

自分の読みを見なおす。



深化」を求めることに焦点をあてて研究を進めた。

O課題の追求過程の基本形

わたしたちの学校では基本的な学習過程として、 3段階 (準備段階 。中心段階・確

認段階)、 5分節 (方法発見・個人思考・全体思考・確認)を とっている。この基本

的学習過程は一応のサンフル゚であって、実際には種 変々型されていくが、 この中での

集団思考・全体思考をバズと呼び、最 も子どもの思考の変容を期待 し、学習の山場と

して課題追求をおこなっているのである。 これは国語学習に適用され、子どものノ心に

そった読み深めを願い実践 したものである。
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備準

ぃヽ中
切
恥確

イ国 人 思 考 グル ープ思 考 全 体 思 考

課題の意識化と

追求の方法の発

見。

課題に対する自分

ひとりの考えをつ

〈り出す。

グループの人の考

えを交換 して互い

に考えをゆさぶ り

あつ。

課題 1/C対 するみん

なの考えをつ 〈り

あげる。

新 しい第四段階

の課題を生み出

す。

・ グループの成

員であるすべて

の子 どもたちが、

一点に集中 し自

熱するためには

共通の問題の共

有が前提になけ

ればならない。

しか もそれは、

「 どのようにして

追求するか」と

いう方法までも

発見されていな

ければならない。

②

読む―サイ ドラ

イン。

書 〈― (文章図

構造図、線分図

カー ド、感想文 :

話す― (グルーフl

(全  員 :

。課題に対する解

決に於いて、 自分

の読み とりの根拠

になるものは文中

のどこかを見つけ

自分のことばで、

その読みと りの意

味を創 り出す。

・ 自分の考えを、

グ:ル ープの人によ

〈理解 してもらえ

る最 もよい方法を

考えて書 く。

(文章図に表わ し

た り、線分図に表

わ した りして、 自

分の考えをあさら

かに表現する。)

。自分の考えを主

張 し、読みの根拠

を述べて、他の人

に検討 してもらう

。友人の考ぇ との

異同をはっき りさ

せる。

・疑問店・問題点

をつきとめる。

・ メモにより意見

交換 をする。

・全体に出す考え

と切 りすてる考え

を吟味する。

自分の考えを

一度深める。

・ グループの考え

を発表 しあう。

・発表を焦点化 し

て、他のグループ

との関係を見出す

・対立・障害のぶ

つか り、立■L校 り

考えのゆきづま り

(問題追究の山場

を期待する)

|

・克服 した時、集

団的に子 どもの思

考が変容する場 と

考える。

・今 日の学習か

ら、 もう一度自

分の考えをまと

める。

(評価の対象に

したい。)

。今日の学習か

ら、 どんな問題

が残 ったか。

。文章・人物・

自分等関係的に

課題の解決に迫

れたか。

。次時の新 しい

課題発見ができ

たか。



◎ 昭和 51・ 52年度 (パ ズ学習指導 1/Cよ る交通安全教育の充実)

。研究主題  「変化する交通環境に適応できる実践的能力や態度の育成」

・研究内容の概要

この2年間は、交通安全教育・県教育研究の指定を受け、学級指導、児童活動を中

心に研究を進めた。また、バズを学級指導の中にとり入れ、仲間作 りを強化し生活の

分野に拡充 したのである。そこで、学習指導の基本形 とそれにもとず 〈特設時間の指

導過程を考えて、バズ学習を拡充 じ研究を進めた。

ア 学習指導過程の基本型
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評価・情報収集・診断教授・学習 メデ ィア目標・内容・教材研究

学習課題の構成 と提示 学習効果の判定 と目標

達成状況の評価

個 人 思 考  |グ ルーフ
゜
思考

0課題に対する

自分の考えを

整理 し、 自分

なりの学習視

点をもつ。

Oグループの成

員が協力 して

考えを出 し合

い、情報を交

換する。

0課題 を意識 し

追求 0方法の

発見・予想・

学習の見通 し

をもつ。

0グループや個

人の考えを出

し合 って、学

級全員によっ

て考えを深め

る。

○本時の学習を

まとめ、反省

する。
O学習方法、態

度について反

省する。
O次時の課題の

取 り組みにつ

いて見通 しを

もつ。

イ 特設時間の指導過程

区 分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動

準

　

備

中

ぃヽ

確

認

③ 課題提示 )

②  問題分析 )

③ 行動基準の設定 )

① 検 証 )

⑤ 適 用 )

1。 情報の意識化

2.学習のね らいに向って、

危険の原因や結果等につい

て、問題を明確にする。

3。 交通ルールをその場面に

適応 して、 どの ような行動

が よいかを考える。

4.仮設に従 って、事故の因

果関係を確かめ、場面に応

じた行動 (模擬訓練)カミで

きるようにする。

5.安全な行動をより確か lrc

して意識を高め、自分の生

活への適用ができるように

する。

0児童の生活環境ゃ交通環境

の中か ら場 を設定 し、学習

のね らいにあった危険を含

む場の構成をする。
O場面設定か らとらえた問題

分析 をさせ、条件を明確に

させる。
O設定された場面について危

険を予測 し、安全な行動に

ついて考えさせる。
O仮設場面を通 して、安全な

行動能力を習得させる。

0安全な行動へ意識づけ、実

践できるようにさせる。

課題への取 り組みの援助

と指導



◎ 昭和 53年度  (子どもの力を生かす指導)

・研究主題  「 子どもの力が生きるパズ学習」

・研究内容の概要

今日まで進めて来たバズ学習を全領域にわたってもう一度深 〈堀 り下げ、パズ学習

が単なる学習形態のみにとらわれることな〈、授業の中で子どもの力が生きて働 く力

強い学習となることを願 って授業分析に専念 した。

まず、子どもを十分理解することから始め、ひとりひとりの子どものよさや、その

裏にかくされた子どもの願い、苦 しみといったものを見逃すことなく、日常生活や授

業の中で子どもの動き C思考や態度)を十分とらえて記録 し明日の指導の手だてとす

る。

次に、われわれの目指すパズ学習の基本姿勢について、今一度根本か ら考えなおし

全職員が共通に理解 し、学習に一貫性を持たそ うとしたのがこの年の最 も重要な課題

であった。

年間を通 して 1職員 1ユ ニッ トの分析研究に終始 した年である。その結果認め合い

励ま し合える集団となる ような学級経営が最 も肝要であるとの結論に達 し、全校各学

級がそれぞれの指導の工夫点を具体的に相互に交換 し、 もって、バズ学習の根幹に迫

ろ うと努力 したのである。

に)バ ズ学 習 の成 果 の実 証 (昭和 54年 度 )

・研究主題  「 子どもの力が生 きるパズ学習」

・研究内容の概要

昭和 53年度に続けて、授業の中で子どもたちが具体的にどの ように活動 してい 〈

かを克明にとらえてバズ学習の効果 を検証 しようとしたのである。

(1)学習 目標の具体化、すなわち学習計画を適切な援助に よって立てさせて、その有

効性を検討する。

(2)学習課題解決への取 り組み方 とその援助の し方で、ひとり学習、 グループバズ、

全体バズによる情報交換のさせ方、教師の補足修正 とまとめ、確認、 とい う過程の

有効性を検討する。

(3)学習効果の評価方法について、特にプリ、ポス トテス トの方法による評価の有効

性を検証する。

(4)グ ループ構成、相互作用のさせ方、 リーダーの役 目 など、学習に対する態度や

仲間に対する態度に関する問題

以土の ようなパズ学習の展開に関する様 々な研究課題を解明するための実証授業を

計画 し、その成果を実証 した。また、バズ学習による研究の結果を整理 し、パズ学習

を行 うことによって得 られる効果や、バズ学習が うま 〈行かない場合のいろいろな原

因や対策 といったことの反省という両面について、分析 じ、公刊書にまとめ ようとした。
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151合 理 的 な実 証 授 業 と バ ズ学 習 の再 認 識 (昭和 55年 度 )

。研究主題  「 子 どもの力が生きるパズ学習」

・研究内容の概要

前年度 (昭 和 54年度)に引き続 きパズ学習指導の成果の実証授業を行い、気軽に

誰でも授業ができて、 しか も、効果が十分認め られるパズ学習のあ り方を求めて授業

の分析研究を進 める。

(1)学習課題計画作 りや学習の見通 しを持つ ことが、子 どもの主体的な学習行動 を生

む要因 となることの検証。

(2)相互活動を高め人間関係を密にするいわゆる、尊敬、信頼、協力関係を育てる統

合的な指導の具体的実践 と反応を考える。

(3)基本的 な学習の流れ とする3段階 5分節の区分の中で、特に相互作用を高める要

因 ともなる課題の提示方法、ひとり学習のさせ方を重視 し、グループバズや全体バ

ズの学習態度や仲間に対する態度の反応を考察する。

(4)目標達成への反応 とフイ ドバックによる指導のあ り方、自己評価のさせ方、 プリ、

ポス トテス トによる進歩率や学習参加に対する検証を行 う。

以上の様 な事を柱に研究方向を設定 し各学年部の研究 を母体に学年ごとに指導設計

を立て、実証授業を実施 し、その成果を検証するものである。

◎ 本年度の研究計画

4月  前年度の反省に立 って本年度の研究計画の立案

バズ学習指導の現職研修授業研究 (2年 )、 主題に迫る共通理解

5月  研究仮説の決定に伴 う実証授業研究計画の学年部別作成協議会

授業設計、授業記録の取 り方、観察観点、評価資料等必要資料の作成

'実
証授業 と授業分析研究  4年  6年

6月  実証授業 と授業分析研究  3年  5年  1年  2年
7月  養育学級授業研究

即時評価の指導 と関連的考察協議会

8月  実証授業後の資料の整理、研究会問題提案資料作成

バズ学習研究大会要項作成協議会

授業区分 (3段階 5分節)に おける学習方法 (ひ とり学習、相互学習、全体協議

評価)の取 り〈ませ方、結果の分析協議

9月  各学年部で授業研究 (授業設計か ら 展開、評価)を 実施 し、再度仮説実証上の

問題点をさ く
゛
る。

バズ学習研究大会当日の運営及び公開授業設計協議会

10月  バズ学習研究大会諸準備、資料の点検

バズ学習指導を極める授業 (主題)に迫る問題点を整理 し、提案要項を吟味する

11月  全国バズ学習研究大会 (7日 、 8日 )

12月  バズ学習研究推進上の反省協議

1月  各学年部指導反省 児童の認知的、態度的 な変容度の分析 資料整理

2月  本年度研究の反省及びまとめについての全体協議

3月  明年度の研究を方向づける。
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甍機の究研

研 究 主 題

人 間形成 を 目指 す 学 習指導 の改 善

一 子 ど もの 力 が生 き る バ ズ学 習 一

主 題 設 定 の 理 由

私達は、子 どもの主体性、創造性を尊び、子ども自身の持ちまえを十分発揮させることを

願 って、人間と人間の接触交流 (湘互作用)を行い、やがては、心の琴線にふれる質の高い

効果的 なパズ学習を期待するものである。

バズ学習は、ただ小集団で話 し合 うことだけの特別 な形を持 って提唱する ものではな〈、

バズ学習の最 も基本 とすべ きことは、人間関係 を育てなが ら学ばせ ようとすることである。

バズ学習は、 こういった人間関係や集団過程の問題を相互作用におき、個人と集団のかか

わる統合的な指導体制であって、教育の基盤が人間関係であるとする以上パズ学習の役害1は

大き〈、認知的 目標 と態度的 目標を同時に達成 しようとするものである。

本校は、過去 11年余 り人間形成を目指すこのパズ学習の研究を進めてきたのであるが、

今日に到るまでの研究の歩みの中には、多 くの問題にぶつか り、時を忘れて論 じ合 ったこと

にバズ学習の厚みをあらためて感 じるのである。私 どもは、パズ学習の基本的な理念に基づ

〈指導において、具体的に研究をどの ように進めて、その成果を極めるかにある。例えば、

パズ学習の基本性 である個人 と集団の学習原理の統合 とか、 自己実現、 自己統合力の育成な

ど、 これ らを実現するためにどのような指導を行 うとよいのか、また、子どもがどん な反応

を示 した時に育ったと言えるのか。あるいは、態度目標を達成するに して も、どんな内容を

どの ように指導するとよいのか、そ して、その評価は どうするのか。 あるいは、学習 目標の

具体化 とその方法についての研究 も、学習計画と課題作 り、学習の見通 しの持たせ方、個人

学習のさせ方、バズのさせ方、 自己評価の し方、 プリテス ト、ポス トテス トの有用性、さら

にグループ構成や リーダーに関する問題 など、いずれの問題 も研究の累積を必要とするもの

ばか りである。

しか し、研究や指導が軌道にのって くると、また、実践上の新 しい問題やなやみが出て〈

るのであつた。毎年の人事異動による研究体制の見直 しや、学級担任の交代によって系統的

な指導は、なかなか浸透 しないなどである。あるいは、学習を進める中でのなゃみに、 1年

生の子 どもの初期のパズ学習を軌道にのせるむづか しさや、 あるいは、能力差のひどい子を

どうして高めるか、「話させ よう」として も「 話さなt/n子 」「 話せ ない子」の指導は どうす

るとよいか。また、集中力が な〈て、 自分の考えが持てない子、話が聞けない子、やる気の
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ない子等のなやみ ごとは、 なかなか消え去るものではない。これ らに関する問題は、やは り

〈り返 して授業の分析研究を重ねるなど、子どもの理解とパズ学習の指導の工夫によって深

めていかねばならない。そして子ども達自身が 自分の持つ問題解決を求めて相互に磨 き合いな

がら学習を進めるようにしていきたい。更には、子 ども達が、生 き生 きと独立 して活動ので

きる集団をどの ように育成するのか方略を創造することが必要だと考える。

5研 究 の 目 的

パズ学習の指導の原理は、学級の全員が学習に対 して強 〈動機づけられ積極的に参加する

ことによ り、学習内容の理解が促進され、学級全体に拡大されてい 〈とい うことである。

また、個 の々児童が望ま しい学習態度や社会的態度を学習時間中に同時に形成され、更に

学級が学習集団 として望ましく発達するとい うことである。

この原理 をいかに子どもの実態に即 して具現化 し、 1時間 1時間の学習の場が子 どもの人

間形成のため、生 きた活動の場 となることを研究の目的 とする。

4研 究 仮 説

パズ学習指導を根幹 とする指導研究において、研究のよりどころとなる次のような4つの

仮説を定めて、 どの学年においても4項のすべてを実証 し指導の累積を図 った。

l.児童 自らが、学習目標 を知 り、学習の見通 しを立て協同 して課題づ 〈りに取 り組むこと

によって、学習の追求意欲を喚起 じ高めることができる。

2。 課題解決を目指 して、児童 ひとりひと りの個人学習を充実 させることが相互学習をより

高めるであろう。

3。 児童が所属する集団の中で他 とかかわ り、相互作用を密にすることに よってより学習効

果を高めることができるであろう。

4,児童が即時評価をすることに よって、 自己調達 し、学習活動をより効果的にすることが

できるであろ う。

すべての授業の中で認知的 目標 (知識、理解、技能)と 態度 目標 (A 学習に対する態度、

B 社会的態度)を学習目標 の両輪 と考え、どの教材で指導する場合で も、必ず二つの目標

達成を目指 し、課題提示、個人思考、 グループ思考、全体思考 確認の過程を学習展開の

基本的 な流れ とする。

5研 究 組 織

研究を進めて行 〈上で次のような組織を設け、相互に有機的な関係をはか りながら効果

的な実践を目指 した。

(1)研究 推進 委 員 会

メンパーは、研究推進員を各学年、特殊教育部より代表各 1名 、委員長は、推進委員
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の互選によって決定、それに、校長、教頭、教務を加えて、研究推進止の企画と諸問題

の協議や、各学年音6相互の連携をはか り、全体研究会の推進をつかさどる。

(2)学年 部 会

(昭和54年度の実証授業 )

f_t学年部 1年 音楽科、2年 社会科   中学年部 3年 国語科、 4年 理科

高学年部 5年 算数科、6年 体育科   特殊教育部、交通安全教育部

(昭和55年度の実証授業)

研究母体は、低学年部、中学年部、高学年部 とし、実証授業教科は、定めず自由とし

てどの教科にも、どの単元にも、バズ学習指導を浸透させその有効性を検討する。パズ

学習研究大会分科会の提案には、次の様な教科を選んで行 う。

低学年部 1年 国語科 2年 音楽科   中学年部 3年 理科 4年 国語科

高学年部 5年 算数科 6年 算数科   特殊教育部、教育課程研究部

(3)運営 委 員 会

研究推進上の運営や渉外関係のことについて計画し、合理的、能率的な運営を図る。

に)全体 研 究 会

´
授業の分析研究を中心に研究内容や実践上の諸問題について、全職員の協議の場とし

て共通理解を図る。

6 実 証 授 業 計 画

(1)研究 体 制

低学年部 (1年 02年)は国語科と音楽科、中学年部 (3年 。4年)は理科 と国語科

高学年部 (5年・ 6年 )は 算数を実証授業の対象とし、各教科 1単元を全部通 して授業

計画を立て実証授業を実施する。立案 した授業計画にもとずき、事前研究授業を行い、

課題の提示、学習の取 り組み、教師の発問や提示、子どもの反応、教師の観察の方法な

どについて研究 し、実証授業に備えた。さら1/C調 査やテス トの項目について検討を加え

て実施した。

(2)実 証 授 業 の概 要

各学年部共に、事前授業の研究を十分生か し、次の手llEで 行 う。

ア  (仮説 1)指導目標、指導内容から学習課題指導計画を立て十分教材研究を行い、

子どもたちには、最初の時間にプリテス トを実施 して、問題点などを考えながら学習

計画を立て学習の見通 しを持たせる。
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イ  帳 説 2)効果的な課題の提示方法を正夫 し、学習に取 り組ませるが、まず個人思

考を灘めるために、十分勉強の取 り組み方、手順や方法について話 し合い個人学習を

援助 してお く。

ウ (仮説 3)グループバズで、ひとり学習の結果を出 し合 って協議 し、た しかめた り、

問 l墨点をさ く
゛
った りして互いに情報を交わ し集団の中における自己実現の場 として自

由に活躍 し、人間関係を深める機会 とする。

さ らに、全体思考、つ唆 り、 グループでの考えや問題点をいろいろに出 し合 って全

員で協議 し解決する。

この学習過程におt/nて 、 2～ 3名 を選び、その子が所属するグループを抽出 して、

抽出児とそれにかかわる成員の働 きかけを記録す る一方、授業全体の流れも記録する

工  (仮説 4)子 どもの自己評価は、時間終了ごとに理解 できたか学習の取 り組みはど

うかについて評価 じ、 自分の学習の反省を加えながら、次の学習の進め方を自分な り

に方向づけて、必要に応 じてフィー ドバ ックを行 う。

(3)学 習 の取 り組 み と学 習 態 度

学習成果の判定において、認知的 目標が達成されたか どうかの効果の判定は、学習内

容か ら考えたテス トで学力を知ることができる。 しか し態度的 目標の判定にあっては、

子 どもの学習の状態を教師の観察評価や子どもの自己評価に よって行わなければならな

い6特に学習する子 どもとしてのあるべき態度は次の諸点であ り、指導者や観察者は留

意 しなければ ならない。

ア 分類態度 (拡散反応 )

○学習の課題提示 とともに、課題に対 して類別、弁別、比較、対応などによって考え

ようとする。

O課題解決の予想を立て、解決の方向、見通 し、予想を持つ

イ 初発態度 (集中反応 )

0学習に取 り組 む時、まず 自分で考えた予想を実証する解決行動を始める

O課題解決に没頭 し (ひ とり学習)熱心に取 り組む

ウ 持続態度 (衝動的思索反応 )

○学習課題の解決にあっては特にねば り強 く、失敗にたえ、成功する校で、道理 をた

どって深 〈考え努力する。

工 確認態度 (主体的反応 )

0学習結果をた しかめ、学習を反省 し、問題点、疑問点、正答、誤答などを明確に し

ようとする。

○この学習の練習や、その応用問題 を行 って、 より確実に知ろうとする

以上の学習態度は、対人関係の態度 と同時に子ども達に具体的に示 し、子どもの実態

に合わせて目標化 し、認知的目標 と同時達成するものである。
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に)学習 効果 の判 定

この実証授業研究において、学力、態度、学級集団社会的構造、学習参加度などの調

査や、教師の観察記録によってできるだけ多面的に学習の効果を判定するものである。

ア 学力判定

指導すべき単元の学習内容を代表する項目を上げて作成 したテス トを、授業前 (プ

リテス ト)、 全体の学習の終了直後 (ポ 不 トテス ト)、 あるいは学習終了後期間をお

いて行 うは持テストや転移テス ト等を実施する。プリテス ト、ポス トテス ト、は持テ

ス トは同じ問題内容とし (内容は同 じで、形式を少 変々えることもある)、 転移テス

トは、問題をかえ適応力や、転移力を判定する。

O特に、これらの問題内容については十分吟味 し、指導内容を代表するもので片よら

ないよう留意する。(プ リテスLボストテストの進歩率は、  ×100)

0問題の数は固定 しないが、採点しやすいように配慮する。

O文章体の形式を用いる場合は、あらか じめ採点基準をつ〈っておく。

イ 学習参加度の測定

特に自己評価や相互評価の場合は、生活、学習に共通 して達成 しようとする態度目

標が、達成できたかどうかを認知目標の達成状況と同時に評価する。これは、フィー

ドバックの必要の有無を認知面において考えるが、復習学習をする時の仲間とのかか

わ り合 う態度 も重視するものである もちろんこの時の自己評価もするわけであって、

これらの評価の尺度は、授業目標そのものとする。

学習参加の調査は、単元学習の最初と最後に行い比較検討する。調査の観点は次の

通 りである。

A 学習の動機づけ (学習意欲)

B 理解度 (学習方法)

C 仲間との情報交換 (話 し合い)

D 人間関係 G心理的総合)

この調査の方法は、各項とも1つの間に対 して 
“

)は い、lElど ちらでもない 0'い

いえ。のいずれかを選ばせ、 %で表す。この調査は、名古屋大学心理学教室で作成さ

れたものを借用したものである。

ウ 学級構造の調査

この調査は、学級を学習集団として望ましいものであるかどうかについて、調査す

るものであり、これは、学年当初特に学級づ 〈りの指導資料に用いた り、学期に 1回

程度行 うものである (ゲ ースフテス ト、ノシオ)

エ グループバズ、全体バズの記録

抽出児を 3名選び G療番に変わる)その所属
-4・ るグループに、録音機を置き、それ

に観察者が付いて活動の様子を記録する。これ|ま 、ひとり学習の結果力ヽ グループパ

ズにおいてどのように生かされ、どう深まったか、また、 グループの話 し合った結果
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を出 し合 って全体で協議 をするが、その時の協力学習の し方はどうかについて観察す

るものである。

結 果 の 考 察

細部にわたる 〈わ しい考察は、各学年の結果 と考察の項に具体的にこ唆か 〈分析するが、

全体に見た傾向について述べる。

{1)課題作 りと学習の見通 し

課題作 りは、 プリテス ト後に子 どもと教師の援助のもとに作るのであるが、子 ども達に

とっては、学習全体を見通す ことになり学習目標が具体的にわかって学習意欲を換起 じ、

学級全体が 1つの目標に向 う連体性が強化され、課題の解 きほ ぐしてい く方法についての

情報を交わし合 つ内容 も集中 して協議 している。

また、学習を進めていく過程においても、全体の流れの中の本時の学習の位置づけが明

確にされ、的はずれのない深 まった追求をしている。

次に、学習進歩を、 プリテス ト、ポス トテス トか ら考える時、両テス トの進歩率で考察

する
く諦群茎等

―X100)が 、ほとん どが標準通過点の75点を_Lま わる成績 となってい

る。 しか し、問題別に、個 々の子どもの結果を見て理解の状況によってフイー ドパ ツクす

る。 この ことは目標達成状況を自分で十分判断 し、 自己調整能力を育てることにもなる。

(2)個 人 学 習 の深 化

子 ども達が課題 を知 りひとり学習 (イ固入学習)を進める時、課題の内容に対 して子 ども

の先行経験をいかに想起させ、工夫 して対決させ るかにある。つまり、課題をどぅして子

どもの ものにするかである。教師の提示の し方の工夫 も重要な要因であるが、 もう一つは、

子ども達に学び方を学ばせ るとい うことである。問題をは握 した後、ひとり学習を進める

のに、 どうするか、 もちろん、問題分析の協議を深めて、 自分 ならどう解 くかの情報を交

わす。 このことによって学ぼ うとする姿勢が高まる、大へん熱心によく努力する結果 とな

る。 唆た、子ども達は、ひとり学習の結果いろいろな問題点や、困難点を考えておいた り、

唆た正 しい答えを考えた としても確かめようとする欲求を満 そ うとして、それらが学習を

主体的に取 り組む大 きな原動力となるのである。

総)相 互 活 動 の 高 ま り

課題に対 して、まず個人で取 り組み、次に、その結果をグループで出 し合 って、協議す

る。 この時、十分話す材料は どの子 も持 って話 し合いに参加 しているため、自己実現 を思

い切 りする。何が問題で、正答は何で、その理由は、…と、はばかることなく話 し合 う。

リーダーは、全員か ら発言を求めるように し、全体バズにどう言 うとよいか も確める。 こ

れは うま く司会ができない子 どもが司会をした時に大へん な自信を持つ手だてとなる。
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全体パズにおいては、グループの話 し合った事項を協議するのであるが、これまた、伸

FB5で 智恵をしぼ って考えを価値あるものであるとわ う自信に満されていて、気軽に参加 じ

全員が集中 して協議を進めている。 この時、決 してよくできる 2、 3の子 どものベースで

進 めるのでは なく、わか らない子が、わかろ うとして追求 し、知 っている子は、わかって

もらか うとして説明のし方を工夫する。つま り、わか らない子がいるのに黙 って通 り過 ぎ

ることを許さないのである。

に)態度 目標 の達成

学習1/C対する態度は、仲間がいるから育つ。仲間に対する態度は、学習するから伸びる。

友達の考えを知 り互に認め合 って、信頼 と尊敬、協力と援助の気持ちの輪を大きく広げて

どんな学習の場においても支え合 っているのである。 しか も個 々の子 どもは自分のあるべ

き道を開ねて行 くことに努力 している。 これ こそ自己指導、 自己ヲ|1練 をして幹る椰 じりし

続姿であ り、同時達成をね らうパズ学習の成果である。

態度 目標の基本 としては、低学年では、勉強が楽 しいと感 じて学習に参加する姿勢を示

した時、通れが自ら求めて考えようとする芽ばえを示 し、「たずれるJと 椰う態度が育っ

た時、やがて主体的に話そ うとする学習態度への変容が期待できるものと考える。つ唆り

ひとりで、話 しがしっか りできて、正 しく聞きとれる態度の育成を曇指 している。

中学年では、助け合い、教え合って、相手の気持ちに気づきながら、「 わかるまで考え

る」といぅ学習に対する積極的な姿勢を目標とし、これが互いを理解 し、生かし合おうと

する態度となるのである。

高学年では、「話し合ね求めて考えるJ望唆じ昴態度の形成をはかることを目指 してね

る。常に確めなが ら、主体的に、真理を求めてlinこ ぅとする姿は、パズ学習で育った力強

く生きようとするすばらしい人間でぁる。

(5)教師 の 出場

実証授業の流れの全体を記録した教師 と子ども、子どもと子どもの相互作用を見ると、

学習方法や学習態度に関する発問や指示が多 く見 られ、共通の目標に向って考えた り、追

求 しようとする子ども相互の話し合いを啓発 し、協力して、 より主体的に学習を進めてい

く授業であった。教師は、みだりに無汰な言ばをひかえ、子どものひとり学習が、 グルー

プバズに生かされ、全体バズには、グループの考えはもちろん、協議を深める子どもたち

の考えが十分生かされるよう酉己慮 しなければならない。とにか 〈、授業の中の一番必要な

出所を考えて、子ども達の学習活動をいかに援助 じ高めるかを十分考えなければならない。

(6)学習 の確認 とそ の効 果

本時の学習を反省 して、わかったことや問題点を明確にし、もつ一度た しかめた り、練

習を繰 り返 して、正 しく理解 しようとし、個人あるいはパズによって確かめる。これは確
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実 な定着 と豊かな反用力を養 うことにな り、は持テス トの結果を見ても大へんよ〈てⅢ移

力も向上 している。学力の進歩率も、中・ 下位児に高 く、上位児は転移力が よ〈なってい

る。 この事実 は、下位児の向上が従来か らの実証で当然であったが、上位児にもより学習

の効果 のあったことを示す ものであると考える。

パズ学習は、子 どもの将来に生 きる基礎、基本 となる学習内容を、見通 しを立て時間をか

けて徹底的にあらゆる角度か ら追求 していこうとするものである。従来の一斉学習の授業の

形式を打破 し、子 ども達 自らが互に助け合い磨 き合いながら、共に解決 しあえる集団の中で

理解を深めやる気を喚起 し、鋭い着想力を養い、 自分達でみつけた価値への大切さや、協力

して生み出た喜びを味わえる子 どもを目指 している。

この ように して指導する毎 日の学習は、人間形成の統合的な営みであることを確信 して、

われわれが体感するまで研究実践により確めていかなければならない。

実は、 このことは新教育課程実施における重要 な課題でもあることを肝に銘 じて、諸 々の

問題点をふまえ なが ら、今後 も一層鋭意研さんに努めたい。

特に今後は、学習目標を達成するため課題解決に挑み、どの ようにア プローチしてい 〈か、

子どもの学習過程 とその変容を十分 とらえて評価する方法を研究 じ深めたいと考える。

-18-
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実践 と考察

嗜年菫 吻趙科 訂お お きな かぶJ鍛授懃

1年生 の子 ど も とバ ズ学 習

話 し合いは自分の考えや意志を相手にわからてもらうものであり、また 相手がどんな考

えをもち話そうとしているかをくみとるためのものである。更に話を聞き自分が考えなか っ

たこと、わか らなからたことを解明していくものである。つまり「 ○○について おたずね

します。」「 ○○と おもいます。どうですか。」などの発言によって個人の思考を高めた り、

思考の幅を広げるのであるcそ こに互いに学び合おうとする人間関係が生まれてくるのであ

る。しかし、入門期の 1年生の中には、よくお話する子、無口、小声などの子どもがいる。

「 これは ○○です。」と経験したことや、知っていることを友だちよりも早 く話そうとした

り、自分の言いたいことだけ言 ってしまえば、人の話は気にしない、いわゆる言いっばなし

が多 く、これらの子どもはヽ自分の言いたいことさえ話せば満足するのであって自分の発言

に対するはね返 りは期待 していないのである。また 話す内容をもっていて話 したい気持ち

を十分にもっているが集団の中で表現する適当なことばをもたない子、気お くれする子ども

たちである。

そこで、こういった子どもたちのためには、先ず 話 し方、聞 き方の指導か らはじめなけ

れば楽 しく話し合える喜びをもたすことができない。そのために子どもたちに自由に話ので

きる雰囲気を作ることが大切である。自由に話せるようにするために、ひとりひとりが尊重

される明るくなごやかな学級づ くりをすること、なごやかな中にも、きびしさが必要である

と思われる。『 相手を見て話す 』F自 分勝手な話をしない 』Fお しまいまで話す 』などを目

あてとした指導と先生や友だちの話をおしまいまで聞 く姿勢を作 ることが大切である。この

ことは、教師ひとりが意識して強調するより子どもたちと約束を作 って約束の中で自由に話

し合いができるようにするほうが効果的であろう。こうした基本的な指導を大切にすること

が、子 どもたちの話し合い活動を育てていくと考える。

また、伺を話し何を学習 していくのか、つまり、 しっか りした目あてがなければ学習の効

果は、あが らず話し合いも成立しない。そのために、子どもたちが教材にふれたときの興味

や関心を大切にし、その教材でねらう指導意図とうまくからみ合わせなが ら同時間かの学習

の場を低学年な りに作 りあげていかなければならない。組み立てられた目あて、つまり、学

習課題は子どもたちの学習したいことくたしかめたいことを確実にとりあげたものである。

この学習課題にそって子 どもたちは、毎時間ひとりで考えtグ ループで教えあい、全体で磨

き合いなが ら学習を積み上げていくと考える。
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実証授業 指導計画 と実践 の概要

(1)教材の取り扱い

1学期もあと17日 。絵話「 なかよしの き」から数えてちようど68日 、表現面において

もI里解面においても子どもたちの国語力はかなり身についた。本教材「 おおきな かぶ 」

は、かなり長文である。小さな小さなかぶの種が、大きな大きなかぶになった。その大き

なかぶを、強く大きな者から弱く小さな者へと人物が 1人ずつ加わりながら順次ひき抜こ

うとする。「 まだまだ ぬけない。」と繰 り返しながら、最後、弱い小さなねずみが加わる

ことによって抜けたという意外性のおもしろさと、言葉の繰り返し、行動の繰り返しのお

もしろさが、この教材の特色である。これらの繰り返しのおもしろさを生き生きした音読

で表したり、面をつけて動作化したり、吹き出し風にセ リフを書いたりすることによって

登場人物の様子や気持ちを豊かに想像し、読むことと表現することを一体化させながら楽

しい学習を展開していきたい。また、こうした学習と平行して、登場人物が 1人ずつ加わ

るこどにより、微妙に変化することばを視写や聴写によっておさえ、基本文型や「  」の

使い方 もおさえていきたいと思 う。

(21 学習目標と学習計画

単元目標

認知的目標

① 繰り返しのおもしろさや人物の動きのおもしろさをさし絵と合わせて想像し、はっ

きりした発音で音読できる。

② 繰り返しや場面の移り変わりに従って変化する言葉の使い方に気をつけながら、視

写や聴写がで きる。

③ 「  」の使い方や敬体の文章にういてI里解ができる。

④ 画用紙などのふくらみを生かして劇に使うお面を作ることができる。

態度的目標

③ 出てくる人や動物の吹き出しゃ身ぶりを考えて、はっきりと声に出して読もうとす
る。

④ 人物に合った材料をさがして、工夫してお面を作ろうとする。

友だちにわかる声で話そうとする。

指導計画

1全文を読んで初発の感想 をもた

せ る。

2プ リテス トをす る。

○おしまいまでよんで、おもしろかっ

たところをはなそう。

○らからだめしをしよう。

-20-
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-

3登場してくる順序に従 って人41a

の行動をとらえ、話の筋の展開

を読みとらせる。

4画用紙のふ くらみをいかして、

お面をつくらせる。

5そ れぞれの場面のようすや登場

人物の気持 ちを考えながら音読

させる。

いたねまきの場面でのおじいさ

んのねがいや気持ちを読みと

らせる。

0)大 きなかぶになったときのお

じいさんのよろこびやぬけな

かったときの気持 ちを読みと

らせる。

191かぶをぬこうとするおじいさ

んの気持ちやそれを応援する

おばあさんや孫の気持ちを想

像 しなが ら音読 させる。

l‐lお じいさんやそれを応援する

大や猫の様子や気持ちを想像

しながら音読 させる。

lalねずみが加わってかぶがぬけ

たときのおじいさんや応援者

のそれぞれの気持ちを動作化

を通 して読みとらせる。

6好 きな登場人物に手紙を書 くこ

とによって感想をまとめるё

7言葉の使い方やていねいな言い

方などを学習させる。

8ポ ス トテス トをする。

○だれがどんなことをしたか、じゅん

ばんにはなせるようにしよう。

○「 おおきな かぶ 」にでてくるひと

やどうぶつのおめんをつ くろう。

○たねをまいているときのおじいさん

のひとりごとを たくさんみつけよ

つ。

○おじいさんのひとりごとをた くさん

みつけよう。

○おじいさん、おばあさん、まごにな

ったつ もりで、くふうしてょんでみ

よう。

○おじいさん、おばあさん、まご、い

ぬ、ねこになったつ もりで、 くふ う

してよんでみよう。

○ねずみがふえてかぶがぬけたときの

みんなのきもちをはなしあってくち

いさなげきにしてみよう。

○さいごのばめんをうつして、いちば

んすきなひとにてがみをかこう。

○ことばのべんきょうをしよう。

〇ちからがついたかためそう。

１

（本
時
）

授 業 実 践 の概 要 (第 5時 )

(1)本時に至るまでの指導

初めての長文であるため、物語のあらすじをしっか り捉える指導を大切にした。登場人
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物の簡単な絵カー ドを作 り、出てくるllF番 にノー トに添付 して、その下へ誰が誰をよんで

きてその結果がどうであっ
.た

か本文どお り正しく視写させてみた

`次
に子どもたちが、こ

の くり返 しの長文を最後まで興味をもち続け、登場人物と一体化 して動作イヒできるように

お面づくりに取 り組んだ。そして、かぶのたねまきや大きなかぶに成長した第 1・ 2場面

‐ では、生活経験を思い出させながら、おじいさんのかぶに対するねがいや世話の様子など

を書いたり想像 し、その後、グループで話 し合わせなが ら全体の場に広げ、また動作化 さ

せてお話の世界に入 りこませていったのである。

0 本時の授業経過と実践記録

ここでは、本時の授業を「 課題提示 と前時の復習 」か ら「 次時予告 Jま での 8つの分節

に分け、それぞれの分節ごとに授業経過をふ りかえってみようと思 う。

◎ 第 1分節 「 課題提示と前時の復習 」

この分節は、いわば授業の導入段階で、子 ども達に前時までの学習を思い出させ、本い の

取 り組みに意欲を持たせるとともに、本時の課題を意識化 させようと意図したものである。

教師1 「 この間の時間には、おじいさんが種をまくところのお勉強をしましたね。今日

は、それか らのかぶの勉強をします。」図工の時間に作 ったおじいさんのお面を出して、

みんなで話し合う。「 このおじいさんのひとりごとを今日はた くさん見つけます。」と、

課題を板書 し、全員で読む。

続いて、前時で学習 した種まきの場面か らかぶが大 きくなるまでの情景について話し

合う。

教師2 「 この間の時間におじいさんが種をまかはったところをねえ、これからみんなに

や ってもらおうと思うの 3」 と促し、子ども2人が、ひげをつけておじいさんにな り種ま

きの動作をし、 せ りふ 「 ぁまい あまい かぶに なれ。 おおきな おおきな か

ぶに なれ。」を言 うも

教師3 「 さあ、それか らおじいさんは水をやった り、芽が出てほしいなというた り、こ

やしをやったりしやはるな。目をふさいでね、おじいさんがこやしをやった り、水をやっ

た り、草むしりをした りしているところを思い出して下さい。そして その時に Fあ ま

いあまいかぶになれ。おおきなおおきなかぶになれ。』と言 うてね。 3回言 うて ください。

はい。目をふさいでください。はい。どうぞ。小さい声よ。○○さん。はい。」

子ども達  (目 を閉じて )「 あまいあまいかぶになれ。おおきなおおきなかぶになれ。」と

3回言 う。

教師4 その間に大 きなかぶの模型を室内に運んで来る。「 目を開けてごらん。」と言うと、

子ども達は 大 きなかぶを見て、「 うわあ―。」 「 あれ一。いつのまに。」 「 おっきい。」

と驚 きの喚声をあげる。緊張 した空気がほぐれ、活気づいてくる。

◎ 第 2分節 「 大 きな甘いかぶになった時のおじいさんのひとりごとについての全体思
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考 」

提示された大きなかぶの模型を手だでにして、おじいさんの電 きや喜び、望みなどを話 tノ

合う。

教師5 「 さあ、あまいあまい おおきなおおきなかぶになりました。おじいさんは ど

う言わはったかな。」

Cl-31「 はいoあ のね。おじいさんはあまいかぶになったかなぁ とな 食べてみよう

と言わはった。」

C2-24「 おじいさんはぬこうとしました。けれどもぬけないのでおばあさんをよんで…

・・°0」

教師6 「 ちよつと待 って。あまいかぶになった時のこと言 うてんのよ。」

C3-11「 ぬけるかな。」

C4-6「 本当にあまいかな。」

C5-21「 はいoぬ けたらいいんだけどな。

C6-12「 あまいだろうな。」

C7-5「 大 きくなったかな。」

教自雨7 「 大 きくなったかな ?」

◎ 第 3分節 「 かぶをぬくおじいさんの気持ち脅動作イヒにより追求 」

かぶをぬくおじいさんの様子や気持 ちを、おじいさんにな り実際にかぶを抜 く動作によっ

て表現 しようとする部分である。どの子どもも、汗をかく程いっしょうけんめいにとりくむ。

教師8 「 C19く んにいっぺんひいてもらおうと思 うの。」 教師がかぶにな わ、子どもがか

ぶの葉 っぱに見たてられた教師の腕をひっぱる。

C8-19(か ぶをひっぱって )「 うんとこしょ、どっこいしょ。」(7回 くり返す。)

子ども達 「 もっとひっばれ。」(声援を送る。)

C8-19(か ぶをひっぱって )「 ぅんとこしょ、_ど っこいしょ。」

(省 略 )

教師9 「 おじいさんは うんとこしょ、どっこいしょ しながら どんな顔にな らはっ

た。 C19く んどんな顔にならはった ?」

C9-31「 目をつぶ らはった。 C19く ん赤うならはった。」

教師10「 あっ いいこと言わはった。 (絵 を出す )C19く んは、こんな顔にならはった

?」

C   「 ちがう。」 「 全部見せてさ」

◎ 第 4分節 「 おじいさんのひとりごとについての個人思考 」

いっしようけんめいに努力 したが、かぶがぬけなかった時のおじいさんのひとりごとを考

えてそれぞれ紙に書 く。書けたら読み直す。教師は 机間巡視しながら、つまづいている子
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どもや字のまちがいなど助言・指導する。

◎ 第 5分節 「 グループバズ」

36人が 4人ずつ 9班 のグループに分かれて、第

話 し合 う。子 どもは、自分の考 えを言 うとともに

ので きるグループは、続けて相互に意見を言い合

巡視 しなが ら、 しゃべれない子 どもに助言 を与 え

グルニプバズにおける活動 を知 るため、ある班

( 3班 )

C  (4人 が手をつないで )「 始めまし

う。」

C10「 私が運転手です。仲良 く発表 しま

しょうね。おじいさんの一人言を言 っ

てください。」

教師  「 あててあげて。」

C10「 N夫 くん 」

C ll(ノ ー トを見なが ら )「 かぶ 早 う

ぬけてほしいな。かぶはぬけないか

な。ぬけるかな。」

C9 (ィ ー トを見ながら )「 おじいさん

が、おばあさんを呼んできました。」

(M児挙手 )

C12「 私は 早 くぬけないの。」

C10 「 私は 早 くぬけないかな。早 く食

べたいな としました。」

C10 (4人 手をつないで )「 終わ りまし

よう。」

教師H「 はい。それでは、みんな終わりましょ

たグループさん、手を挙げてください。」

C  全員挙手

-24-

5分節で行 った個人思考の内容を発表 し、

、グループの友達の考えも聞 く。意見交換

う。教師は、グループの話 し合いの様子を

た り、話 しかけたりする。

の観察記録をあげよう。

6班 )

C21 「手をつなざましょう。今日は 私が

運転手です。仲よくしようね。」

C全  「はい」

C21 「 Kさ ん言 ってください」

C24「 これでもぬけない。こまったなあ。

これはぬけない。と言 ったと思います」

C21 「 次はYさ ん言 ってください選

C23「 Fぬ けたらいいのにな。 本当にぬけ

ない。何でぬけないのかな。早 くぬけ

てほしいな。」とひとりごとを言いまし

た。」

C21「 Hさ ん言 ってください。」

C22 (す ぐ発表 しない。)

C21「 早 う言 うたら。書いているので、

よいのや。」

C22「 こまったなあ。何でぬけないのか

な。」

C21「 今度は私が言います。いくらして

もかぶはぬけない。どうやったらいい

のかな。」

C21「 これで おわ りましよう。」(全員

前をむく )

うができましたね。 4人 とも仲良 く発表で き



◎ 第 6分節  「 全体思考 」

グループで話 し合ったことを今度は、全体の場で発表 し話し合う。教師は、 7班か ら順番

に指名し、すべての班に発言をもとめる。

教師12「 では、これか ら、僕たちの聞いてほしいなというグループ 手をあげてくださ

い0じ やヽ C28ち やんの所から言 ってもらおう。 7班 さんから言 ってもらおう。 c28ち

ゃんからどうぞ。」

C10二 28「 なんで抜けないのかなあ。」

C ll-27「 ~人でこんなかぶ抜けるかなあ。」

C12-26「 かんたんにぬけないなあ。」

教師13「 C25ち やん言 うたん聞こえた?」

C  「 聞こえません。」

教師14「 C25ち やん、もう一ぺん言 うたげて。」

C13-25「 早 く抜けないかな。」

教師15「 じようずに言わはったね。 C19君のグループに言 ってもらおうか。 4班 さんか

ら逆まわ りね。らょっと待 ってね。 C20ち やんね、首かしげなが ら言 ってはるよ。C20

ちゃん もう一度言 うであげて、大 きい声でどうぞ。」

C14-20「 どうしてぬけないのかなあ。おかしいなあ。」

C15-19「 こまったなあ。」

C16-18「 そうだoおばあさんを呼んでこよう。」

C17-17「 こまったなあ。ぬけないなあ。」

教師16「 じやあね まだ他に出てないんで 言いたいという人 言 うてください。どうぞ。」

C18-31「 おばあさんを呼んでこようかな。どうしようかな。」

C19-32「 まごを呼んでこようかな。どうしょうかな。」

教師17「 C30ち やん どうぞ。」

C20-30「 もうぬけないなあ。」

教師18「 もうぬけないな。 もうぬけないなあ。みんな このおじいさん どう思 っては

んのやろ、どんな気持ちなんやろ。J

C21-29「 早 くぬけたらいいのにな。」

教師19「 Cく んの顔 こんな顔 ?」 (お じいさんの顔の絵を出す )

C22-31「 これや Cく んの顔。」

◎ 第 7分節 「 まとめ 」

これまで、個人思考 グループバズ 全体バズという過程をとって理解を深めてきた課題

を、よリー層 実のあるものにするために、あらかじめ用意しておいたおじいさんの声のテ

ープを聞 く。また、おじいさんの気持 ちを考えながら音読練習をして、本時の学習のまとめ

をする。
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察彎蜂

教師20「 そしたらね、先生ね おじいさんのひとりごと見つけて来たの。」

C  「 え 一一 っ。」

教師21「 ほんとよ。おじいさんの言葉をね、ちゃんと見つけて来たの。自分の書いたの

が当っている人 もあるし、 ちがちている人もある。そうやわという人は、心の中でパチ

パチと手を叩いてください。先生 これから、おじいさんの言葉をかけてみるよ。聞 く

用意はよろしいか ?」

C  「 ハイ」

テープ 「 あ一しんど。こんなにいっしょうけんめい引 っぱっているのに。困ったな。早

く抜いてみんなと分けっこしたいのになあ。おつけものにして食べたいのになあ。早 く

甘いおつゆにして食べたいのになあ。あきらめようかなあ。おばあさんに手伝 ってもら

おう。」

C   「 あった。」

教師22「 しんどいなあ。困ったなあ、があったでしょう。それを書いた人 ?」

「 それでは 今日のお勉強を思い出しながらもう一度、『 あまい あまい………」か ら

読んでみましょう。Jと 言 って、全員で一読。その後 グループで一人ずつ順番に読む。

◎ 第 8分節 「 次時予告 」

教師23 (おばあさんのお面を出して )「 これ誰 ?J
C   「 おばあさん。J

教師24「 さつきC31さ んが言わはったんかな。今度の時間は、おばあさんを呼びに行か

はったところのお勉強をします。また、おばあさんのひとりごとを書いてもらうか もし

れません。おじいさんのひとつごとを書いてもらうか もしれません。また、おうちで考

えて来てくださじヽ。今日のお勉強をおわ ります。」

⑪ 個人思考

「 おおきなかぶ 」の学習にあたっては、「 おおきなかぶ 」の模型、絵カー ド、おじいさん

のひとりごとの録音テープ、お面、ひげ等の教具を用意し、登場人物の心情や場面の豊かな

読みとりのために「 動作化 」を試みた。これらの中で、結果的に見て個人思考を充実 させる

のに有効だったと思われるのは、「 おおきなかぶ 」の模型と動作化の二つではないだろうか。

第 1分節で、子ども達が目を開じている間に運ばれてあったかぶを発見すると、子ども達

は「 うわあ―。」「 あれ一いつの間に。」「 おっきい。」と喚声を_上 げ、緊張気味だった空気がほ

ぐれて、一気に関心が「 かぶ 」の模型に集中した。それに続いて、 T(5)「 あまいあまいかぶ

にな りました。おじいさんはどう言 ったでし ょうね。」と発間すると、一斉に挙手があ り、短

時間に10名 ばか りの発言が続いた。この発言の中には「 ぬけるかな。」「 大 きくな ったな 。」

「 あまいかな。」などの短かい表現の ものや、今一歩深い追求をさせたいものなどもあったが、
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「 かぶ Jが子ども達の興味や関心をひきつけて、「 ぼくも言 ってみよう。」「私にも言えそう

だ。」という意欲づけがなされた点で有効だったと思われる。また、第 2分節で「 かぶ 」の中

に入って「 かぶ 」になった教師とおじいさんになった子どもとが引 っぱり合 う場面では、楽

しいふん囲気で学習が盛 り上が り、どの子 もが「 もっとひっばれ 」「 うんとこしょ。どっこ

いしょ。」と声を上げ学習に集中している様子が見られ、その中から無理なく「おじいさん、目

をつぶらはった。」「 赤い顔にならはった。」などの豊かな想像をさせ得たと思われる。

思っていること感じたことが言葉として表現 しにくいと思われるこの時期の子ども達には、

また「 動作化 」という体を使 っての表現 も非常に有効だった。第 3分節で全員の子どもが立

ち上が り「 うんとこしょ。どっこいしょ。」を何度 も何度 も繰 り返 して言いなが ら、汗をか く

ほど「 かぶ 」をぬく動作をしたのであるが、最初の何気ない言い方から、回数を重ねるに従

って、おもしろくな り、真剣になり、「 こんなに引 っばってもぬけないかぶ Jの大 きさや、

おじいさんの困惑ぶ りなどに思いあた っていった様子が見られた。事実第 4分節で「 おじい

さんのひとりごとを書 きましょう。」の提示があると、 7分間の中に全ての子どもが、自分の

考えを書 き終えることができ、それらの中には、ひどく間違 っているものは見 られなかった。

子ども達は、特に 1年生のこの時期 としては、ただ「 ……について話 し合 いましよ う。」

「 ……についてどう思いますか。」「 どう書いてあるのでしょう。」と発問しても、それらを言

葉のみで理解したり表現することには、大へん抵抗を示すことが多 く、そこに伺か具体的で、

どの子 もが参加 し、活動できるような物・手だてを講 じてやると、大いに活動することがあ

る。この学習の場合、その物・手だてが「 かぶ 」の模型であり、動作化ではなかったかと思

うのである。子 ども達は「 かぶ 」を仲だちにして動作 し、動作することによって、言葉に含

まれるおもしろさやおかしさを感得したと思われる。

● グループバズ

○ 話し合いの約束

グループバズのはじめと終 りには、グループ 4人が手をつないで「 はじめましょう。」「 今

日は、わたしが運転手です。伸よく発表しましょうね。」「 おわ りましょう。」と声を合わせる

ことを約束づけている。また司会 (運転手さんといわせている )も 交替制にしている。この

日の 6班の運転手はC21児 である。 C21児 は非常におとなしい子どもであるが、今日の C21

児の司会ぶ りは、おらついた口調で「 それでは、おじいさんのひとりごとを言 って くだ さ

い。」「 ○○さん、言 って ください。」「 つぎ、○○さん、言 ってください。」とみんなが話せる

場づくりに懸命である。これは、学級で話 し合いの約束をこまか く、具体的に決めておくこ

とか らC21児 でもスムーズに司会することができたのであろう。また グループ内の子ども

たちもC21児の懸命な司会に支えられて自分たちの書いた内容を全員が発言することができ、

グループバズを充実させたといえる。

この時期の子どもの中には個人思考の結果を、いち早く話そうとしたり、話す機会を与え

られなければ話せない子どもがいることか らも、このような話し合いの約束は特定の子ども

に発言をかたよらせず、どの子どもにも発言 させ、みんなで学習していくという意識作 りの
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一

ためにも必要であろう。

○ 相互作用

6班の C22児 は、ノー トにおじいさんのひとりごとを書いているが、運転手に「 つぎ、c22

ちゃん 言 ってください Jと 言われても自分の考えに自信がもてないためか、もじもじし、

す ぐ匡1を 開こうとしなかった。 しかし、 C24児の「 はよういうたら。書いているので よい

のや。」の はげましか ら「 こまったな。なん人でぬけるかな。Jと 発言することができた。ま

た、運転手の C21は、個人学習では、はじめのうちは首をかしげおじいさんのひとりごとを

書 くことに抵抗があるようだったが、グループバズでは、「 ぃくらしても かぷはぬけない。

どうやってぬいたらいいかな。Jと 自分の考えを気おくれせず話すことができた。これは 4
人という小集団のなごやかなふんい気という要素が大きく働いたと考えられるので、この時

期の子どもの相互作用 としては、これで十分であったと思われる。

しかし、グル

「

プでの報告バズの様子を観察していると、自分の書いた内容の発表で精一

杯である。つまり、発表 したことで一安心 し、友だらの発表の声が小さくて内容理解ができ

なくても、それに対してもう一度発表を要請しようとはしない。バズ経験の少ない子どもた

ち174そ れを要求すること自体無理なのかも知れないが、友だちの声が聞こえなければお互い

を磨 き合う学習は成立 しないのである。発表した満足感か ら、さらに友だちの発表を聞こう

とする耳を持ち、友だらの報告した疑容を理解 していこうとする態度形成を図るよう指導の

手だてを講 じなければならない。

簸 全体バズ

グループパズが充実していたのに比べ、第 6分節の全体バズに今少し盛 り上が りが見られ

なか った点については、グループバズから全体バズヘの流れ、全体バズで何を目あてとする

かという教師の意図が、や TゝJ‐薄ではなかったかと反省している。第 6分節で T⑫「 ぼくた

ちの問いてほしいな…というグループ手を上げて…。」と指示したことは、グループバズが報

告バズであったのに、また全体で も同じく報告バズをするのだな…と子ども達に受け取 られ

たと思われる。教師としては、小さなグループで話 したことを、全体という広い場で話 し合

い深め合うことを願 っての発間であったが、特に追求に持続性がなく、同じことの繰 り返 し

にあきやすいこの時期の子 どもには、受け入れ られないものがあったのではないだろうか。

ここでは、むしろ、まとめの段階に利用した「 おじけさんのひとりごと」の録音テープを利

用して、「 この録音とみんなの考えたのが当ってぃるかな。」ということに興味を持たせ、新

しい目あてで全体バズに取 り組むべ きではなかったかと思われる。

どの子もが発言できるようにというのは、教師 としての願いではあるが、全体バズが、グ

ループバズの点検に終わることなく、新しい追求の場 として展開されるよう細やかな手だて

をもって取 り組みたい。

0 学習結果 とその反応

学級全体としては、ポス トテストの結果は平均 81.9点 と上昇している。進歩率は 52,7

%で ある。個々のグループを見てみると問題が残 りそうである。特に 5班においては、プリ
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。ポス トテス ト共に 81.3点 で進歩率 ○である。このグループは、女子が成績がよく、グル

ープの中で話 し合うよ りも全体の場に自分を出すことを好むM子 と、控え目で堅実型の T子

と、あまり成績のかんばしくない男児 2名 で構成されている。一応、プ リ・ポス トテス ト共

に数字の上では同じ点数であるわけだが人物の気持ちを想像 して書 く解答では、プ リ・ポス

トテス トで同じ内容のことを書いていても、ポス トテス トでは、その内容にふ くらみがある

点救われるのである。しかし、小さいながらl・ 4も 、お互いに学び合おうとする気持が育 って

いたならば、少しは上昇していたのではないか と考えられる。この点、 7班においては、遅

進児の T男 が、プ リテス トあ点か ら、ポス トテス ト75点へ とかなり上昇している。このこと

は、彼自身の学ぼうとする姿勢が十分働いた結果ではあるが、ひとり勉強で、彼が書 くまで

待 ってあげよう、グループバズで読めなかったらいっしょに読んであげようとするA子やT

子のあたたかい助け合いが少なからず影響したのではないかと考えられる。このことか ら、

グループでの人間関係を今後一層育てていくことの必要性を感 じるのである。

グループ別進歩率

班
プ リテ ス ト ポス トテス ト 進 歩 量塁 進  歩  率

Q

50.0

(→

72.5

婦

22.5

∽

43.0

56.3 75.0 18.7 42.0

65.0 78.8 13.8 39,3

70.0 78,8 8.3 29。 2

81.3 81.3

55.0 87.5 32.5 72.2

62.5 86。 3 23.8 63.3

43.8 81.3 37.5 66,7

71.3 95.0 23. 32.6

全

体
61.7 81.9 20. 52.
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5 今後 の問題 点

② 話し合いの喜びをルールの中にもとめて

グループの成員ひとりひとりが自由に話せるように強調すれば無駄話が多くなり、また

グループバズの仕方やルールを強調すれば、それらにとらわれて話せないという場合があ

る。

ルールにおいても、できるだけ子どもたちに親しみのあることばや役柄を決めて楽しく

話せるような手だてを講じたのであるが、まだまだ効率的に楽 しく話 し合いが進められて

いない現状である。今後は、きまりある中でもそれらにとらわれず、ひとりひとりがグル

ープの中において自由に話し合えるグループバズの地道な指導の手だてを考えていかねば

ならないのである。

④ 言語活動を大切に

読解の中でことばを生きた活動としてとらえて指導するよう心掛けた結果であろうか、

副詞の使用はかなり上昇したのであるが、「  」、促音、拗長音などの表記の項目が極め

て低い成績である。一つの文脈の中で、ことばが大事だと気付いていける指導を今後も強

化しなければならない。そのためには、国語の指導を柱としながらも、あらゆる言語活動

の中でその使用に留意していくよう心掛けたい。
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7学 習 展 開

学 習課 題 おじいさんの ひとりごとを たくさん みつけよう。

区  分 児 童 の 活 動 教 師 の 活 動 価評

備準

,か中

まと,め

本時の学習課題を確認

する。

前時の場面に動作化を

加え本時の場面を読む。

あまい あまい おお

きな おおきな かぶに

なったときおじいさんの

言ったことを考えて発表

する。

おじいさんが かぶを

ぬこうとする動作をかけ

声をかけてする。

かぶがぬけなかったと

きのおじいさんのひとり

ごとを書いて発表する。

個 人 思 考

↓
グルプーバズ

↓

おじいさんの 気持ち

になって読む。

次時の課題を知る。

考思体全

○ふ き出しことばがたくさ

んでるような課題提示に

心がける.

○種まきの様子、その後の

世話などを思い出して、

発表 させたい。

○おじいさんの顔つ き、か

っこうを想像 させ、おじ

いさんにな りきらせ る。

○種ま き、いっしょうけん

めいひっぱった ときの気

持 ちを思い出 させたい。

○村L間 巡視をして、話し合

いの様子を見る。

○いろいろな考えから、代

表的なものをとりあげる。

学習す る

ったか。

とがわか

お じいさんの よろ

こびが とらえられた

か。

おじいさんに同化で

きたか。

お じいさんの気持 ち

が書けたか。

友だちにわか る声で

話せたか。

-31-

○次時の課題を予告する。



――         ぉ
つ ん

1     ｀

い   ロ

ポ
ば な

ヘ[ と     ん

・
1■

な
り
ん

「
つギヽ
の
おは復しを
よんで
も
ん
だ
い
に

ヽヽ
た
え
ま
し
Ｆ
フ
．↑
事
え

VVヽ マ vvv  ` で ノ
⌒

-32-

∪

貧

ぶ
と

お
じ
い
へ
ん

が

ひ

っ
ぱ
う
て
、

お
じ

い
さ
ん
を

ひ

っ
ば

っ
て
、

お
ば
あ
さ
ん
が

お
ば
あ
さ
ん
を

ま
ご
ぶ

ひ
Ｐ
ば

っ
て
、

ま
ご
を

い
ぬ
が

ひ

っ
ば

っ
て
、
い
ぬ
を

ね
こ
が

ひ

っ
ば

っ
て
、

ど

つ
こ

い
し

よ

」。　

‐・

と
う

と
う

、
か
ぶ
は
、

ぬ
け
ま

し
た
。
　

　

　

一

（
教
科
書
上
６‐
～
“
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
）



○

先
生
の
話
を
よ
く
聞

い
て
、
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し

ょ
う
。

「
　
　
」
は
、
ど
こ
に
書
い
た
ら

い
い
か
よ
く
考
え
て
書
き
な

さ
い
。

（０

　
つ
ぎ
の
文
を
　
よ
ぐ
見
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

‐ ○

つ
ぎ
の
文
を
　
て
い
ね
い
な

t｀

い

か

た
|こ

な
お
し
な
さ

い
。

「
う
ん
と
こ
し
ょ
、
ど

っ
こ
い
し
ょ
ピ

と
う
と
う
、
か
ぶ
は
　
ぬ
け
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
は
　
か
ぶ
を
　
ぬ
こ
う
と
　
し
ま
し
た
。

く
ま
さ
ん
が
、
ふ
く
ろ
を

・↑ま汗んが　鮮↑みを　一口目目日日Ｈ日目目日目目□

0  り つ

く   ま ざ
ま  せ の
さ  ん い
ん  °

い
が   て  力>

い た
ふ  ね は
く  い  ｀

ろ  な あ
を     ま

い  り （
な
ま
え

□ □ □

い
い
か
た
で
は
あ

な
お
し
ま
し
ょ
う
。

ぬ お

こ じ

ン
つ

と さ

ん

し は

ま

し か

た ぶ

を
）

-33-



ヽ ミーヽC ttSt〔
〇

．Ｏ
ｎ

∞
．Ｏ
Ю

〇

．崎
０

〇
．〇
ト

〇
〇
月

Ю
∝

Ю
０

Ю
ヾ

Ю
０

Ю
ヾ

Ю
０

Ю
Ю

０
０

Ю
Ю

Ю
ト

〇
ト

〇
〇

Ю
ト

Ю
Ю

顕
癒
゛
輩

。
ヾ
卜
蓉

）
崚

）
Ｃ
ζ
０

〇
「

× × × ○ × ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×

ば
Ｃ
ぶ
く

゛
紫
販
Ю

´
０）
ρ
欄

ｕ
Ｏ
く
柏

３
う
掟
Ｏ

〇
ギ

× × × ○ × × × ○ × ○ ○ × ○ ×

（じ

望
メ
最
轟

釧

割

到

。製
Ｄ
榔
誉
０

で
゛
ぐ
〉
く

築
く
托
椰
〉

〇
目

× （
〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

や

劇ヽ
邸

。紀
Ｄ
榔

Ｄ
Ｎ
い
可
Ｏ

や
く
４

′壼

く
杓
３
う
腱ゞ

〇
【

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

ご

議

）

纂

沖

選
。製
Ｄ
悩

む
Ｏ
壼
く
４

一
苺
傘
司
「
。
「
Ｄ

３
ｕ
ρ
短

′弓
う
ｕ
測
く
０
」

絆ト
洛墨

× ○ × × × × × × × × ○ × × ×

榊

曜
× ○ × × × ○ × × ○ ○ × × × ×

榊
ミ
ヽ

× ○ × × × ○ ○ × ○ × ○ × × ×

Ｊ

ρ

Λ
食
‰

Λ
Ｒ

× × × × × × × × × × × ○ × ×

（銀）

ヾ
裏
£
築
択
３
駆
Ｏ
漱
‐１ｌＥ

紀
Ｄ

′

い
測
い
可

３
苺
‐
曝
鞭曝
鞭

○ × × × × × × × × × × × × × ○

○ × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × × ○ ○

ヾ

札
総
涯

掏
睦
曇
Ｏ
耀

聡
卜
慕

Ｏ
Ｈ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⌒
じ

０

悩
Ｏ
Ｈ ○ ○ 〇 （∪ ∩

）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇
〓

∞

「

“
〓

ヾ
「

寸
∞

Ю
Ю
　
∽

粟

め
購

【

昧
鰹

ム
Ｋ
ふ

ヽ
ゝ

（
後
裏
　
苺
れ
緯
鞣

）
小
悩
⊃
悩
ぐ

「
　
寵
悔
〓

-34-

翌/…選円駐
回

司

坤  ´



∞

．
召
∞

〇

。Ю
め

Ю

。鋼
⑬

∞

。∞
ヾ

∞
．召
ト

卜
．召
０

Ю
Ю

Ю
①

Ю
０

〇
∞

〇
〇

〇
〇

Ю
ヾ

Ｏ
Φ

Ｏ
Φ

Ю
Ю

Ю
銀

〇
ト

Ｏ
①

Ю
Φ

Ｏ
Ю

め
ヾ

Ю
ヾ

Ю
∞

〇
ト

〇
ト

Ｏ
Φ

Ю
Ю

Ｏ
Ｎ
銀
∝

× ○ × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × × ○ × × × ×
∞
。“
∞

× ○ ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ×

卜

．
瀾
ヾ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

ヾ

．マ
①

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○
ぐ
。①
⑬

× ○ × ○ ○ ○ × × ○ × × × ○ ○ × × × × × × ○ ×

∞

．卜
∝

× ○ × ○ × × ○ ○ × × × × ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ×
】
．０
∞

× ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ×

∞

．∝
Ю

× ○ × × × ○ ○ × × × × × ○ ○ × × × ○ × × ○ ×

銀

‘輔
銀

○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ × × × ○ ×
∞
．め
∞

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
ヾ

．Ｑ
０

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○
０

．〇
∞

○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
銀
．卜
ヾ

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
で

。寸
①

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ∩
） ○ （じ

√〕 ○ 、ヽ́リ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鋪
。卜
０

Ю
劇

０
日

卜
【

∞
〓

Ｏ
Ｈ

〇
鍼

〓
Ｎ

Ｎ
Ｎ

”
Ｎ

ヾ
Ｎ

Ю
銀

Ｏ
Ｎ

卜
∝

∞
銀

０
鋼

〇
“

呵
ｍ

∝
“

∞
∞

で
”

ｎ
的

０
”

事
０
“
一
崎

-35-



ヽ ミ ー ヽ O叶 螺 増〔

Ю

．∞
ト

〇
．め
ト

∞
．∞
ト

∞

．∞
ト

蜘
」在

〇
〇
召

Ю
Ю

Ю
Ｑ

〇
ト

〇
ト

Ю
Ｑ

め
ト

〇
∞

Ｏ
Ю

崎
ト

Ю
ト

〇
∞

Ю
∞

Ю
∞

Ю
①

顧
掏
゛
輩
販
Ｏ
Ｓ
く

。
ヾ
卜
鬱

）
崚

）
Ｃ
ζ
③

〇
〓　
○

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

゛
帝
瀞
Ⅸ
ヾ

３
）
ρ
悩

Ｊ
Ｃ
ぐ
拍

３
う
緯
○

〇
【

○
○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

（Ю）

．

足
メ
量
轟

Ｊ
Ｊ
Ｊ
網 ○紀

Ｄ
悩
む
０
く

０
で
〉
く

篠や
、ヽ
わ
椰
〉

〇
召

× ○ × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

。製
Ｄ
椰

う
測
疇
Ｕ
Ｏ

熟
“
裏

「
一

く
柏
３
う
総

〇
絆

曽
ｐ

貯

郭

〇
響 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ご

荊

ｐ

築

貯

選

。
紀

♪

悩
む

Ｏ

煙

“

裏

心
司

小
斑
「
。
ち
Ｄ
急

Ｕ

Ｏ
短

′
↓
Ｄ

Ｊ

測
く

い
」

〈Ｒ
″
０

や
壼

絆
選

絆
郡 × ○ × ○ × ○ × × × ○ × × × ○

当O職 × ○ × × ○ ○ × × ○ × × × × ×

朧
Ｒ

Ｏ
榊
ミ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

模
３
運

Ｑ
Ｊ
ｏ

八像
編
Λ余

× ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○

ヾ
桑
緯
後
炊
ι
運
Ｏ
嶽
胆

摂
Ｄ

才

疇
測
傘
側

ι
苺
？
曝
鞭
熙
鞭

○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

X ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

。
ヾ
司
ぐ
湛

燕
撻
曇
Ｏ
疑

ぐ
卜
慕

〇
劇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

鮨

椰
〇
〓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

′ 選 駐
皿  出

博 だ

〇
＝

∝
＝

∞
【

ヾ
「

Ю
め

鯉

∞
購

耐

畔
糞
ム
ス
ホ
ム
Ｋ
路

「
疑
桑
　
響

轟
総
鞣
」

圏

-36-



∞
．】
∞

Ю

．卜
∞

∞

．じ
∞

め

。
日
∞

〇

．め
Φ

Ｑ

。
日
∞

崎
ヾ

Ｏ
Ｑ

〇
ト

〇
∞

め
∞

Ｏ
Φ

Ю
①

〇
〇

〇
〇

Ю
ト

Ю
ト

Ю
ト

〇
〇

耐

鴎
Ｑ

崎
０

〇
〇

耐

〇
〇
【

○
ゆ

〇
〇
河

〇
〇

Ｏ
Ｑ

〇
〇

耐

Ю
ヾ
Ｑ
∝

○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
０
．〇
∞

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
０

．〇
∞

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
∞

。卜
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
銀

。卜
Φ

× ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○
⑬

．疇
Ю

× ○ × × × × ○ ○ × × × × ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○
Φ

。∞
∞

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
①

．∞
∞

× ○ × × × × × ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○
呻

。マ
ヾ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑬
。〇

∞

○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
〇
〇
澤

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
鑢

。卜
Ｑ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヾ

．ヾ

〇

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ X ○ ○ ○ ○
Ｑ

．∞
∞

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
い
。日
①

Ю
一

０
〓

卜
『

∞
目

①
耐

〇
∝

月
∝

∝
∝

∞
Ｎ

ヾ
∝

Ю
∝

⑬
∝

卜
輌

∞
輔

①
Ｎ

〇
∞

耐
”

∝
∞

め
め

ヾ
∞

Ю
∞

０
∞

S
辮
KE
当

-37-



2年生 音楽科「かつこう」の授業から

1 2年 生 の 子 ど も と バ ズ 学 習

1年生では、なかよくお話をするという態度を もとに、① 友達の話をおしまいまで聞 く。

②  「です」「 ます」をつけて、ことば じりまできちんと言いきるという聞くこと・話すこ

との基本的な訓練に重点をおいてきた。

2年生では、 これ ら基本的な訓1練の充実に加えて、友達の話につないで「おたずね」や「

つけ足 し」が していけることをね らいとしてきた。朝の会、帰りの会、学級会の話 し合いな

どの中で、どの子 も話せる、何でも話せる雰囲気をと考えてきたのである。

しか しなが ら、 2年生の子どもは、経験の少ないこと、生活などか ら離れたこと、理論的

な面の多いことなどについては、まだまだ自己中′と、的なプと、情や行動が多いことなども加わっ

て、どの子 も熱ノ心に話 し合 うという具合にはいかない。 1年生の生活で一応は教え合 ったり

助け合 ったりすることを知 ってはいるものの、どうしても「先生、あのなあ、 S君 がいっし

ょにしゃは らへん」「 A子 ちゃんにな、教えたげたらな、おこらは った」などという不満が

渦巻 くのである。「 かなん、かなん」と言われなが らも、結構勝手なことを しなが らも、み

んなに好かれている子、よく考え、よくできてい くのに好かれない子などが目立 って くるの

も2年生の特徴だろう。係の仕事・そ うじ・遊びなどといった、どちらか といえば生活の場

での「 なかまづ くり」か ら発展 して、なかまに支えられた、友達同志協力 し合 う学習の場が

作 りあげられていくのであろう。つまり、小 さな輪の仲間、短期の仲間 といった「イ中間の広

場」が、クラス全体 というような広が りのある、長期の見通 しをもった「公の広場」へと拡

大されていくのである。

音楽 とバズという面か ら見ると、いわゆる実技 (音 とか動作)を 伴いなが ら話 し合 うとい

う特殊性 一 例えば、国・社 :算・理などのように、理論的な思考を伴 った話し合 いではな

いということ一―があると言える。友達の演奏、鑑賞 レコー ドを聞いての意見感想の交流、

歌唱 。器楽などの練習や評価などの場でバ ズが生かされて くるのであろうが、それ らの活動

の中には、単にことばだけのや りとりではなく、歌ったり、楽器を扱ったり、身ぶり手ぶ り

(身体反応)が 、必ず と言 ってよいほど加えられてくる。更には、消えていく音を通 じてと

い う特異さも加わるのである。

学習の時間を合めた、毎 日の学校生活の中で、いろいろな場をとらえての「 なかまづ くり

」「 だれとで もなかよく」ということへの学級作 りが、低学年の、特に学校生活に慣れてき

た 2年生の一番基礎 となるものであろう。

2 実 証 授 業 指 導 計 画 と実 践 の 概 要

(1)単元名

-38-



か っこう (たのしい リズム) (補 助教材)Oぴ ょんび ょんとんで (身体表現)

6ジ ャングルジム   Q噸 の リズム)

0か っこうワルツ  (曲 想の変化)

(2)教材の取 り扱い

本教材は、比較的ふれる機会の少ない 3拍子の曲を中心に、 2拍子 との違けを身体を通 し

て感 じとることをねらいとしている。児童たちには、 1,2・ 1,2… …と拍子打ちできる音

楽が 2拍子、 1,2,301,2,3・ ・・…と拍子打ちのできる音楽が 3拍子 ということで理

解 させていきたい。 3拍 子については、 1年生の時、N H IICの 音楽番組の中で、バ ンブーダ

ンスを通 じてなじんでいたせいか、理解 してしヽる率が半数をこえていた。(プ リテスト53.5

%)こ こでは、 2拍子との比較で、感 じの違いを身体表現や リズム合奏の中で、より豊かに

体得 させていきたい。更に、体育との合科の中で、 リズム遊び 0フ ォークダンスを通 じて、

拍子 とリズムにのった身体表現をさせたい。

鑑賞曲「 かっこうワルツ」を楽 しんで鑑賞する中で、A― B―Aと いう曲想の違い (特 に

B部分の流れるような感 じは、ワルツ→おどりの曲 ということに結び付けて)を感 じとらせ

ることと、弱起 の曲という経験にもふれさせておきたい。

「好きな楽器で、 リズム合奏をする」という活動の中で、友達 と相談 し、助け合 ってひと

つのものをまとめていく相互作用の高まりをね らいたい。

(3)学習目標と学習計画

単元目標 認知的  2拍 子 と3拍子の違いがわか り、楽器を選んで、簡単な リズム合奏

を経験させる。

態度的A か らだを動か したり、 リズム楽器を使 ったりして、 2拍子 と3拍子

の違いをわかろうとする。

B 友達 と仲良 く相談 し合って リズム遊びを しようとする。

学習計画 (9時間扱い)                     '

次 教 材 学 習 内 容 学 習 課 題 時

第 1次  ぴ ょんぴ ょん

とんで

0情景を想像 しなが ら、楽

しく歌わせる。

02拍子にのっておどらせる。

。ぴ ょんび ょんとんでいる

気持ちで歌 いましょう。

第 2次  ジャングル

ジ ム

02拍子 にのって、やわら

かい声で歌わせ る。

0」」 と月 Jに気を付けて

歌いま しょう。

第 3次  かっこう 0歌詞の内容を感 じとって

歌わせる。

0」 」キと』」の違いに気

をつけてやさしく歌いま

しょう。

-39-



0歌詞・階名の暗唱をさせ

なが ら3拍子感を感じと

らせる。

02拍 子と 3拍子の違いを

感 じとらせる。

0手やひざを曲に合 うよう

に打ちなが ら歌いましょ

う。

。曲に合 うように手・足・

か らだを動か してみよう。

第 4次 かっこう

ワルツ

(鑑賞 )

0曲 に合わせてか らだを動

か しなが ら、曲想の変化

を感 じとらせる。

Oレ コー ドを聞きながら、

「かっこう」のまねを し

よう。

第 5次 かっこう 0い ろいろな楽器の奏法に

慣れ、 3拍子に合 った合

奏をさせ る。

。好きな楽器を使って、相

談 しなが ら、か っこうの

合奏をしよう。

２
（
本
時
前
半
）

(4)本時の目標

認知的 いくつかの楽器の奏法に慣れ させ、 3拍子の流れにのって、楽 しく合奏を経験さ

せる。

態度的A か っこうの曲に合わせて、グループで相談 しなが ら、合奏を楽 しくやろうとす

る。

B グループの友達と助け合いながら、合奏をしようとする。

授業記録 の概要

学習課題 1好 きな楽器を使って、相談 しなが ら「か っこう」の合奏を しよう。

本時の学習課題を確認する。(2時 間を通 しての課題であることを強調 )

「か っこう」の歌唱とハーモニカ奏をする。

o歌詞唱 0階名詞

Oハーモニカ・鍵盤ハーモニカ・オルガン奏
}交互唱 (奏 )も 加える。

10分間
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には どんな楽器が使ってあるかな。

12。 本にはそれだけだけど他にもいろ

いろあるよ。 (ト ライア ングル 。大

太鼓なども示 し、音 も聞かせる。)

各グループにすず、タンプ リンを各

1個 ずつ配る。

13.(リ ズム譜を掲示)ハ ン ドカスタ

で本の通り打 ってみよう。 3回打つ

間に成功するように。

(日 々に)知 ってぃる

(興味深 く集中 して見入っている。)

(カ スタを出 し、カチカチ打つ子もあ

る。)

1回 目

①,① ,0,0,0,② 譜面通り打てている。

①はJ々 をから」」そに気付き、すぐなおる。

③ ,⑩ ,① 2,3段 目は」J」 の打ち方で通す。

①,① 2段 目の前半を」」をで打つ。

2回 目

⑮ ,① なんとか譜面通り打てた。

③  2段日はJJ」 IJ J:||と 歌 と同 じリズム打ち、 3段 目終わりにJゃ ゃ

できる。

⑩  2段 目は③を見なが ら同じように打つが、 3段目はまごつけて打てばい。

① l回 目と全く同じ。

3回 目

⑩ 全部歌と同じ打ち方で通 してしまう。

③ 2段目」JJI」 々々:ll,3段目は」ぞぞ |」 や々  |』 」」 IJを R II

⑩ l,2回 目と全く同じ。
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15。 成功 した人。

半分成功 したなという人。

ぜんぜん成功 しなか った人は6

18。 ここ (…… の部分を指 して)のな

らし方 ―一 こまか く、ふるんだね。

(すずを持ち実演 )や ってみよう。

ない人 も持 っても`るつもりで。

2」 JIぞ J」 |ぞ 」JIそ 」」
|

≧そぞ|― |ぞ 」」|」 271

19。 次はタンプ リンを しよう。ない人

は、あるつもりで、まねを して。(タ

ンブ リンで実演する)

」2書 IJ≧ 薔|」 をそIJそ ll
二

|え 砕ネ|」 考21」 2111

20。 では、カスタ・タンプ リン・すず

に分かれてやってみよう。

22。 本には、こう書いてあるけれど、

本の通りで もいい し、あそこは、こ

の楽器で しようと、相談 して変えて

もいいか ら、グループで合奏できる

よう相談 してみま しょう。

そ して、誰が何をするかも決めて下

さい。ならしなが らやってもいいよ。

話 し合 う時間は 5分間。 じゃ始め亀

◎ グループバズ

約半数挙手。 (③ ,⑩ )

約半数挙手。 (⑩)

挙手なし。

③ J々Jの 1拍 目を打ってしまうこと2～

3回。

⑩ 黒板の方を見ないで、⑬を見ながら、ず

っと」Jそ のリズムで打っている。姿勢悪

く、⑩に注意される。

⑩ リズム譜は見ずに、周囲の友達のを見な

がら、少 しずつ遅れてついていく。タンブ

リンの奏法 (打 ち方)は正 しい。

⑩ 遊びながらではあるが、 トレモロ奏法は

うまくまねている。

① 出だしは」を≧をJJ々 と打ち、2回 目

か らは正 しく打つ。

0 「 タンブリン、しとうないわ。」

「一番ややこしいの、すずよ。」とOl亀

① (タ ンブリン)出 だしをまちがえるが、あ

とは正 しく打 っている。
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2はん (GO①⑬) 8はん (③⑩③⑭)

⑬lカ スタネットと2段、

何する。

①23段 目、タンプリン

⑩3そ れやったら全然ちが

う。 2段ロ タンブリン

⑩4~番 はじめ カスタ

①5オ ルガンとかは?

⑩6ひ こうか?

O07ひ いて

⑩8∝蘇Эに向らて)ピ アニ

カひいて

①9かなん

①loひ いてみよ一回 (ド レ

ミファソとひ く)

①llひ いたろ一回

①l【⑮に向って)う ちひく

の?

①13う ん

Q4い やあ‐~。

① 151段 ロカスタ。 3段 目

タンプ リン

① (ピ アニカをもって)ひ

いてみる。 (メ ロデ ィを

ひきかける。)

①16ひけるやんか

①17⑩君ひき

①18いやや

①19⑩君タンブリン ①君

ピアニカ

①20かなん

①21ハ ~モ ニカ、2段 目に

しよう。

①22⑩ くん、ハーモニカ

01すずないしなあ。タン

プリンのとこにすず入れ

よか。⑬⑩⑦反応なし)

02ハ ン ドカスタがタンブ

リンのところへいくとか

よどうする。(③⑩に言う

が、 2人はこまった顔 )

03男はカスタネットとか

よ、今はすずないやろ。

②は 1人オルガンで旋律

の練習を始める。

⑩4ぼ くカスタがいいわ

③5ぼ くも

(0は 、オルガンの練習。

左手で伴奏をつけ始める。

00は 、オルガンの練習

をしている。③⑩はただ

カスタをいじくる。)

06は よう、カスタするの

やろ、書」」でするん?

」≧をでするん?(③⑩

に向って)

⑩71段目のカスタのとこ

だけよ。

(③⑩は、練習しない。

00は 、か ってが ってに

オルガンをひいている♪

08(③⑩に)ピアニカす

るか ?

③ 9い や

01o一番上のだけ?一番上

だけとちごうてもいいよ

そのとおりに、せんでも

⑮lな にする。1段ロタン

ブリンでする。

④2タ ンブリン、⑮くん

⑮ 3カ スタネ ット

②4ハ ~モ ニカは (①の方

見る。①首をふる)

⑮5ぼ くは、カスタネット

②6(①へ)ピ アニカ・ハー

モニカ

①7ぼ くカスタネットの方

がよい。

①8ぼ くかてカスタネット

やで

④9ほやったらじゃんけん

してみ、この2人で

⑮loほんなんいやや

②llじ ゃんけんしてみ

(① と⑮じゃんけんをする。

⑮が勝つ)   :
⑮12ぼ くカスタネット、ぼ

くカスタネ ッ・ト

②13(①に)こ れか、ハーモ

ニカでいいやろ、ハーモ

ニカしいな、 ピアニカカ、

②14100か ぞえたらいわな

あかんで、 1.2.3。 4・・・・・・

⑮15も うおわり

①16タ ンプリンていうのに

④17あ かん、20か 10かぞえ

たらいわなあかんで。

① 18カ スタネットはあかん

ご。

①19ハ ーモニカふけるやん
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2段

⑩ ぼく、2段

いいよ。

⑩ 下番上だけよ。

25。 時間だか らやめて。今度の時間 も

続けるなど、休み時間に練習 して一

― 話 し合 って、かえてもいいよ。

やれるだけでいいか ら、一緒にや

ってみよう。 2回続けるよ。

③O オルガンで旋律奏。

⑩ l段目のカスタだけ打ち、

① すず。① タンブリン。

か 。

①20(だ まっている。)

①21ハ ~モ ニカふけるやれ

①22ふ けへんもん。

⑮023ハ ~モ ニカふけるや

ノし 。

①24ハ Tモニカする。

⑮250さ んは、すずそのま

まやな。

026き まり、ハーモニカ

⑮27④さんが、タンプリン

やで。ぼ くが、カスタネ

ット。0さ んがすず。

① いっぺん やってみな

さい。きみは こっち向

かな、顔がわか らへんや

ろ。

⑮28せ いのうで (少 しやっ

て止まる。)その次だれ。

「決まってませ―ん」とか、「わあ」などの

声で、やや騒然となる。

③⑩ l段目のカスタ打ち。

あとは、 しらんぶり。 (打 ち方は正確)

2回 目は、⑩がピアニカを弾いてみて、すぐやめた。

① ①に、「 ピアニカできた?」

①  「できひん。やって。」

①  「やったろ一 。」と以後ずっと、ピアニカを弾く。

① ハーモニカ。0 カスタ。0 すず。 (全 く自信のない打ち方)④ タ

ンブ リン。
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チ ャイム

ここで 2時間扱いの前半が終った。このあと4日 おいて後半を取り扱ったが、その間、昼

休みなど、競走のようにして各グループ練習をしていた。前半の授業をした翌日の帰りの会

の『 おたずね』に、「打ち方を、本に書いてあるのと変えてもよいか。」という質問があり、

3拍子に合うことを条件に変えてもよいことにした。グループによって、取り組みの差はあ

ったが、それなりに、頑張っていたようだった。反面、 リズム譜は、「変える」ことに興味

が集中し、拍の流れに合わないもの、自分の書いたリズム譜が打てない者が目立ったのも事

実である。そこで、グループ毎に、見直しをさせ、訂正させていった。 (グ ループ単位の個

別l旨導 )

8班  (最初のもの)

③ 」」を|」 J々 |』』』
すず 」」」|』 」』|々 JJ

」」≧|」 」えIJJ」

0」 々々 IJそ そ|」 キ」
カスタコ」そ|」 そ」|』 」え

」そJI」 ぞ」|」 ぞ」

(手なおししたもの)

③  ― |― |‐ニ

すず そJ」 |そ 」JIそ J」

一 |一 |々 J」

③ キJ」 |そ 」」|そ 」」 |キ 」」
|

カスタ …ュ | ―  lt」 」 |」 2」 |

二 |二 |そ 」」 |そ 」J罐

〇」キヤ|」 孝キ|」 そそ|」 そそ|

タンブ」ネキ|」 キそ|」 をキ|」 をキ|

」をそ|」 そそ|」 そそ|」 セそ||

4考 察

本時の展開は、相互作用という面でみるときに、余りその場がなかったと言える。本教材

の取り扱い全体を通 して考えてみると、第 1次の「び ょんぴ ょん とんで」の身体反応 (第

2時 )・ 第 3次の、 2拍子と3拍子の違いを体を使って感 じとらせる活動 (第 6時 )・ 第 5

次後半の合奏への仕上げの活動 (第 9時 )の 中に、相互作用の活動が見られたのである。音
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I々 」」
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⑩ 」」そ|」 J々 IJJ」 IJ」 宅|

タンブキJ」 |キ 」JI」 」」|」 』JI

」』」|」 』」1脚 |』 |」 をそII

0」 そそ|」 そぞ|」 キそ
タンブ」そそ |」 キ々|」 そそ

」そそ |」 tそ  |」 22

⑩」」を|」 Jキ |ニ
トライ ニ |_|ニ

J 考 |」  そ|』 キ

|』 そそ |

|」 :そ
|

|」 をそ||

二
|

J々」
|

キ」」‖

|‐一 |

|二 |

|」 そII



楽の学習では (特 に低学年の)、 か らだを通 しての活動の方が相互作用のかかわり合 いが多

いだろうことは予想 されていたのであるが、あえて本時に的を しぼ って実証の記録をと考え

たのは、音楽の学習とバズのかかわりを追求 してみたかったか らである。

.2班
(以 下、表を参照 し

|  |てほ しい)

このグルニプで注目した

いのは⑩児である。能力は

普通以上のものを持ちなが

ら態度 (社会性)に問題を

抱えている子どもである。

(学校生活全般・字での対

人関係においても)こ の時

間の参加態度もよいとは言

えない」:本 人も自己評価の

中でそれを認めている。

⑮が中心となってグループ

での相談がすすめられて、

隠卜 ⑪は、消極的ではある

が働きかけに応 じ、何とか

まとめようとしている。

Fで きるところまで合奏 じ

てみよう」という T25発

言のあとのようすは、

C⑩ ハーモニカで旋律奏

を し、 2回 目c①に援助を

要請する。

C⑩  2回 とも、第 1フ レ

ーズをカスタで打つ。

cO すずでリズム奏をし

ていたが、2回 目c①の要

請を うけ、有鍵ハーモニカ

で旋律奏。

C0 2回 ともタンブリン

で打つ。あとの時、 トレモ

ロを入れる。

CO・ COの積極的な働き
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プ

項

②
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②
満
足
度

本時の学習

仲
よ
く

頑
張
り

満
足
度

進
歩
率

わ
の
き

　
ポ

ス
ト

子
聞

‐卜
‐
‐

拍

プ

リ

三拍子

ポ

ス
ト

プ

リ

① ○ ○ △ ○ 25 50 25 × ×

⑬ ○ ○ △ × 50 75 × ○

① × △ △ ○ 0 25 33 × ○

⑩ 10 ○ △ × × 25 75 50 × ○

合計・平均 -5 10 12 25 56.3 41。 3

⑭ ○ △ ○ ○ 75 100 100 ○ ○

④ -3 ○ △ △ ○ 25 50 33 ○ ○

⑮ × ○ △ ○ 25 50 33 × ○

① -2 × × ○ X 0 50 50 × ○

合計・平均 -2 16 31.3 62。5 46。4

8

⑭ 6 ○ 〇 ○ 〇 50 100 100 ○ ○

⑦ ○ ○ ○ ○ 75 66 ○ ○

⑩ ○ ○ △ ○ 25 75 66 × ○

③ ○ △ △ ○ 75 75 0 ○ ○

合計・平均 20 20 18 16 20 43。8 81。3



として数値表現

の自己主張の強さ、COの無関′と、と、低学年の特徴の典型のような状態であった。c④が、

何とかまとめようとしているが、その解決方法も「 じゃんけん」という、好ましくない形を

とっているところに、問題があろう。その結果として、C①はハーモニカ、c⑮は望んでい

たカスタ、coは、自己表現のないまますず、cC汐 ンプリンと一応納まったが、その演奏

ぶ りは自信のない、無気力なものであった。

8班  資料 4に挙げ られているように、グループ全員が現在のグループに満足 している

3つ のグループ (30708)の 中の 1つである。 COが リーダー格となって本時はすすん

でいるようだが、このグループの大きな障害は、いわゆる音楽の技能差である。音楽はきら

いではないが、うまくやれないために、学習にのっていけない面がある。COは 、c⑬に頼

り切ってしまっている。cOや cOも、この場では旋律奏に興味を持ってしまい、日で「」

」2か、を」JかJと 話しかけることだけで終ってしまっている。自己評価の中で女児は満

足感を持 っているのは当然 と思われるが、男児で も「仲よくやれた」と評価 していることは、

このグループ内の人間関係が能力差を上廻って、よいつながりを持 っているためだと考えら

れる。

5今 後 の 問 題 点

(1)技能教科としての悩み

みんな音楽は、「好き」である。 自己評価集計 (資・ 2)を見ても、 58。 1%の子 どもが、

「好き」と答えている。「 嫌い」と答えた 7%、 「ふつ う」の 15名 も、条件付きで、「好

き」だと言 う。その条件 とは、「 うまく歌えたら」「 ハーモニカが吹けた・らJ「 リズムが調

子よく打て たら」なのである。他の教科 も同様な ことが言えると思 うがt技能教科の大きな

障害は技能面の差、つまり能力差なのである。「歌えない」「 (楽器が)弾 けないJ「 リズ

ムにのりきれない」ために、本来は好きである音楽を「嫌い」と感 じざるを得ない一部の子

どもたち……この子 どもたちを、どのように心か ら開放 して楽 しませるか、ここに音楽科 と

しての大きな課題がある。 (8班 は、その典型と言えよう。)

(2)先入観念

「 Bち ゃんはうまい」「 自分はいつやって もうまくいかない」…… 2年生なりに自己評価

を し、他人と比べて自分の位置付けをする。「 Bち ゃんは上手」という観念 も根強いものが

あ る。これ らは、気を付けないと毎日の中で、教師が無意識の うちに植えつけさせている場

合がありはしないか。それなりに長所 も短所 もあることに早く気付かせ、認めさせていかな

くては、相互作用の効果 も表面的な稀薄な ものとなるであろう。

(3)好きと嫌い
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この感情 も実にはっきりしている し、低学年であるだけに、周囲の様子 とか相手の気持ち

など考えずに、ス トレートに表現させることがあって、私たちをどぎまぎさせ る場合がある。

反面、教師のムー ド作 りによって、いとも簡単に変化することも事実である。低学年の好き

と嫌いという基準は、実に単純な外に表われた原因によることが多い。やさしい子、おとな

しい子、よく発表する子が好きであり、活発な余 り少 し乱暴な子、きたならしいと感じる子、

だらしない子が嫌いなのである。発達段階か らみて、内面的な要因での好き嫌いのYlj断 をす

ることは無理なのかもしれないが、外見にとらわれることな く、いつで も、どこでも、誰 と

でもお互いに認め合 い、先入観念にとらわれることな く「得 るものがある」と期待させ、自

分をとりまく友達ひとりひとりのよさを本当に認めさせ、納得させていく手だてを教師は早

くつかまなければならない。

(4)評価につもヽて

子どもの実態を知る手段の一つとして本校 では、プ リ・ポス ト・把持 と呼ばれるテス トを

とり入れているが、音楽科で、特に低学年 としてのこれらのテス トの方法一―実施のしかた、

出題の方法 ――ιま、今後の大きな課題である。高学年ならばプ リン ト等のテス トはまだ可能

であるが、低学年では記述 していくこと自体に大きな抵抗があるし、身体表現や リズム反応

とか、音で構成 されているものを『 書いて表わすこと』が、とて もむつかしいし、ある面に

おいては無理とさえ言えるか らである。要は毎時間ごとの細かな観察の記録や子どもたちの

自己評価や相互評価などの積み重ねが決め手 となると言えよう。
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磯 料電>  プ リテス ト・ ポス ト渉ス トの問題と纏果
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3年生 理科「空気でつぽうJの授業から

1 3年 生 の 子 ど も とバ ズ 学 習

3年生になると、何事にも「 自分はいい子」 といった自己流ではあるが、ある種の自信を

持ち始める。この自信はあらゆることに積極的な自己主張の言動を生む。これ らが今までの

話 し合 いのし方の一応の基礎と相伴なって、かなり活発な話 し合 いとなって現われる。が、

反面、自分の気の向かないことや、自分に不利 と思われることになると、無関心をよそおい

他の仕事をや り出 したり、話 し合いに参加 しなかったりして、場合 によっては学習の邪魔 さ

えすることがある。

このような 3年生の実態を考 えると、話 し合いを活発にさせ るためには、どの子にも話す

内容を十分に持たせ、どのような順序でどう話 し合 うかつかませておく必要がある。そこで

考 えたことは、作業や操作的な活動を重視 し、はっきりした自分の考えを持たせ、個性化を

はかる
‐
とともに、考えに多様性の現われる充実 したひ とり学習の場 (時 間)を十分に持たせ

ることである。

この理科の授業では、空気鉄砲作 りとそれを使 っての競争、紙玉の飛ぶわけを絵や図に表

して考えたり、注射器でその性質を実験 したり、 ノー トにその時 々の図や説明を書 くなどし

て、子どもの多様な考えを引き出 し、より深まりのある話 し合 いがスムーズに行なわれるよ

う工夫 した。どの子 もが興味を持つ方法で、 どの子もが出来るような作業を通 して、話 し合

いの材料がどの子にも持てることを先ず第一に考えたのである。

この話す材料が持てると、次は話す雰囲気作 りと場作 りである。みんなの多様な考えや意

見が、そ してわか らないことなどが、こんなことを言えば笑われるといった′色ヽ配 もな く素直

にグループや全体の場で話 し合え́、聞き合えることが大切である。そのためには、友達のど

んな考えも切 り捨てることなく、認め合い、学習の流れの中に何 らかの形で取 り入れ られる

ようにしなければならない。今の段階では、いろんな考えをグループ内でまとめることはむ

つか しいようなので、どの子の意見 ものがさず全体の場に出せるグループの発表の仕方の工

夫がいる6いろんな考えを、ね らいにそ ってまとめていくことはむつか しい。 このまとめ方

は、教師がしなければならないかも知れない。ただ静かに聞き、どの考えも認め られるよう

に取 り挙げ位置づける授業づ くりにこそ、子どもの力が生きる学習への端緒があるとして精

進 したい。

3年生のバズ学習としては、どの子 もが話す材料を持つということ、各個の多様な考えが

素直に話 し合 いの場に出せるということ、自己主張ばかりでなく、互いの考えを大切に して

聞き合える態度づ くりをねらいとして取り組んでいる。

2実 証 授 業 の 指 導 計 画

(1)単元名 「空気で っぽ う」 (学習指導要領 B(1)ア .イ )
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(2)単元の学習目標

認知的 ① 空気でっぽうを作 らせ、紙玉を上手に飛ばさせる。

② 空気を圧 し縮めると、かさが小さくなるが、手ごたえが大きくなり、元に

もどろうとする力が大きくなることを見つけさせ、そのはたらきで、空気で

っぽうの紙玉が飛ぶことを考えさせる。

③ 空気は圧 し縮められるが、水は圧 し縮められないことを見つけさせる。

態度的 A 閉じ込められた空気に外から力を加えた時の様子を、そのかさと元にもど

ろうとする力の関係で感覚的にとらえ、興味をもってためそうとする。

B 見たこと考えたことを絵で表 したり、ことばで説明 したりして、自分の意

見をもとうとする。

(3)教材の取 り扱い

これまでに児童は、空気 については、ポ リエチ レンの袋で空気を集めたときの袋のふ く

らみの違 いや水の中であわを集めたことなどの学習を通 して、空気にはか さのあること、

集めた空気を水の中に押 し込む時に手 ごたえがあることなどをとらえてきている。

本単元では空気は圧 し縮められてかさが小 さくなることや、空気の弾性に気付かせるこ

とがね らいである。 この学習を進めるにあたって、児童の興味 ということか ら考え、 F空

気でっぽ う」を作ることか ら始めた。空気でっぽ うの遊びの経験をもち、空気の存在を知

っていても、詳 しい観察やそのメカニズムについての理解は不充分である。玉のつめ方、

筒 と押 し棒の長さの関係についてわか らない子 も多い。押 し棒の長さを筒の長 さより少 し

短かくす るわけについては、わずか 13。6%の子 しか気づいていない。だが、空気でっぽ う

を作 り、紙玉を飛ばす活動の中で、これ らの問題を解決 していき、さらに紙玉が勢いよく

遠 くへ飛ぶ時「 ポン」と音がすることや、押 し棒を押す時の手ごたえの大小を紙玉の音 と

飛び方で とらえたり、二つの紙が同時に飛ばない事実などに着目して、空気が関係 してい

ることをとらえている子は多い。

本単元のね らいにせまるための前玉の飛ぶわけについては、押 し棒を押 して もす ぐには

紙玉が飛び出さないことや、押 し棒を押す時の手 ごたえにつぃて着目し、外か ら紙玉の動

く様子が直接見 られるような透明な筒を利用 して、加える力と空気のかさの変化をとらえ

るようにする。また、注射器のように押 し棒が自由に動 くもので、かさの変化 と手 ごたえ

の大小の関係、および加える力を取り除 くと空気は元にもどることについて実験 し、その

不思議 さにH_lを輝かせ科学する楽 しさも味あわせたい。

さらに、注射器の筒の中に水を入れへ押 し棒を押 した時の様子を空気の場合と比べ、空

気は圧 じ縮め られるが水は圧 し縮め られないことを理解 させ、空気 と水との違いを奉J用 し

て、楽 しい遊び道具を創造する子にもしたい。

指導計画 資料 1 参照

本時の展開   資料2 参照
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資料 1

(4)単 元 の指導 計 画 (10時間 )

学 習 構 成 標目習学 容内習学

①プリテスト

(lh)

。本単元の学習内容について予見する。 0本単元の学習内容の概要を知 り、課題

意識をもつ。

②課題づくりと

空気でっぽう

の製作

(2h)

o空気でっぽうを作り、紙玉を飛ばすこ

とができるようにする。
0う まく飛ばない空気でっぽうと、飛ぶ

てっぽうの比較から課題をつくる。

1。 学習課題をつくり、学習の計画を立

てる。

2.空気でっぽ うを作る。

3。 紙玉を飛ば してみる。

③紙玉を上手に

飛ばすェ夫

(lh)

紙玉の詰め方や押 し棒の長 さを考えζ

紙玉をうまく飛ばすことができるよう

にする。

1。 押 し棒の長さを加減す る。
2.紙玉を飛ば して遊ぶ。

3.押 し棒の長 さと紙玉の飛び方を対応

づけ、紙玉一つを残す方法を くふ うす

る。

③

目lj

玉

が

飛

ぶ

わ

孝ナ

0紙玉を飛

ばすもの

。前玉が飛び出すのは、筒の中の空気が

押すのでないか と考え られるようにす

る。

1.前 玉と後玉の位置を見る。

2。 中の空気で紙玉が飛ぶという予想を

立てる。

3.そ の予想を確かめる実験をする。
O水の中で紙玉を飛ばす。

。圧 じ縮め

られた筒

の中の空

気

押

め

こ

し棒を押す と筒の中の空気が圧 し縮

られ、その空気の力で、前玉が飛ぶ

とが とらえられるようにする。

1.押 し棒で押 したときの筒の中の空気

のようすについて話 し合 うδ

2.筒の中の空気のようすを絵に書いて

みる。

0圧 し縮め

られた空

気で玉が

飛ぶわけ

圧 し縮められた空気がもとのかさにも
どろうとする力で、空気でっぽ うの紙
玉が飛ぶことを、注射器を使った実験

でとらえることができるようにするc

1。 注射器のピス トンを押 して、手応え

をみる。

2.押すのをやめたときの、 ピス トンの

動きをみる。

④水と空気の性

質の違い

。水は圧 し縮められないかと疑間をもっ

て、実験し、空気のように圧 し縮める

ことができないことを見つけられるよ

うにする。

1。 前玉と後玉の間に水を入れて押 して

みる。

2.注 射器に水を入れて、 ピス トンを押

してみる。

⑤ ゆとりとまと

め、、ポス トテ

ス ト

(2h)

O圧 じ縮め られた空気の性質を使って、

いろいろな空気でっぽ うがつくれるよ

うにする。
。学習をふ りかえり、自分の深まりを点

検 しましょう。

1.い ろいろな空気で っぽ うを作 り、遊

進ミ。

2.学 習をふ りかえ りまとめる。

3。 ポス トテストをする。
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学 習 課 題 授 業 の 構 成 準  備  物 プリテストの関連

Oプ リテス トをしよう。 0プ リテス トは、21聞 (各 5ノ表)で

学習の展開に沿い子 どもの思考の

す じで作成するようにっとめた。

プ リン ト2枚 ○単元全体の指

導鈎容をテス

トに しくむ。

O空気でっぽうを作 り、

紙玉を飛ば しっこしよ

う。
Oプ リテス トや紙玉でっ

ぽ う遊びをふ りかえり、

学習課題をつ くろう。

紙玉が飛ばすことができるところ

まで学習を進めておき、後玉を前

玉として残 したり、遠 くへ飛ば し

たりする工夫は次時の学習 とする。

ともにプ リテス トを見なが ら、課

題 づくりをする。

しの竹

竹ぱ じ

のこぎり

卜

①

②

ス
　
ー

一ア

0お しぽうの長さがちょ

うどよいのはどれでし

ょう。

⑦煙 葦 諄 ⑦
―O― ○
―また、②⑦⑨Oは どん

な飛び方をするでしょう。

初めに紙玉が勢いよく飛び出すよ

うに工夫 させ、第 2段階として後

玉が前玉として残るように工夫さ

せ、改良 させる。

O②⑦OOの絵を

画用紙にかいた

もの。
O⑦④◎○の実物

2)①

②

0前玉は何の力で飛ぶの

で しょう。

O児 童実験でな く、長い筒の空気で

っぽ うを使った演示実験を観察 さ

せ、教科書P26の さし絵の右のよ

うな状態で前玉が飛び出すことを

わか らせる。

O水そう
0つ つの先に穴を

あけたビヒール管
0簾

=一ノL/2の 空気

でっぽう(各 自)

2)③

④

0なぜ、空気に前玉をと

ばす力があるのだろう。

0空気が圧 し縮め られたときの状態

は具体的にわか りに くいので、筒

の中の空気のモデルを図に表わし

理解を深める。

演示実験用の大

型空気でっぽ う

モデル図のプリ

ン ト

⑤

③

①

②

圧 し縮め られた空気で

玉が飛ぶのは、どうし

てで しょうか。

圧 じ縮め られた空気 の圧 し返そ う

とする力で紙玉が飛ぶのだろうと

いう考えは、今までの学習で、ほ

とんどできあがっているので、こ

れを確かめ、元のかさにもどるこ

とを見つけさせる。

。注射器
○ コ゛ノ、

4)①
②

③

④

0水 も空気のように圧し

縮められるだろうか。

。空気の学習で使 った実験方法をそ

のまま適用 し、できるだけ自主的

に実験させる。

。注射器

0 コ
゛
.ム

5)①

②
6)①

②

0いろいろな材料を使っ

て、空気でっぽうをく

ふうしてみよう。
oポ ス トテス トをしよう。

0身近なものを使って空気でっぽ う

遊びをし、学習 したことを体得さ

せ る。
Oプ リと比較 し自分の伸びを自覚さ

せ る。

0子 どもたちが準

備

。プ リント2枚

7)①

②
ポス トテス トは

プ リとほとんど

同 じで一部変更
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3 授業記録の概要 (本時は、第3次「前玉が飛ぶわけ」の%)

(1)本時に至るまでの過程

第 1次でプ リテス トを行い、その結果を見なが らの課題づ くりを し、学習計画を立てた。

第 2次では、子 ども九ちが自分で空気鉄砲を作 って、実際 に飛ばす という活動を中心に学習

してきた。その過程で、よく飛ばすにはどのようにすればよいのか という学習課題を解決 し

なが ら自作の空気鉄砲に工夫をこらす とともヽに、速打ち競争や的当て競争を して楽 しんだ。

第 3次 では、自作の空気鉄砲とは別に筒の透明な空気鉄砲を使 って、前玉の飛ぶわけを考

えることに した。前時で「前玉は何の力で飛ぶので しょう。」という課題を解決 し、「 空気

」が何 らかの関係をもっているという考えを得 た。その続き として、本時では「空気」にな

ったつ もりで、「なぜ、空気に前玉を飛ばす力があるのだろう。」という学習課題を設定 し

た。

(2)本時の授業過程と実践記録

◎ 第 1分節「学習課題の提示」 (約 5分 )

前時の復習……前玉を飛ばすものは空気であることを確認する。

T (長 さが 1窺 ぐらいの透明な空気鉄砲を見せる。)

c 「わあ―、す ごもヽ空気鉄砲やなあ―。」 「飛ぶかなあ。」

T (大 きな空気鉄砲を飛ばす。 )

c 「 わあ一、飛んだ。 (驚 く、前玉を探す子 もりる。)」

T 「 どうして、空気は前玉を飛ばすんだろうね。今日はそれについて考えてみよう。

(紙 に書いた課題を黒板にはる。)皆 で読んでみよう。」

c Fな ぜ、空気に前玉を飛ばす力があるのだろう。 (「 わか らん」という声もでる。 )」

T 「 どうい うふ うに考えていくか。 tヽ いこと教えようね。 (黒板に紙をはる)空気の気持

ちになって考えてみ よう。この筒の中の空気になったつもりで、自分が空気やった ら、

どうや って前玉を飛ばすの ?考 えてみよう。」

右の図を見せて、「 玉を詰めた時、押 し棒を押 し  下のようなとき、つつの中の

た時、玉が飛んだ時の空気の様子を、後で絵に描い  空気のようす

てもらうよ。」と指示する。

◎ 第 2分節「ひとり学習」 (約 5分 )

T 「 さあ、筒の中の空気にな ったつ もりで、
″なぜ、

空気は前玉を飛ばすのか ″ノー トに書いて ください。J

という指示をする。子どもたちの作業の間、教師は

机間巡視 し、書き出せない子どもたちに声をかみて、 目

~~

空気になりきれるように指示する。

◎ 第 3分節「グループバズ」 (約 15分 )

教師がバ ズの仕方を指示「書けたところまでを班の人に聞いても

4人が終わってから、どうしてそ う考えたのかという質問 とか、
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つけたしとか、いろんな



ことを話 し合って ください。 J

<7班の記録 >

C27「 これか ら、話 し合います。」

C25「ぼ くは、空気がおし縮め られて前玉を押すか ら、その時飛ぶ と書きました。」

C26(な にも書けてもヽないので、黙 っている。 )

C27「空気はおし縮め られるか ら、苦 しいから空気が前玉を押す。」

C28「 びつ くりすると思います。」

この後、発表 しただけで、黙って待っていた。 C27は C26が 何 も書いていないので、ひっ

しょうけんめい説明 していた。教師 とC27で 、C26の 体を押 してやると、その時の気持ちを

「 いたい、苦 しい。」と書 くことができた。

<11班 の言己録 >

C43「 これか ら、班で話 し合いをします。意見のある人は言って ください。C42君。」

C42「前玉と後玉の間の空気が後玉に押されて、前玉を押 したか ら飛びました。」

C43「他にありませんか。 C44さ ん。」

C44「わた しは、空気が押 し棒に押 されて、だんだん縮むからと書きました。 J

C43「他に、わたしが言います。わたしが空気になった ら、押 し棒に押 されて、ぎゅんぎゅ

んづめになって出たくなります。それで、前玉に体当りを して出ようと考えます。 と書

きました。C41君はどう考 えましたか。」

C41(黙 っている。)

C43「 C41君がまだ書けていないと言っているので、他の人で、自分の考えでおか しいとこ

ろがあった ら言って ください。 J

T 「 もう つけた しや ら みんな 言えたの。元気ないけど、いつ もの元気はどこへ行っ

たの。C41君。/」

Cを 3「先生、c41君 がまだ 書いてやらへんの。」

T 「 まだ 書けてないの。ほなら、人の話をしっかり聞こう。」

教師が、C41に「君は空気や」と言いながら押 してやると、C41は 、「苦 しい」と書 くこ

とができた。その後、この班は黙っていた。

<演示実験 >

机間巡視の結果、書けていない子が各班 1人 ぐらいず

ついるので、空気の圧 し縮め られた様子を もう少 しはっ

きりとらえさせるため、筒の透明な空気鉄砲を右図のよ

うに水の中 に入れて押 し棒を押 したり、 とめたり、また

飛ば したりして、空気の漏れる様子をみせてみた。

第 4分節「全体での意見交換」 (約 10分 )

「班で話し合ったことを発表 して もらおうね。……それ じゃ、11班 さんか ら言って、皆

も意見が違 うと思 ったら、どんどん言ってね。 J
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C43「わた し達の班で出た意見を発表 します。c42君は前玉と後玉の間の空気が後玉に押さ

れて、前玉を押 したか ら飛んだという意見で、C44さ んは空気が押 し棒に押されてだん

だん縮むか らで、私はもし空気になったら、押 し棒に押されて、ぎ ゅんぎゅんづめで出

た くなると考えま した。c41君 は、まだ書けていません。……他にありませんか。」

T (意 見がないので……)「皆のは同 じですか。 どんどん言ってね。」

C43「 Cl君、どうぞ。」

cl「ぼ くたちの班の話 し合いで出た意見を発表 します。c4さ んは、空気にな ったら、後

玉が空気を押 したら、前玉を押 して筒か ら外へ出るで、c3さ んは、後玉が空気を押 し

て前玉を押すとい う意見で、ぼ くは、ぼ くが空気だった ら、前玉を力いっぱい押 して、

前玉を飛ばすと思います。c2君 はまだ書けていません。他にありませんか。」

T 「 ち ょっと待 ってね。今の班の中にも書けなか った人がいたけれどね、先生が押 し棒に

なって、押 してあげたら書けた人もいま した。その人達 に発表 してもらいま しょう。」

c9 剛ぎくは、つぶれると書きました。」

C13「空気が縮 まって、きゅうくつでいやな気持ちと書きま した。」

C401~4い よく押されて、空気といっしょに前玉が出る。」

T 「 どうですか。 3人 とも空気の気持ちになっているね。みんなはどうかな。班での発表

でな くていいか らどしどし発表 して ください。」

C7「わた しは■つあるんだけど、一つは空気は圧 し縮め られて いると、もう一つは、空気

のみえない力で押 しているとしました。そのわけは、人でもたくさん集まると、押す力

も多くなるか ら空気 も同 じようにたくさんの空気で押す力を多 くすると思います。」

C39「わたしは、後玉が空気を圧 じ縮めて、空気がつかえて前玉を押す と書いて、痛いよう

な感 じと書きま した。c21君。」

C21「ぼ くは、ち ょっと 断面的に言 うけど、人だってはじめ、う一ん と伸びていて、玉を

押 した って、なか /A‐ か動かないけれど、圧 し縮められて押す と玉が飛び出す。」

C36「 わた しは、いい音を して飛ばそ うとする時は、空気は圧 じ縮め られるようだと書きま

した。」

T 「 さっき 皆に見せた画用紙のように、三つに分けて書いた人 もいたね。c16さ ん、発

表 して くれませんか。」

C16「 わた しが書いたのは、玉を入れた時は気持ちがいい、次に、後玉に押されてまん中ど

こらへんに来た時は、縮め られていやな気持ちと書きました。三番目の玉が出た時は、

いい気持ちと書きました。」

T (出 た意見をまとめて板書 し、子どもに見直しをさせる。 )

「 いろいろと考えたね。 もっと楽しい考えの人もいないかな。C17君。」

C17「はい、あのね、ぼ くは、空気や前玉は じっとしているけれ ど、後玉が空気を押すのを

前玉が じゃまするか ら、空気は出 られない。だか ら、空気は前玉と筒の間のち ょっとし

たすきまを見つけて出る。その時、前玉もいっしょに勢いよく飛びでるとしました。」
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C37(11)

◎ 第 5分節「 自分 の考えを イメージ化 して絵 に表わす」 (約 10分 )

本時 の課題「空気 の前玉を飛ばす力」ιま、とらえられていないが、空気の状態は大半の子

がとらえ られていると判断 し、飛ぶ様子を三段階に分けて、空気の状態を○印や矢印などを

使 って描 く作業にうつ らす。その中から、代表的な絵をあげてみる。

(

C7(8)

きれいな色

)内は、 44人同 じ傾向にある児童数を示 す。

C21(7)

押す前は青色

目

目

C13(13) C43(2)

きもちいい

くるしい

全員の絵をながめてみると、以上 のような傾向に分けられそ うである。 しか し、その表現の

仕方は上のような類型はあるもののその表現は様々である。気持ちの強 く出ている子 どもや、

空気の状態に気をつかい描いている子 もあり、その子なりの楽 しい絵が全員に描 けた。

けれども、空気の状態については とらえていたものの、空気を圧 し縮めると、圧 じ戻 ろう

とする力が働き、前玉を飛ばす時の力となることについては、 もう少 し とらえ_る に及ばな

かったのが残念である。

◎ 第 5分節「学習のまとめと次時の予告J(約 5分 )

右の図を示 し、空気の圧 じ縮め られた状態につ いて、子ども

たちと話 し合いながらまとめ、 一方向のみに働 く力を想定 した

だけの子 どもに、点線で書かれているお しかえす逆方向の力が

あることもとらえさせたいと思いなが ら、この事については、
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次時に注射器を使 って考えることにし、そこで、合わせて 縮まった空気には、前玉を押す

力があること、あるいは、空気鉄砲の前玉が飛ぶわけを考えていくことを予告 して終わる。

(3)その後の指導実践の概要

第3次 F前玉の飛ぶわけ」の%
前時では、空気が後玉を押す ことによりぎゅうぎゅうに圧 し縮め られて、もうこらえきれ

な くなって、押 し返そ うとする力で前玉が飛ぶのだとい うところまでの学習を したのです。

しか し、実際には空気が圧 し縮まった状態か ら押し返す というQ)を イメージ化 して絵に表わ

れているのが少ないようなので、その事も踏まえ、注射器を使った実験を通 して、圧 し縮め

られた空気が、元のか さにもどろうとする   |

働きで、空気鉄砲の玉が飛ぶことを学習 じ 図A

た。

右図に示すように、注射器のピス トンを

押すときの手ごたえと、空気のかさの関係、

空気のか さと押 し返す力との関係を調べた。

注射器は各自に渡 し、自分自身の体で とら

えるように した。また、この実験をもとに

して、空気鉄砲のとぶわけを、ことばでま

とめさせた。

第 4次「 水と空気の性質の違いJ

押す    手を放す

↓

空気の性質 というものをよりはっきりさせるために、水を使って

性質を比較 してみた。 F水 も空気のように圧 し縮め られるで しょう

か。」といった課題を与えて、空気鉄砲や注射器に水を入れ、空気

の場合 と同じようにして調べた。(右図参照 )水も空気のように圧 し

縮 まると考えていた子 もあったようで、やり方が悪いのではないのか

と、何回 もや ってみる子 もいたが、やがて水はかさが減 らないこと

か ら、手 ごたえも石のように固 く、空気のように圧 し縮 まらないこ

となどがわかった。

その他、右図のように、注射器 の中へ水と空気の両  
図c 

押す前     押す

方を入れ比較 して、水と空気の性質の違いをより確か

なものに した。

第 5次「 ゆとりとまとめ」

圧 し縮められた空気の性質を使 って、いろいろな空

気鉄砲を考えてみた。例えば図 Dに示すように、プラ
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スチ ック容器やビニニル管を曲げた筒などを使

ってみた。曲げたビニーノン管の場合 予想を立て

てみたところ、「飛ば /A‐ い。」 と言う児童がこ

の時点 においても多数いたことか ら、前時まで

の学習がまだ充分理解できていない子ども達が

多いので、曲げた ビニール管の空気鉄砲で飛ぶ

わけについて再度確かめることにした。

その後、プ リテス トと同じ問題で選択の順序

を変えたポス トテス トを実施 しまとめとした。

図 D

プラスチ ック容器

4 学 習 効 果 の 評 価 と 考 察

(1)子どもは、押し棒で押した時の「 筒の中の空気 」の状態をどう捉えたか (本時の考察)

筒の中の前玉と後玉の間に「空気」が存在することは、全員が捉えている。 (プ リ93.2

% ポス ト100%)問 題はこの空気が押 し棒で押されたとき、どのような状態になるか、

「 見えない空気」を「見える状態」で捉えさせることにあり、それが本時のね らいである。

ところが、子どもの反応は、授業記録か らもわかるように「圧 し縮め られた」 Fぎ ゅうぎ

ゅうの状態」とは捉えているものの、「押 し返す力」への着眼はないし、その力が四方八方

に働きかけていることへの想定 もない。ただ「 がまん出来なくなって前玉を押す」と捉 え、

自分が圧 し込められた空気になったつ もりで、顔を しかめ、手足を縮め (手足に力をこめて)

全身でその状態を表現 し、前玉にぶつかっていくしぐさを示 し、述べている。

指導者としては、図に表 した空気の状態か ら押 し返す力に着眼 し、前玉の飛ぶわけを筋道

立てて考え、中間発表させ るつ もりが、時間の都合 も合め、子どもの捉え方がそこまで至 ら

なかったことが残念であった。しかし、本時は、第3次「前玉の飛ぶわけ」の%で、次時の

注射器 による実験で「空気を圧 し縮 める」と、押 し返す力が働 くことをみつけて くれば よい

と考え、「飛ぶわけ」の最終的な考察にかけたわけである。従 って本時の評価 は「筒 の中の

空気の状態」をいかに多様な表現で表 し、その中に「 自分」を置き、「圧 し縮め られた状態」

を実感として捉えているかどうかを見 るべきである。その意味では、絵の多様 さも含め、ど

の子 もがいろいろと意味づけた表現を して くれたので十三分な成果があった。特に、事前授

業 とした学級の場合 一―ほとんどの子どもが鉛筆による色の濃淡 のみで表す一一 と異なり、

「苦 しい」「 痛い」「 逃げたくて しかたない」といったあまり理科的でない表現まで使って

の記述には、 3年生 の子どもらしさが豊潤 しているようで好ま しい楽 しさのあるものであっ

た。

(2)ポス トテス トの結果から

◇問題別に見るとき

次の表にあげたような問題が悪い。その中でも先ず 7の②は、次の図のような装置で注射

器のピス トンを押 し、ピンチコックをはずすと「 水が出る」。 メカニズムを順序 よく説明す
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正答率の悪かった問題  (正答率 60%以下)

問題
番号

評 価 の 観 点
ポスけス
ト正答率

進歩率

① 外か ら力を加えた時の水と

空気を組み合わせた場合の

状態の変化を分析的にみる。

455

② 157 159

4
① 圧縮 された空気は、 もとの

体積にもどろうとする性質
のあることがわか る。

545 -112

④ 522 487

②
空気鉄砲の押 し棒と、後玉
との位置関係がわか る。

500 421

②
前玉の飛ぶわけを筒の中の
空気の状態か ら説明できる。

591 550

る問題 (=全正答)で、正答率は 15。 9%と 悪かった。また「水が出る」と答えた子も45.5

%と 少 /4‐ かった。しかし、この問題は水と空気の圧縮についての総合的な問題で、しかも授

業中、直接触れていないことを考えると、プ リテストで 40。 9%、 0%だ ったものが45.5

%,15。 9%になったことは基本的 0基礎的な学習が適用できたと考えるべきかも知れない。

次にプリテス トで 59。 1%だ ったものが、

ポス トテストで 54。 5%と 悪くなった4の①

について考えてみる必要がある。この問題は、

プリテス トでは右のような問題であったのを、

ポストテストで「① 手ごたえがいちばん大きい

のは ?」 に変えて問ねた。当然誤答のほとん

ιま171と 答えたもので、その中には問題をよく

読まず (読んでも)プ リテストで答えた171と

いう正答が残っていて問題の変わったことに

気づかず答えた者が何人か、いや十数人いた

ようである。というのは、一連の問い4の ②

の正答率が 97.7%、 また次の 4の③「 ピス トンがはねかえる (も との位置にもどる)」 の

指摘が 93。 2%も あったことからも考えられる。ところが、そのはねかえるわけの4の④と

なると、「圧 し縮められた空気はもとの体積にもどろうとする (性 質がある)」 と正確に記

述されている者は52.2%と 悪い。

このようにポス トテストの結果を問題別に考察 してみると、不安定で確かな定着とならな

い子どもの姿がみとれると同時に、次のような教授 =学 習過程設計への重要な観点が指摘さ

れ、それに対する準備不足が反省される。

(71単元の学習目標を分析し、何が (各時の)到達すべき目標か明らかにしておくこと。

(イ)目 標達成の形成過程をみきわめ、常にこの過程に問題はないか、改めるべき点はない

かと眼をむけていること。
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(ウ)個 々の子どもが目標に対 して、どこまで達 し、 どこがまだ不十分か、何が未到達の部

分かをとらえること。

lJl)形成過程の調整のための形成評価問題を学習の節々に用意 し、未到達部分をうめるた

めの活動をする。

このように、日標の確認か ら、形成過程の調整までの 4つ の仕事の不十分 さが目立つ とと

もに、できるだけこの仕事を学習者に渡すための学習をする必要が痛感される。

◇グループ別に見るとき

グル ープ別に見るとき (資 料④参照)1班が 52.2%(進歩率 25)と極端に悪い。 特に

C2と C3の進歩率 -7.1と 7.1は、クラス全体から見て も最低である。C2については、 日頃

か ら気をつかい、目にかけて指導 しているものの、夜驚症 といった情緒不安定な面を持ち、

また家庭的にも問題があ り、学習に不適応な言動や状態が多い。担任 との関係はよくなって

きたが、クラスの友達か らは孤立 しSSS(社会測定的地位得点)得点 も-13と 悪い。 (資料

⑦ プシォメトリックテスト参照)そ れだけにこの班 |ま 班づ くりで もいろいろと配慮 し、どの子か

らも信頼されているClに、C2の面倒を見て くれるようたのんで作った。 しか し、Clと C2の

関係にみ られ るように、この班は、もっぱ ら教師の教育的意図に基づ く人為的・他律的集団

である。それだけにグループバ ズを しても、互いに発表は じあっても、今一つ一体感が見 ら

れず Clを リーダーに動いても、C2にかきまわされる班である。c3は c2を 仲間として相入れ

ない方向に動き、理解 しようとする面が少なく、c2の ために班が うまくいかないという被害

者意識を もち、班に対 して不信感を もっている。 このことは本時の学習の後、実施 した参加

度調査にもうかがえる。 (資 料③参加度調査参照)

つまり、グループや全体の場で自分の考え

もよく言えたし、人の考えや意見 も聞けたと
電班 の参加 度 調査

＼ 話 し合い よく聞けたか 発表できたか

Cl 1  0 -1 1  0 -1 1  0 -1

C2 1      0    --1 1  0 -1 1  0 -1

C3 1   0  -1 1  0 -1 1  0 -1

C4 1   0  -1 1  0 -1 1   0  -1

をのぞき、社会共同的な生活 (学習)態度がとぼしい。

グループ編成の仕方については、能力別グループや、グループを目的に即 して力動的に組

み変えるなど、いろいろ考え られるが、自然に生まれた自然的な生活班即学習班の形で、学

習の見通 しを立て、そのコースにそって、ある時は自分ひとりで学習を行い、また班員のみ

んなと話 し合い、必要に応 じては教師に教えて もらう方向で学習を進めてい くべきである。

例えば、何を学ぶかの問題のとらえ方、それをどのように学習したらよいかの手順や方法、

思考方法、学んだことの確かめ方や改善の仕方など、学級の具体的な活動の中で試行し、学
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しなが ら、司会のCをのぞいて他の3人は、

グループの話し合いができていないとしてい

る事実を見ても、集団への凝集性の弱 さが見

られる。それだけに相互作用が十分でなく、

このような結果になったのではないかと考え

られる。勿論、他の班にも幾つかのF.5題点は

あるが、特にこの班の成員については、clを



習と生活を直結させる方向で考えていきたい。

◇ 学級全体 としての効果

全体的に見て、ポス トテス ト72.4%(SD 15.5)進 歩率 55は 、満足すべき結果ではな

い。 しか し、テス ト問題 もプ リン ト2枚 にまたがる分厚い内容で、記述式の個所 も多い (記

述式の採点 も厳 しい)だけに、おそ らくこの程度ではなかろうか。(テスト問題は資料③の1,2)

本実践の前後に、同 じ教授 =学 習過程で実践 した 2ク ラスともポス トテス トの結果が72～73

であったことを考えると、この指導計画では妥当な結果 といえよう。 もっとよい成果を と考

えるな ら、その形成過程を徹底的に分析・修正 し、改善案を考えねばな らない。

プ リテス トの問題を時間毎に切り、ノー トにはり付け、その都度朱字で間違いを正すなど

して、フ ィル ドバ ックの活動も織り込んでの結果で、また、ノー トのとり方等 も大きく進歩

したと見 られるものであったのにと考えると、今後 とも改善 しなければな らない点がまだま

だ多い。特に、先の 4つ の仕事についての教師側の不十分 さが痛感 される。今このように考

察を加えようとして も、 1時間 1時 間の目標が、具体的な行動目標の形でとらえられていな

かったこと、言い返れば、その評価の観点が具体的になっていなかったため、考察さえピン

トはずれになる。本時第3次の%に事前と事後の子どもの変容をとらえようとした試みを資

料⑤としてまとめた。参照してほしい。また、このような仕事を学習者自身の手に渡すため、

子ども自身で自己評価できる手立てを考えての、たゆまぬ研究が十分なされる必要がある。

子 ど も の学習 へ の参 加 度

子どもの学習への参加度を見る場合、子どもの外観的/■
‐
面と、内面的な面の両面から分析。

統合 して見なければならない。例えば、発言回数や操作的な活動等からも見 られるが、ここ

では、本時終了後に実施したアンケー ト調査だけにしぼって考えてみる。 (資料⑥参加度調

査参照)

これは子どもが学習の仕方について自己評価するのである力ヽ (I】ま子どもが教師の指導に対し

て評価 したもの、(IIlは 子 どもの仲間 との情報交換 (話 し合い)の態度の自己評価 と考えてよい。

学習課題は

ややむつか し

か ったと考え

てよさそうで、

1,0,-1と

数字 に置き換

えて処理する

と-2とみられ

以下同様に し

て次のように

なる。

本 時 の参 加 度 調 査 にみ る

i?i.やさしい|      ど  ち  ら  で  も  な い     |ビ ´

すぐにかけた1 少 し 考 え た   l夕 ぢ寒ふ
232 93

わ か つ た  l  ど ち ら と も い え な い 解や
69

き た l  ど ち ら と も い え な い で き な い

25.5

よ く 聞  け  た ど ち ら と も 言え な い   1閣埴な
か

395 488

言  え  た  lど ち ら と も 言 え な い なえ
た

一饉
つ

44.1

下の数字は%

二66-

か
　
　
解

題
　
の
　
　
理

課

　

へ
　
　

の

習
　
動
り
　
明

学
　
活
か
　
説

ｒ

ｌ

ｌ

く

ｌ

ｉ

ｔ

Ｉ

の
　
　
の
　
　
えヽ

プ

い

見

　

考

天
口
意
方

の
表

ル
し

の
き

分
発

グ
話

人
間

自

の

―

‐

Ⅱ



３

　

２

　

４

一
　
＋
　
＋

〈
口

方

表

し
　
き
　
発

話
　
間
　
の

の
　
の
　
えヽ

プ
　
見
　
考

一
　
二思
　
の

ル
　
の
　
分

グ
　
入

自

ｒ

ｌ

Ｊ

ｌ

ｉ

ｔ

Ⅱ

２

　

６

　

０

一
　
＋
　
＋

〈
口

度

具

解

易

り
　
理

難
　
か
　
の

の
　
か
　
明

題
　
の
　
説

課
　
へ
　
の

習

動

師

学

活
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ｌ

ｔ

Ｉ

結果は総合的に見て、教師中心の一斉授業の形態か ら抜けきれず、「 ハイ、ハイ学習」の

痕跡がぬぐいきれない授業であったようにみうけられる。グループでの話 し合いの仕方にェ

夫をこらし、全員が満足する話 し合 いのある授業 (+43)に なる方向にもっていきたい。
｀

なお、その話 し合 し`振 りと子 どもの理解の具合を関連づけ、子 どもの姿を とらえようとし

たものが下表である。右下隅の枠に全員の児童が集中するよう努力 したい。

本時の認知的・態度的目標からみた子どもの状態

合 話 し合い。聞き方・発表の態度や成果を反省 して

-3 -2 -1

「
前

玉
の
飛
ぶ
わ
け
」
を
ど
う
と
ら
え
た
か

①空気におされて前玉は
とぶ。

②空気は圧し縮めること
ができる。

③外からの力を多く加え
ると、空気のかさはよ
り小さくなる。

④圧 し縮められた空気は

もとにもどろうとする。

０
）
３０

６

①

④ 17

① ⑫

41

③ 510

14⑮ ⑩

②①

⑦ ⑩

1822

⑤空気鉄砲の前玉は、圧
じ縮められた空気が、
もとにもどろうとする
力で飛ぶ。

① 29

33①
37

9  GD 25⑭ l⑫
21①

①

④

②

枠の中の数字は児童番号 (○ 印は女子)

6 今 後 の 課 題

本時中ノと`の授業研究を、せめて単元のまとまりで研究 ヒノてみようと、教授 =学習過程を設

計 し、目標達成の形成過程をみてきたが、目標の確認か ら、形成過程の調整まで、まだまだ

不十分な点が多い。今後はこ6D不十分な点にきめ細かい実践の うらづけをとっての授業研究

を進めたい。そして、これ らの仕事が学習者である子ども自身の手でなされる方向で、その

手だての研究に今後の課題を置き研鑽 したい。
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おいよくとばします。

各 5点 〔10〕

とび出す 。

(○ )

おしぼう
/

前玉
後玉

① 紙の玉のつめ方は、② o④ o②のどれがよいですか。

( ④

<資料 3の①> 3年

0<空 気でっぽうのとばし方がわかる。……1)>

1)空 気 で っぽ うをつか って、 玉をい き

○ 後玉と前玉の 2つ が、いきおいよく

○ 後玉が、つつのまん中にのこる。

○ 後玉が、つつのはしにのこる。

鑢
　　　　　　　　　」
蜘

ど
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ヽ
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ゆ一彿
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∫

ノ
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／
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ヽ

ヽ

●<空 気でっぽうの玉を飛ばすものは、空気であることがわかる……③④>

③  下 の絵 の よ うに 、玉 をつ めたつつの さきをゆ びでお さ

え、水 の中に入れて ゆびをはなす と、 ど うな りますか 。

あわがでる。

(空気がでる)

④ ③から、前玉と後玉の間には、何が入っていることが

わか りますか。

空  気

⑦ 水でぬらした玉を、ゆるくつめる。

④ 水でぬらした玉を、きつ くつめる。

② かわいた玉を、ゆるくつめる。

②

④

②

○

理科 単元 F空気で っぽう 」プ リテス ト

3年 ( )組 名まえ(       )

●<玉 がとぶときの筒の申の様子がわかる。・・…・⑤③>

⑤ おしぼうをおしていくと、前玉は、後玉が⑤ .〇 .◎

のどのいちにきたときにとび出しますか。

臨闘受ヨ圧
===】

     ( 
° )

⑤

○

○

⑥ 後玉が、②と○のあいだにあるときの、つつの中の

空気のようすでよいものに○をつけなさい。

④ (  )お されて少なくなっている。

○ ( ○ )お しちぢめられている。

○ (  )つ つの外に出ていった。

3)水の中に空気で っぽうのさ

ます。

きを入れ、おしぱうをおし

各 5点 〔10〕

① おしぼう

すか。

/おす

をおすと、②.⑦ o② のどれのようになりま

( ②  )

②①
弦
　
　
　
　
　
　
一
』

の こ とか ら考 えて 、前 玉が とぶ のは ど

で つぽ うの とぶ わ けを まとめな さい。

空気が お しちぢめ られて 、

前 玉 をおす。

(億根l撃百貨きII:『

ことが
)

っぼうの前玉は、おしちぢめられた空気がもと

力でとぶことがわかる。……・3)①②>

うしてか、
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<資料3の②>  3年 理科 単元「 空気でっぱラ 」プ リジス・卜

お
す
前

4)ら ゅうしゃきに空気を入れて、

た。

ピス トンをおしてみまし

各 5点 〔20〕

空気

消 しゴム

① 手ごたえがいらばん小さいのは、② .④ .②のどれで

すか。

(  ②   )

② 空気がいちばんおしちぢめられているのは、② .④ .

②のどれですか。
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ピス トンをおすと

りますか。_

各 5点 〔10〕

¬
おす前

ピストンは② o④ o② のどれにな

○

-69ニ
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ら、空気 と水 のお しちぢめ られ方 の ちが

tヽ 。

はお しちぢめ られ るが

お しちぢめ られない。

違いについてわかる。・・・…6)>

に空気と水を半分ずつ入れて、ピス トン

各 5点 〔10〕

の正しいものを②～○の中からえらんで

なさい。

空気

水

消 じゴム

② ①の答えのわけで、正しいものに○をつけなさい。

② (  )空 気 も水もおしちぢめられてかさがへる。

④ (  )水 だけがおしちぢめられてかさがへる。

② (○ )空 気だけがおしちぢめられてかさがへる。

○ (  )空 気 も水 もおしちぢめられない。かさも

へ らない。

●<外から力を加えたとき、水と空気を組み合せた場合の状態の変化

についてわかる。……7)>

7)図 のようにして、ちゅうしゃヽきのピストンをおしまし

各 5点 〔10〕

ストンをおしたまま、

チコックをはずすと、

なりますか。

水 が 出 る

② ①のようになるのは、どうしてですか。

注射器の空気がビンの中へ入り、おしちぢめ

られて、もとにもどろうとして水をおすから。
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第 3学年  理科 単元「 空気でっぼうJ プリ・ポストテスト結果表
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認知目標の度合……。
「前玉の飛ぶわけ」をどうとらえたか。

空気におされて前玉は飛ぶ。

空気は圧 じ縮めることができる。

外か らの力を多 〈加えると、空気のかさはより小さ くなる。

空気鉄砲の前玉は圧 じ縮められた空気がもとにもどろ うとする力で飛ぶ。

水と空気では空

気の力の方が強

い ,空 気の力で

とぶ

手でおすか らと

餅 ④ 佗Ol 釧 ⑤

前玉は空気のカ
でとぶと思 う

後か ら空気がつ

いてくるから9 ①
Ｉ

④ ④

勢いでおすか

らとぶ

後玉と前玉の間

に空気があって、

空気がお し棒に

おされてとぶ ,

水はちぢまない

124/1 い l④ い l⑤
空気がでないよ

うに玉をつめる,

空気がおされて ,

空気がちぢんで

とぶ

231
空気が玉をおし

ている②
こ

⑤ ④

空気の出る場所
がないから玉を
おす

前玉がでるか ら

0 ⑤ 餅 ④

空気 の力で とぶ ,

空気 が もれ な い

よ うにす る

127) 981 水より空気の方

がよくとぶ ,空

気が外へでると

とば /A‐ い
? ?
⑤ ⑤

左端 また は上 の数字 は、児童 の

番 号 。
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Ｉ
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前玉は空気のカ

でとぶ ,空気が

かたまってお し

だす

前玉は空気のカ

でとぶ ,空気が

ちぢまなくなっ

てとぶ

餅 ④ 餅 l⑤

前玉は空気のカ
でとぶと思う

侶21 前玉は空気 のカ

で とぶ ,空気 が

もれ る ととば な①
Ｉ

②
Ｊ

④ ④

後玉が空気をお

すか らとぶ ,空
気の力でとぶ

空気が玉をおし
たからとんだ ,

玉はすきまのな
いようにつめる

空気が もれない

ように玉をつめ

る ,後玉がおし

ているか らとぶ

空気がおしちぢ

め られるか らと

ぶ ,空気が もれ

るととば /4‐ い

空気がおしちぢ
められるからと

1361 3 ⑤ 餅 ⑤

前玉は空気にお

されてとぶ ,空
気が入 っている

か ら音が してと

851
空気がお しちぢ

め られてとぶ①
ｌ

②
↓

⑤ ⑤

空気が玉をおす ,

空気 の力 で玉が

とぶ

空気の力 ,空気

がお しちぢめ ら

れる ,空気がは

みだす

空気 の力 で とぶ ,

空気 はか るいか

らとぶ

空気がお してい

るか らとぶ ,空
気がでたらとば

空気がお しちぢ

め られているか

らはれつすどの

といっしょだか

らまんぷくでとぶ

餅 ⑤ 1391 Э5 ④

おすからとぶ
にOl 空気がちぢめ ら

れて前玉がとぶ ,

空気が もれると

とばない

⑤
こ 9
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空気がで るか ら,

空気 が ぎゅん ぎ

ゅんにつまるか
らとぶ

空気であわがで

る ,空気が玉と

いっしょにおさ

れる

③ ④ ひ ⑤

空気 をおす ,空
気が ちぢんで玉

がおされる ,だ
んだん空気がち

ぢまる

空気が入ってし

るか ら
９

）
9

⑤ ④

空気が外へ行 く

勢いでとぶ
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「＝Ｙ↓
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後玉をおすから

空気の力でとぶ ,

空気がもれると
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l161 Э ④ } ④
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と後玉の間の空
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後玉をおすから
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こ
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「 よびこめ」の授業から

1 4年 生 の子 ど も とバ ズ学 習

バズ学習を行 う場合、子どもたちの話 し合い活動が活発になされ、しかも充実したもので

なければその成果を期待することができない。そこで私たち 4年生では、「助け合い、教え

合 うなかで気づき、わかるまで考える」という学習に対する積極的な姿勢をねらいとして、

自分か ら進んでひとり勉強に取 り組め、さらに深め、広められるようになってほしぃと特に

願っている。 この願いを授業において具現化するため、私たちは本題材を選んで検証しよう

としたのである。

2 実 証 授 業 指導 計 画 と実 践 の概 要

(1)教材の取り扱い

図書館に足を運ぶ子ども達の読書傾向は、科学的な読み物よりも童話を好み、かなりの

長文 も読破するようになった。また、少しでも多 くの子に読書の楽しさを味わわせてゃ り

たいと思い、 3年生の 3学期に即分間読書を家庭学習に位置づけた。 しかし、 1冊の本を

読み通すことができない子、また、読み通すことができても、主題にせまり感想が持でな

い子などまだまだ多 くいる。

そこで、この「 とびこめ」を学習することによって、登場人物や場面の情景について豊

かな感想を持 ら、自分の考えをはっきりさせて書 くことができるようにさせたぃと考えて

いる。

この作品は、穏ゃかな船旅の甲板上に場面を設定し、おどけたさるをむきになって追い

危機におらいった少年と、それを一瞬のうちに状況を半J断 し、決断して救った父親の姿を

外か ら映画のカメラで追 うように描 き出している。 したがって場面の様子を思い浮かべ、

人物の動 きを読み取るには格好の教材である。

各場面の状況や人物の動 きを客観的に読み取 り、船長や少年の人柄をとらえることが学

習のポイントとなるが、特に感想を持たせながら読み進ませるように仕向けたい。各自の

感想を十分に読 し合わせ、深めさせていくことによって主題にせまり、考えのはっきりし

た感想文を書かせたい。

ω 学習目標と学習計画

認知的 (1)そ れぞれの場面の情景を思い描きながら人物の行動を的確に読み取 り、人物像

をとらえることができるようにさせる。

9)人物や主題について感想を持 ち、自分の考えをはっきりさせて感想を書 くこと

ができるようにさせる。

態度的 A読み物を読む楽 しさを進んで見つけようとする。

B自分の考えをもとに、友だちと比べながらさらに深 く読 もうとする。
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つ

次 容内導
ヒ
日 題課習学 日寺

第 1次

第 2次

第 3次

第 4次

第 5次

第 6次

第 7次

事前テス ト(プ リテス ト )

「 とびこめ」の文章を読んで

学習のねらいを理解 し、学習

計画をたてる。

漢字の読みや言葉の意味を調

べる。

初発感想文を書 く。

それぞれの場面の情景を思い

浮かべながら人物の行動を読

み取る。

アさるの単純ないたずらから

少年のとまどいが怒 りに変

わ り、だんだんと危険に近

づいていく様子を読み取る。

イ・ 一瞬の うちに状況を判断

し、決行した船長の態度、

気持ちを読み取る。

・ 40秒間の船長の気持ちを

読み取る。

ウ人物や主題について感想を

持つ。

観点を決めて感想を書 く。

人物の行動を的確に読み取 り

人物像をとらえることができ

たかどうか。自己評価させる。

自分の力をためそ う。

プ リテス トの結果か ら、これか らの大まか

な学習課題を考 えよう。

わからない漢字、言葉を調べよ

読んで思ったことを書いてみよ

つ Q

アはじめは楽 しんで航海していた人たちの

気持ちが、さるにぼうしを取 られてか ら

どうかわっていったのか。

イ・ 「海へ海へす ぐとびこむんだ。 うつ

ぞ。」「 とびこめ。でないとうつぞ。一、

二。」と言った時の船長の気持 ちを考えよ

う。

・ ynt長が何かのどをしめられたように、

とつ然 うめき出した時の船長の気持ちを

考えよう。

ウ作者はどういう気持ちでこの物語を書い

たのか考える。

「父親である船長」の言葉の意味を考えな

が ら、学習後の感想を書こう。

まとめのテス トをする (ポ ス トテス ト )

3

本時

皓)

3 授 業 実 践 の概 要 (第 7時 )

(1)本時に至るまでの指導

第 7時までの指導の基本 として、それぞれの子どもが与えられた課題に対 して、自分な り
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の考えや意見を持つこと、また、友だちの意見について理解できなかった点、疑間に思 うこ

となどを明確にし、それをノー トすることに力点をおいて学習 させた。 これらのことは、こ

の単元の最終目標 としての「登場人物や場面の情景についての感想を持つこと」の学習に至

る前段階の学習として必須の ものであろう。

121 本時の授業経過と実践記録

◎ 第 1分節「学習課題の確認」 (5分 )について

Cl今 日は「海へ海へすぐとびこむんだ。 うつぞ。」「 とびこめ。でないとうつぞ。一、二。」

と言った時の船長の気持ちを考えるのだと思います。みなさん、どうですか。

全 そうです。

Tlそ こは、どこからどこまでを考えたらいいのかな。 どこの場面ですか。

C2第 3の場面

C3 7第から10,番

T2 7番から19番 まで考えたらいいんやな。 じゃ、はじめに自分ひとりひとりで本を読ん

でみようかな。 1度、読んでみましょう。

T3読みましたか。そしたら、昨日書いたノー トを開けて、作日書いたことよりもっとこ

んなことも考えたな。 じゃ、これで自分の考えはいいかな、ということをちょっと見直

してくれる?自 分のを読みながら、こんなことを言おうかな、ということを考えながら

もう 1度確かめてください。

T4も う見直せた ?

C4は いO

T5じ ゃ、グループで今書いた考えを、みんなにわか りやす くお話 ししてあげてほしいと

思います。 それか ら、友だちはどんなことを考えているかな、ということをよ く聞いて

あげてほしいと思いますg国語係 さん、よろしいか。

◎ 第 2分節「 グループの発表」 (約 10分 )

T6じ ゃ、約束の時間が過 ぎましたので、できなくてもス トップします。それで、あとで

みんなで話してもらいます。言えなかった分は、みんなの前で発表してもらおうね。そ

したら、グループでどんな考えがでてきたか発表してください。

1班  「海へ海へすぐとびこむんだ。 うつぞ。」と口で言う.て いても、本当はすごく心配な

んだというのと、「 とびこめ、でないとうつぞ」と言ったのは、ただ助けるためだけ

でなくして、勇気をつけるためでもあったんだと思います。それは、息子を助けるの

に鉄砲まで使って「海へ海へす ぐとびこむんだ。」と言わなくても、「 とびこんだ方が

助かるぞ。」とかそういうふうに言って も助かるのに鉄砲までやったからです。

2班  84ペ ージの前から2行 日の「 40秒 後、みんなには長い時間のように思われました。」

の所で、どきどきしたというのと、82ペ ージの後ろから3行 日の「海へ海へす ぐとび

こむんだ。 うつぞ。」という所でそう言ったら、とびこんでくれて助かるかもしれない
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と思って打 とうとしたというのがでました。

3班  「海へ海へすぐとびこむんだ。 うつぞ。」と言ったのは本気でないとぃぅのと、譴ペ

ージの前か ら2行 日で「 40秒後、みんなには長い時間に思われました。」という所で、

船長は浮 き上がってくるまではとても不安で、上がってきてか らはほっとしたと思ぃ

ます。それは、あんな高い所から落 ちて40秒 FHZも 体が浮いてこなかったからです。 と

いうのと、83ペ ージの父親が「三」と叫ぶのと同時に少年はまっさかさまにとびこみ

ました。 という所で、船長は心配したと思います。それは、自分の息子が鵜解もの高

い所からとびこむのだから、その息子は船長にとっても大切なものみたいだからで丸

4班 一つは、船長はマス トにいる息子を見てびっくりして、危いぞと言 うかわ りに鉄砲

を向けたというので、次は、40秒の間、船長は死んでいると思います。最後に今と同

じ所で、どうなるかなと思っていると思います。

5班  83ペ ージの前から 1行 日の「 とびこめ。でないとうつぞ。」の所で、船長はうつつ も

りで言ったのではないと思います。

6班 高さ40“ もある所か ら船長がとびこめといった時、少年は12歳 にもなっているか ら

その時大文夫だと思 う気持ちを持っていたと思います。それともう一つは、船長は少

年がかわいそうだと思っているけれど、しかたなく「海へすぐとびこむんだ。 うつぞ

。」と、そういう気持ちで言ったんだと思います。

7班 一つは、かわいそうだなと思っていたと思います。それは、まだ子 どもなのに、40

解もの高い所からとびこめと言ったか らです。あと一つは、心配な気持 ちで言ったと

思います。それは、もし死んだとしたら、せっかく苦労 して育ててきたかいがないか

らです。

8班  少年が海の中へ もぐりこんだ時は、心配だったと思います。それは、海の中へ沈ん

で死ぬか もしれないからです。 もう一つ、少年が引 き上げられた時は、船長 も安心し

たと思います。それは、死ぬか もしれないと心配していた少年が助かったか らです。

息子に鉄砲を向けた時は、足がす くんでいたと思います。海へとびこめと言 う時もあ

せっているようだし、うめき出したの もそのせいだと思います。それに船長は、水夫

達よりももっと40秒が長 く思えたと思います。

9班 82ペ ージの前か ら9行目の「海へ海へす ぐとびこむんだ。 うつぞ。Jと いう所で、少

年に死なないでくれよという気持ちでいっぱいだったと思います。

◎ 第 3分節

T7た くさんでてきたなあ。 グループの中やったら、こんなこともあったなあ、こんなこ

ともあったなあ、私考えてへんかったことをあの友達は考えてはったな、とぃうことが

あっただろうと思います。 これから、おたずねとかつけたしとか言ってもらいましょう。

全 はい。

C5し んじ君が、おどかしで「海へ海へとびこむんだ。 うつぞ。」ということを言っている
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と言ったんですが、もうめらゃくちゃにしようという気持ちで、それで何でもいいから

助けるということを船長はやっているんですか。そういう気持ちで船長は息子を海へ と

びこまそうとしたんですか。わか りましたか。

C6ぼ くは、82ペ ージの前から6行 日の「船長はかもめをうつために鉄砲を持ってきまし

たが、マス トの Lの息子を見るといきな り、息子に鉄砲を向けて叫びました。 という所

で、おどかしだと考えました。

T8こ れについて、しんじ君がこう言ったけども、どういう気持ちで船長さんが言ったの

かな。これについて考えていきましょう。

C7ぼ くは、驚かすつもりでなく、少年を見たらマス トの所で、落ちたら危いから、それ

で船長は少年に「海へ海へすぐとびこむんだ。 うつぞ。」と言ったんです。

C8足元をふ らふらさせて船の上に落ちたら、粉みじんに死んでしまうので、海だったら

死んだりはしないので

く他に よく似ての声 〉

C9出路君のを聞いてちょっとわかったんですが、甲板の所に落ちたら紛みじんに死んで

しまうので、船長は「海へ海へ とびこむんだ。」と言っている。海だったら甲板の所より

ましだから、そう言ったと思います。

T9海だったら助かるか もしれないと言うのね。

C10ぼ くは、宮田君、富田君、奥井君と同じで「海へ海へとびこむんだ」という所までは

驚かしではなく本気になっていて、うつぞというのは、 2班が言ったようにうつつ もり

はなかったんだと思います。

◎ 第 4分節 本気論争

Cllそ んなに簡単に言えることではない。 自分の息子に「海へす ぐとびこむんだ。 うつぞ

。」とは言えない。それは、息子がとびこんで浮かび上がってこなければどうしょうと思

つているので本気ではない。

C12本気の方で、「海へす ぐとびこむんだ。」とぃうのは本気で言った。それは、お りる場

所がないからです。

C13本気ではないと思います。少年はこわいと思っているか ら、少年の方 も船長が出てき

た時はこわいと思っていて

C14本気ではない。 もどるのがむずかしいから海へとびこめと言ったのだと思います。

C15本気で言った。本気でなかったのなら、息子を助けたいと思って、どんなことをして

も助けたいと思って鉄砲を向けた。

C16本気だったと思います。 ここまで大事に育てたからどうしても助けたかった。自分の

息子だったか ら助けたかったんだと思います。

C17本気だったと思います。息 子はちょっとしたことでもふらふらしてびっくりさせるの

で、勇気をつけようと思っているのだと思います。
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察考4

T10勇気をつけさすために鉄砲を向けたのね。

Ci8よ く似て、つけたし。 どうちでもあるんだと思います。「 うつぞ。」という所は本気で

はなくて、「海へ海へす ぐとびこむんだ。」という所は本気だったんだと思います。その

わけは、「 うつぞ。」と言ったのはほんのおどかしで、本気でうってしまったら自分の息

子が死んでしまうからおどかしといて、「海へ とびこめ」というのは本気で、もしとび

こまなかったら甲板にたたきつけられて、粉みじんになってしまうからです。

C19船長が息子に鉄砲を向けた時は、本気ではなかったと思います。それは、自分の息子

だし後継 ぎさせなければならないし、82ペ ージの「海へ海へすぐとびこむんだ。」と言っ

た時は、船長はおびえているような気がしたし、自分 もマス トの一番上からとびお りる

のはこわいし、とびこますよりいい考えはないか ら、死なないようにと思って言ってい

るので、本気ではないと思いました。

C20本気で言ったのだと思います。助かるうちは海へとびこんだ方がよい。 40解 でも30″

でも高いのでそこから落ちたらたいへんなので、海は水しかないので助かるので、本気

で言ったのだと思います。

C21本気ではなかった。自分の子どもだか ら、そう簡単に言えるものではないので本気で

はないと思います。

C2240″ もあるのに、冗談で言ったら足を踏みはずし、息子を助けられないので、本気で

言ったのだと思います6

C23本気で言ったのです。少年を12歳 まで育ててきたかいがないか らです。

C24自 分の息子なのに冗談で「海へとびこめ」と言っていたら、船長は自分の息子を大切

にしていないということだし、助けなければいけないと本気で思っているので、本気で

向けたと思います。

C25伺 とか助けたいために言ったのだと思います。

一一 と、本気・本気でない論争が続いたが、最後は子どもを助けたい一心である船長=

父親の心境を読み取 っていった。

″単元を計画するにあたって目標は
｀
自分の力で読み通し感想を持つ ″ことにおいた。全体

の学習計画として、まず通読 してあらすじをつかむ。そして読んでいくうちに、自分の問題

点や疑間を持つこと、次に読み通した印象や感想を書 く初発感想文を書 くことから始めた。

教材と子どもが出会 うイメージである。

初発の感想文をもとに、ひとりひとりの読みの印象が出され、その後本文をさらに追求し

て読む姿勢や読みの目あてが、学習問題 (課題 )と して出されてくるのである。その学習問

題をもとに、教材をくわしく調べあげ、最初の問題が次第に手がか つを
j_iえ られわか り出し

てくるのである。子ども達からいろいろな読みがl島 され検討され、集団としての筋の発展の

方へ流れていく。
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「 とびこめ」の作品をこのように計画し、読みの姿勢は問題解決学習をとった。初発感想

文を重要視し、ひとりひとりの子どもが、作品と出会ったその瞬間を出発点とし、その中で

作品がどのように読まれ、位置づいていくかを追ってみた。読み手によって関心 もちがい、

追求したい問題も微妙に違 っている。 さらに感動する場所なども同じではなぃ。それをどう

授業の中でか らませていくのかが私達の課題であった。最後に読み終わっての感想文を書い

た時点で、自分の初発の感想文と比べて、追求してみたい課趨が深まったかどうか、心の中

に伺か変化がおきたか、読みの深まりが見られるかどうか自己診断させてみた。作者が自分

にもたらしたものは何か、自分の心にどのように印象づいているのか、自己評価 させ、ポス

トテス トでも点検 させてみた。

この単元を通 じて、大事にしてきたことの一つは、「書 くことJである。最初に初発の感

想文に教材に対 しての自己の読み取 りを、意識化 させた。書いたものを基にして、話し合い

活動 (グ ループバズ :全体バズ )を通 していく中で、さらに書き加わるものを大切にさせ、

自分の読み取 りが深まっていく過程を、意識させた。

☆ 書 ぐことを通 して

主体性を高め、思考力を伸ばすには、書 くことを通 じて大 きく飛躍する、主体的に学習す

るため、読みを深めるためのノー トの指導のあり方を追求 し、書 くことの意義及び書 く力を

伸ばす指導のあり方をさぐっていった。主体的な学習は、自分の考えをはっきり持ち、自分

の計画に従って、納得しながら学習を進めなければならない。 このためには、書いて考え、

考えて書 く場がぜひとも必要である。書 くことによって考え、自分の書いたあとをふ り返 り

ながら、より考えを明確にし、学習のし方を発見していくことができる。

課題解決学習を進めていく中で、ノー トによって自分の考えを確認 し、それをもとに発言

し、バズが終わったあとで、読みふくらめを書き込んでいった。書 くという行為を通して自

分の考えを直視し、確かめ、さらに新しい発展へと生まれかわってくるものだと考えている。

また、自分の考えをノー トすることによって、その考えがはっきりと意義づけられ、友だち

との考えの違いもはっきりしてくると考える。

ノー トは、必要に応じてとりはずした り、つないだり、つけ加えた り、1頂序をかえた り自

由にできるようにした。 これによってノー トを自由に使 うことができ、工夫して使える。ま

た、教師 も簡単にノー トを集めることができ、子どもがどのようにノー トを使っているか、

どんな考えや疑間を持っているかがつかみやすいのである。提出させたノー トに目を通 し、

つまずきや疑間としている点を見つけ、学習の中へ組み入れたり、学習の切り込み国として

いくのにいかした。 また、ノー トに朱書 きで、ひとこと書 き入れることによって、ノー トを

通 して、子どもと教師のふれ合いが生 じ、心の通い合いが、主体的な学習へ と通 じていくも

のだと思っている。

☆ グループバズと全体バズ

本時の学習は、課題確認一本読み一ひとり学習の確認―グループバズー全体バズという形

でおこなわれた。 ところがグループバズは、自分の考えをグループの中で、もう一度確認す
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るという形で、自分の意見を言 うだけにとどまっている。教師の意図は、本時の課題解決の

場を全体バズにおこうとした。全体バズを活発に行わせるために、グループの中で自分の意見を

はっきり言わせておこうとしたのである。そして、グループの構成員が 4名 であるために、

視点がはずれたグループバズがされるのではないかといった危惧があった。多くの意見を聞

くことによって、多角的に課題解決がなされることを、願ったのである。 このような問題は

どの学習にもついてまわる。いつ も私達は、グループバズと全体バズのどちらに重点をおい

ていくかが、問題にされている。課題解決をめざすには、バズの質というの も問題にされる

ものだと思うが、本時の授業のグループ内での発言回数は、少ないように思われる。本時の

学習では、グループの中での意見交換をもっとさせたうえでの全体バズ、グループバズの方

向を修正し、もう一度グループに返すといった全体バズの方法 もとれたのではないかと考え

る。私達は、本時の学習経験か ら、もう一度、一授業の中のグループバズの内容 と位置、全

体バズの内容と位置、その関係について再考してみる必要がある。

☆ 0児のノー トか ら

初発感想文で子ども達は、登場人物の誰に焦点を合わせて書いているかを調べてみた。す

ると、少年に対 して20名 、船長に対して18名 、さるに対 して 4名 、船員に対 して 2名 、とい

う結果である。その内容を概観 してみると、船長は「やさしい、子ども思い、なぜ鉄砲を向

けたのか」、少年は「勇気がある子」、さるは「お もしろいJ、 船員は「 もっと早 く注意 し

てやったら」 という所にまとめられた。 このように読み手によって、いろんな視点があり、

主題からのずれが見られる。そこで、そういった子どもの視点を焦点化 していく意味におい

ても私達は単元の最初に初発感想文をもとにして、話 し合い、「課題作 り」をするのである。

この時点で、子どもの視点は深まりを見せ、主題にせまっていこうとする態度がつくられる

と考える。そして、課題解決の学習を進めていくごとに、子どもは主題にせまわ、深みのあ

る考えをもつようになっていくと考える。 ここで、O児のノー トを見なが らもう少し考えて

みたい。

O児の初発感想文 一―「主人公は、さるだと思う。 さるがぼうしをとらないと「 とびこ

め」という題がつかなかった。とびこんだときは、はらはらした。

本時のひとり学習

本 時 の あ と

最 後 の 感 想 文

たすかってよかった。

一  「船長はむすこをテス トをした。むす子が強い子か、弱いか。」

一  「 むすこに勇気をつけるために鉄砲を向けたのではない。たすける

にはとびこますしかない。」

一  「船長はよく考えて、「 うつぞ。」といったと思 う。 このせん長は、

きびしい中に子をまもるというきもちと、やさしいきもちが入って

いる。 こういうのを親子のあいじょうというんだなあ。J

このように、初発感想文では、さるの方に目がいっていた子どもが、ynt長の行動に対して

考え言及できるようになっていくのは、「課題づくりJを した時に、視点が広が り、それぞ

れの課題を具体的に解決していく中で、友だちの考えと自分の考えをつきあわせながら、考
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えを深めていった結果だと考えられる。

☆ プ リテス ト・ポス トテス トの結果か ら

各設間別に考察すると、言語事項よりも「読むこと」の方がのびが少な く、その中でも

「指示語からおさえた場面」が 45。 7%～ 62.9%・ 叫びの中にこめられた気持ち40%～ 74.3

%と プ リテス トからののびが低かった。 (以下資料 1参照 )そ の原因はヽ学習内容 (子 ども

の課題解決の中心 )と プリテストの設間が一致しなかったために生じたのだろうと考えられ

る。今後学習に入る前に、テス ト内容をよく吟味し、子どもの課題とより近よった問題を提

示していく必要があろう。

また児童の考察で、 C12児は男子であるが、性格的におとなしく、生活力 も低 く、基礎学

力不振な子である。また、学級の仲間にも入っていきにくい子である。グループの他の 3人

の子どもたちは、この子のペースに合せて待ってやった り、援助してやった りする姿勢 もで

きているが、 C12児 は相互作用の中に入 りきれない。 したがって、進歩率が 23.5%に とどま

ったと思われる。

C3児の進歩率が 0%で あった。 この子は特に国語における読解力は不足しているが、生

活力は旺盛であり、体育 。図工などの教科での活躍は目ざましい。 しかし国語・算数の学習

では相互作用の中に入っていけない面 をもっている。 C18児 についても同様なことが見ら

れる。

C5° C7については、このグルニプの中に進歩率 100%の C6カれ る`が、C5の進歩率は

Ю%、 C7は 64.3%である。 Cも は国語力に優れているが、他の子を説得できるような話 し

方が うまくできないため、C6の考えが他の成員に転化 されず他の子どもの進歩率が低いも

のにとどまったように思われる。

C9は 35名 中 1名 だけ進歩率がマイナスになってしまった。 この子は努力家であり、授業

中も熱心に取 り組め、話し合い活動にも進んで参加 している子である。 しかし、プ リとポス

トを比較 してみると-25の進歩率である。その原因は、ポス トテス トで深 く考えす ぎた り、

また授業中に他の子どもの考えを聞くうち、最初とはちが う考えが深 く入 り込んだために、

妥当な考えに及ばなかったのではないかと思われる。

次に、 7班では進歩率が75%に及ばなかった子どもが 2人いるが、このグループは性格的

に強い、協力しがたい子どもが集まったグループである。そのため、バズが うまく進まなか

ったことが原因し、低い進歩率 しか示 さなかったのだと考えられる。 この班に対しては班の

態度目標を決める時に、人間関係を改善していけるような目標をたてていくよう指導してい

るが、教師の意図した人間関係は達成 されていない。今後、個を出しすぎないで協力的なグ

ループになってくれることを願い、人間として協力できる人間関係を作 りたいと考えている

グループである。

7班 とは逆に 8班の進歩率が全員100%であるのは、人間的に協力性があ り、温和な子ど

も達が集まったグループで、バズもスムーズにいき、成員間の相互作用がうまくいったため

高い進歩率を示したのだと思われる。
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(※  グループ編成は、 3年生の間に一度も一諸のグルニプになったことのない友達同志

で作ったグループである。)

5 今後 の問題 点

「物語教材」の学習をする時t言語学習を基礎にした読み取 りの学習が重要になってくる。

子ども達は、その読みの学習を表現活動、「感想文」として表現する。そこで私達は、単元

の目標と子どもの初発感想文を検討し、課題を設定し、ひとり学習一グループバズー全体バ

ズという形式をとりながら学習を進めてきた。こういった学習活動を通して、感想文の内容

を深め、読み取る力をつけていこうとしたのである。「読む」ということは、「一つ一つの

語句を大事に取 り扱いながら、表現に即し表現 を大事にして読む。」ということが言われてい

る。だか ら、表現に即 した形で、子 どもが発言 し、話し合っていけるような課題を設定 して

いく必要がある。それは自分の意見な り考えが、文章表現のどの部分にかかわっているのか

を、はっきりと指摘できるような課題でなくてはならない。

「 とびこめ」という作品は、二人称客観の視点か ら描かれたものであり、読むものは、映像

を見ているような形で物語が進行する。そこでは登場人物の内面を描いた表現がなく、あく

まで、「客観」的に描かれているわけである。 こういった性格を持つ作品に、「船長の気持

ちを考えよう。」という課題は妥当だったのであろうか。私達は目標を持ち学習を進めている。

だから、その目標に焦点化 された課題作 り、子ども達にわか りやす く、表現 しやすい課題作

りをしていかなければと考えている。「物語教材」を扱っていくとき、私たちは、よく内容

を吟味し、文章表現に即した形で考え、発言していけるような、「課題」の設定が行なわれ

るよう一層の努力をしたい。

人間関係の改善をめざすために、私たちは、毎時間の授業のなかで、課題の意識化ととも

に態度目標の意識化 も決して忘れてはならないものである。 ともすると私たちは、認知的な

目標に対 しては子どもたちに意識化 させようと努力するが、態度的な目標の意識イヒに対して

は、軽 く取 り扱ってしまうところはないだろうか。そういったところを反省し、認知的目標

と態度的目標とを同等の視点でとらえ、授業をすすめるように努力 しなければならない。
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<資料 1>  プ リテ ス ト・ ポ ス トテ ス ト結 果

(上欄 プリテスト 下欄 ポストテスト)
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<資料2>
参 加 度 調 査 結 果 (イ はい  口 どちらでもい  ヽ ハ いいえ)
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<資料3>      初 発 感 想 概 要
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「

5年生 算数科「整数の性質」の授業から

1 5年 生 の子 ど も とバ ズ学 習

見るからに高学年 らしくなった/と は言 うものの、休み時間のチャイムが鳴ると学習 もそ

こそこに外へとび出したい。遊びには大声をは りあげて夢中にな り時間のすぎるのも忘れる。

その反面、係や当番でl_A学年の給食準備には、慣れない手つきでどの子にも落ちなく配れた

かを目をサラにして頑張ったり、掃除の リーダーとしてお兄さんお姉さんぶ りを発揮する。

こうして、児童ひとりの内に於いてはまだまだ子どもっぼく、外に於いては高学年としての

自覚 もどうやらできてきたところである。

学習面でも、本校が学力と人間形成の同時達成をねらったバズ学習の中で育ち、 5年 目を

むかえるわけだが、その基本 とも言うべき話 し合い活動についても、まだまだ未熟であった

り、取 り組みに落ち着 きや根気に欠けるなど、私達の指導の未熟さもさることながら、子ど

も達自身の学習へのかまえといったものに、まだまだ問題がある。

こうした子 ども達にも、たしかに自分の考えを人に伝えたい、そして認めてもらいたいと

いう願いを持っている。私達は、そうした子ども達の願いを十分に理解 し、質的に高まろう

とする高学年の児童において、自場が主体的 lF_問 題を発見し、自分達の能力を最大限に発揮

しなが ら解iitし ていこうとする学習へのかまえ、友達どおしみが き合い深めていくことの価

値 を体得 させたいと願っている。そうした意味あいからも本年度は特に「 ひとり勉強にくふ

うをこらし、自分の考えに根拠を持って学習に参加しようとする子 ども」ということをめざ

し各学級で、個と集団の統合の具体的な指導に当たることに力を入れて、学力と人間形成の同

時達成をねらったバズ学習に 1歩でも近づきたいと考えているものである。

次の記録は、こうしたかまえで取 り組んだ実践授業の一例であう、いろいろと問題を含ん

だものではあるが「バズ学習の追求」の一つの素材として提示するものである。

2 実 証 授 業 指 導 計 画 と実 践 の概 要

(1)単元名 整数の性質

(21 単元目標

認知的

(1)整数をある整数でわった余 りに着目して整数の集合を分類し、その特別な場合として、

整数は奇数と偶数に類別できることを理解 させる。

(2)観点を決めるとき、整数はいくつかの集合に類別できることを理解 させる。

(3)整数の分類をすることによって、倍数、約数について理解 させる。

(4)集合の考えを用いて、公倍数・公約数について理解 させる。

態度的

A 集合の考えをもとに、偶数・奇数・倍数・約数・/Ak倍数 。公約数など、整数の性質を
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知 り、問題 を解 こうとする。 ‐

B 先ず 自分の考えをしっか りさせ、友達の考えと比べなが ら話 し合い、互いに協力 して

問題 を解 こうとす る。

(3)指導にあたつて

整数にういては、前学年までに数範囲 そ億 1兆まで広 げ大 きな数についての命数法・記

数法について学習 し、その しくみや相対的な大 きさについて理解 している。

この単元では、‐整数 をある観点か らい くつかの集合に類別で きることの学習 を通 して整

数の性質を理解 させた り、約数や倍数などの意味を知 らせた りす るとともに、ある数の約

数の全体や倍数の全体 をそれぞれひとつの集合 として とらえさせ ることによ り、整数 につ

いての理解 を深めてい くことをね らいとしている。

プ リテス トの結果、整数のなかまわけについてはある程度出来ているが、観点によって

いろいろ分類す るとい う見方・考 え方、偶数奇数 をは じめ倍数・公倍数・約数・公約数 と

いった新 しい用語 をともな う問題については、その意味が全 くわか らないことか ら出来な

いことを示 している。

そこで本単元の学習では、で きるだけ児童の生活にかかわ りのある具体的な問題場面 を

設定 し、解決 してい くこととか らみ合わせて新 しい用語の意味理解 を明 らかにしてい くよ

うにしたい。

(41 単元全体の指導計画

指導区分 指 容内導 課習学 題 時  間

1次

整

数

の

な

か

ま

分

け

プリテス トをし単元全体 を見

通し学習計画 を立てる。

条件によって 2つに類別でき

ることを理解 させる。

○整数は奇数 と偶数に類別でき

るこ とを理解 させる。

○整数÷整数の とき余 りによっ

てい くつかの集合に類別でき

ることを理解 させる。

○学習計画を立てよう。

○線路 を横切った回数 とその時の

位置を表にしてその関係 を考 え

よう。

○整数 を偶数 と奇数のなかまに分

けた ときのきま りを調べよう。

00～ 20ま での整数 を3でわった

ときの余 りに目をつけて、 3つ

になかま分けしてみよう。

2次

倍
数
と

○倍数の意味 とその見つけ方を

理解 させる。

○公倍数の意味 とその見つけ方

01～ 16ま での整数で 4でわ り切

れる数 を見つけ、その数は 4の

何倍かを調べよう。

O道 にそってはしから6π おきに
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公
倍
数

・
倍
数

の
使

い
方

を理解 させる。

○数表上での倍数の並び方の特

徴 を理解 させる。

O倍数の考 えで事象を解決 させ

る。

木が立 っている。 くい をはしか

ら4鷲 おきに打ってい くと、木

とくいの重なるのは どんなとき

か調べよう。

01～ 100ま での 整数表 を使 って

いろんな倍数の特徴を調べょうё

O倍数の考えを使った問題を解こ

う。

１
７

（
本
時
）

　

１

　

　

１

3次

約

数

と

公

約

数

○約数の意味 とその見つけ方を

理解 させる。

○公約数の意味 とその見つけ方

を理解 させる。

○まとめと評価、ポス トテス ト。

012で わ り切れる整数、わ り切れ

ない整数になかまわけしよう。

○えんぴつ 8本 、画用紙12枚 をそ

れぞれ同 じ数ずつ何人かに分け

よう,と 思います。何人に分けら

れるか考 えよう。

Oま とめの練習問題 とテス トをし

|よ う。        |

2

151 本時の目標

認知的

公倍数の意味を理解し、色々のや り方で公倍数を求めることができる。

態度的

lA)2種類の倍数の集合か ら共通な倍数を見つけようとし、公倍数 ということばの意味を

理解 しようとする。

lB)自分の考えをしっか り持ち、友達の考えと比べながら話し合い問題を解こうとする。

3 授 業 実 践 の概 要

(1)本時に至るまでの指導

第 1時では、プ リテス トを実施 し、その後教科書を開いてどんな問題があるかを確認し、

単元全体の学習計画を立てた。プリテス トの結果、奇数、偶数についてはすでに知っている

子 どもが多 く、公倍数、公
・
約数の意味がわからないという予想通 りの反応がかえってきた。

第 2時、第 3時の 2時間で、整数は条件によって 2つ に類別できることを理解 させ、整数を

奇数と偶数のなかまに分けた時のきまりを調べてみた6ク ラスのほとんど全員の子どもが整

数を奇数と偶数に類別できるようにな り、けた数の多い数について も1の 位の数に注目する

ことによって、奇数であるか偶数であるかを見分けられるということがわかった。第 4時で

は、 0か ら20ま での整数を 3でわったときの余 うに目をつけて、 3つ のなかまに分けてみ亀
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数直線に印をしていくことによって、 3つのなかまの数は、余 り0の数、余 り1の数、余 り

2の数の順に並んでいることがわかった。第 5時 では、 1か ら16ま での整数で 4でわり切れ

る数を見つけ、その数は 4の何倍になっているかを調べた。 この学習によって子どもたちは

倍数の意味を理解 し、ある数の倍数というのは無数にあることを発見した。倍数の意味がわ

かったところで、それでは公倍数というのはいったい伺だろうということで本時の学習に入

っていったわけである。

(21 本時の授業過程と実践記録

◎ 第 1分節 本時の学習課題を提示する。

道にそってはしから6″ おきに本が立っています。 くいをはしから4″ おきに打 ってい

くと、くいと本が重なるのは左はしから伺″の所かを順に見つけよう。

(ま ず全員が課題を読み、次にC9君が音読する。OHPを利用して課題を図式化する。)

T  F重 なりがあるかもわからない。それを見つけてもらおう。この勉強をすると公倍数

(公倍数と書いたカードを黒板にはる)の意味がわかるようになるね。どんなやり方

でやればいぃだろう。」

C6 「絵をかいてやります。」

C" 「 4と 6のかけ算をやって見つけます。」

Cl 「表を使います。」

T  「 この問題について質問はないか。」

C29 「何解ぐらいの所まで出せばいいのですか。」

T  「 どれくらいでいこ。」

Cl 「 ちようど4× 9=36、 6× 6=36な ので36″ まで出せばいいと思います。」

T  「それではこれから本とくいが重なるのはどんな時か見つけて下さい。」

◎ 第 2分節 ひとり学習

例
本

くい

4″ 8解
∈ D 16″   20″  GD 28″

くいと本が重なるのは、12″、2解 のところ

(そ の他、 6と 4の九九を書いている子、表を作っている子など。何 も書かずに悩ん

でいる子が 2、 3人 いる。)

◎ 第 3分節 グループバズ ひとり学習でしたことを話し合う

く3班のグループパズの様子 〉
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C ll

C9 「 これから本とくいが重なったのはどこか考えてもらったので発表 してもらいます。

だれかありませんか。」

「 6解 を6働にするといけなかったので、 3働おきにして、 6笏おきの本を 7本まで

や りました。 くいは 2働おきに 7本、そして重なるところは 3本 国のところと5本 国

のところで、12″ のところと42笏 のところにな りました。」

本 個お

くい《酢村

C9 「 42″ のところ ?ま あいいわ、あとで。 C12さ ん。」

C12 「 5本 までやっといて、そのくいが 4本 までであって、これをかけ算でやったら、 4

× 3=12で 、このくいが 3本 目までで重なるので、その 3本 目までで12解 で、次は 5

本目で重なるので 5か ら3で 12解 としました。」

本

くい
4″

C9 「次Clo君 」

Cl。 (なかなか自分の意見が言えない。ひとり学習のプリン トには、第 2分節のところで

例 として示したような絵がかいてある。)

C9 「 (C10君のプリン トを見て )ち ゃんと書いてあるんや。 c10君 は、本は 2本のとこ

ろでやって、くいは 3本のところで重なったということやろ。本は 6× 2で 12π で、

くいは 4× 3で 12や ろ。次にぼくのや り方を言います。かけ算で 6の九九をいって 4

の九九 もいって、いくつかやっていって、数が同じになった所が重なると思います。

本の 2本 目とくいの 3本 目のところで重なるので12燿 です。

木  (6″ ) 6⑫ 18② 30①

くぃ (4滋 ) 48⑫ 16"② 2832⑭

C llさ ん42Zの ところいうのはおかしいのとちがう?」

CH 「わかったわ。24解のまちがいや。」

く7班のグループバズの様子 〉

C28 「みなさんできましたか。」

C27「かけ算でやっていったら、左はしから12″ 、Z″ 、36解のところになりました。」

4× 1=4     6× 1=6

4× 2=8     6× 2=120

4× 3=120    6× 3=18

4× 4=16     6× 4=240
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4>(5=20

4× 6 ==240

C25 「 か け算 を書 きま したが、まだ重 な るところはわか っていません 。」

C28 「 6のかけ算と4のかけ算を書き、答えの同じになる所を見つけました。30“ までの

所しかしていません。」

C26 「答えは12解 、2解 、関解としました。………。・」

6Zお き 6⑫ 18② 30⑭ 42485460… ……

42お き 48⑫ 1620② 2832⑭ 40… ……

C28 「 C26さ んは、みんなのようにかけ算脅して、その答えを表にしたんやろ。 36と いう

のはいらないのじゃないですか。それに答えは「本とくいの重なるのは」としたら。」

C27 F C 28君が言ったように入れてもいいと思います。」

C28 「 36は一応 ( )な どを使って書いておいてもいいということにしておきましょう。」

◎ 第 4分節 グループで話 し合ったこと

T  「 3人にグループで話し合ったや り方を黒板に書いてもらいます。」

C13君のや り方

|

くい lv∪ _l_1_E」 幸 日_E
4解 4解 4Z 4解 4Z 4解 4π 4″

C19さ んのや り方

4の倍数 48⑫ 1620② 2832①

6の倍数 6⑫ 18② 30①

⑥  重なるのは、12解 、24笏、36%の ところ

C32さ んのや り方

6の か け算 24

"
42 48 54

4の か け算 繁 28 32
"

本が重なる所 醗 鑢
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◎ 第 5分節 全体バズ

T  「 4班  C13君説明して下さい」

C13 「今、班でも言ったのですが、重なるところを赤でしました。12笏 ごとに重なりました。」

T  「 邑れでみんなわかったか。 4班 さんの中でつけたしないか。左はしから何筋かみん

なにわかるようにするんやで」

Cl (前 に出てチョークで重なるところに12解 と書いていく。)

C29 (左はしから伺解かを12解 、24解 、36解 というように黒板に記入 )

T  「 5班  C19さ ん説明して下さい。J

C19 F私達は、 6の倍数と4の倍数の 1か ら36ま での数を出してみました。そして同じ数

をまるでかこみました。何か質問ありませんか。」

C29 「 4班 さんのは重なるところが 4つ あったのに、 5班 さんのは 3つなのでらがうと思

います。」

C28 「二番はじめの所を両方打っていくのは基準になるからで、そこはあわさなくてもい

いと思います。

C19 「次、 8班のC32さ ん説明して下さいJ

C32 「私たちは、CO倍数と4の結数に分けこのような表を書いて、本の重なる所を12と

%と 36協 の所と見つけました。何か質問あつませんか。」

C28 「本が重なる所というのを本とくいが重なる所にしたらいいと思います。」

C29 「まだまだ倍数は続くので、最後に・・・をつけたらいいと思います。」

◎ 第 3分節 本時のまとめ

T  Fも つ少しわからやすく直してみますよ。」(数直線に③ ⑫ ⑬などの数字を書いた紙

なつけていく。)

③  ⑫  ⑬  ⑭  ⑩  ⑬     =

l 霊 8 日 D E 日 藝 国 騒

④ ③ ⑫ ⑬ ④ ② ⑬ ⑫ ⑭

T  (⑥、⑫、⑬、②………を指適して )「 これはどんな数字を入れたことになるの。」

C  「 6の倍数。」

T  (④、③、⑫、⑬………を指適して )「 これは何になっている?J

C  「 4の倍数」

T  「 5班 さんは、同じ数で言わはったな。 (黒板に6の倍数と4の倍数と書いて )6の

倍数にも4の倍数にもある、これをどう言うにゃ。J

C  「公倍数J

T  「ほんなことなろなか。 (共通する倍数であることを指適する。)共通な倍数があるうれ

6の倍数にも4の倍数にも12あ るねё次は何や。」

C   F24″ 。J
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T  「 次は。」

C  「 %解 。」

T  「 9班 はちごたね。何でちごた ?C34君。」

C34 「 ぼくは本の太 さを入れずに本と本の間が 6解おきになるように絵でかいていったの

でちがったのだと思います。」

C35 「何本国で重なるかを数えていたので、はじめ間違いました。J

T  「 6の倍数にも24あ るね。 4の倍数にも24あ るね。 こういう共通する倍数を6と 4の

公倍数 といいます。 (黒板に整理して示す。)わかった人手を上げて。」

(8割以上挙手 )

T

この部分が 6と 4の公倍数で 12、 24、 36な どが入 ることをC%さ んを前

に出させて説明する。

「今日の勉強で私はこんなことがわか りました。 ということを書いて下さい。」

″l Cl「公倍数の意味や出し方はわか りましたが、 0が公倍数に入るかということが最後

まで聞けなかった。」

C9「 6と 4の公倍数は、12、 24、 36… …とあるが、それは 6と 4の共通する倍数のこ

とをいう。」

Cll「今日の勉強で 6と 4の公倍数 というのは、 6の倍数にもある数、 4の倍数にもあ

る数 ということがわかりました。」

C12「最初は、自分の数直線に自分でも意味がわからなかった。けれどみんなの話を聞

いたら少しずつわかってきた。」

C%「 6と 4の公倍数は、 12、 24、 36と わか りました。」

C27「わたしは、この数の共通する数が公倍数だということがわかった。」

C28「重なるところを求める時は、 2つの打つ長 さがちがっても倍数のなかから見つけ

るとよい。」

4 考  察

(1)本時の学習から

○一斉学習の形態 とは異なり、単元全体の見通 しや自分な りの目あてを持った問題解決学

習の形態を目ざしているバズ学習では、「 この課題を解決すれば必ず ～ がわかるよう

になる。 ～ が出来るようになる。」ということを明確に子ども達に指示 しておかねばな

らない。

Oそ こで、本時においても、「 この課題を解決すると、公倍数の意味がわか るよ うにな

る。」と、教師がまず発言することか らスター トした。 この学習方法が極めて効果的であ

ることは、すでに多 く実証されているところである。
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○さて、課題の文意 を読み取 り、条件や範囲を整理し、次に解決のための自分な りの方法

をひとり学習で見つけ出すのだが、疑間点や、や り方の不明瞭、不確かな場合は、子ど

も達相互の情報交換によ り、解決の糸口をつかんでか ら、ひとり学習に取 り組んでいる。

例えば、「絵に画いてやってみる。」「 4と 6の段のかけ算を使ってやる。」「表を使 う。」

などであらた。また、「何メー トルぐらいの所まで求めるか。Jも 協議しておいた。

○本時の授業時間が延長していることからも、ここまでの準備 (導入 )の過程にかな り時

間を要する。 このため、ノー トの使い方、導入段階を、どこで、どのように取 り扱 うべ

きか、家庭学習ともかかわ りながら、工夫し改善すべ き点が多 く残 されているように思

われる。

○ひとり学習の段階では、

よ うに考 えて

9班の C34(男 子 )は 、本の幹の太 さにまで気を使い、下図の

ただ し 6形 を 3働に
縮図 して

4解 を 2働に

絵図化 して表現

0を くいと考 えている。

本

「左はしから、本が 4本 日、くいが 5本 目で重なる。」

としていた。更にC34は 、基準を本は 1か ら、くいは

0か らスター トして数え、二重の誤 りをしていた。また 5班の C18(男 子 )も CMと 同

じく、本の幹の太 さを考えに入れて取 り組んでいたが C34の ように偶然にうまく本とく

いが重ならず、とうとう解決できなかった。彼 らのこの考えは、ひとり学習 したことを

話 し合うグループ内では、まだ間違っている点について気づくことは出来なかったよう

である。

○グループバズの段階で、 C34は ヽC35(女子 )に「本のはばも考えたんだったら、くい

のはばもなぜ入れなかったのか。」と質問されたが「本から本の間が 6解 と考えたから。」

としか返答できず、C35も それ以上追求しなかった。 この C34の考え方を聞いて、なる

ほどと思ったのか C33(男 子 )は、数直線上に本とくいの重な りを表現 していたのを改

め、 C34と 同じように本の幹の太 さを考慮 した絵図に書き直していた。 しかし、彼は 4

と6の段のかけ算で、それらの重なりを見つけた考えはそのままにしておき、少 しとま

どっている様子が見受けられた。

○しかしなが ら、彼 らのこの考えやとまどいは、次の全体バズの場で話し合われることな

く、「木 2本 目で12彫 、 くい 3本 国で12解 ……、24″、36解 で重なるというみんなの意

見が多かったので、正し くないと思った。」と学習後の反省にC34は 書いている。グノレ

プ内で話し合われた問題点や疑問点を全体の場でどのようにはき出させるか、その心理

分析や方法論を検討し、研究を重ねていく必要がある。それだけではなく、自分の思い

をはばかることなく全体の場に投げかけ、働 きかけのできる態度 `人間関係の育成にも

力を入れ、それらの両面から 子ども自らが追求 し、深め、広めていく力、生きて働 く

力を培わなければならない。
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○細かな点であるが、 8班の C29(男 子 )、 3班の C ll(女子 )は、 6XO=0、 4× 0

=0で 0も 重なると考え、公倍数に入るかどうかF「5題意識を持っていたようである。本

単元では、深 くふれないものとした。

○確認の段階では、公倍数の意味や概念をより明確に理解 し、公倍数を使って事象を思考

し、処IEEす るときの基本的な考えになると思われるので、「集合の考え方」を取 り扱っ

び 亀 陶まじな 勤 の考えた絵コ ようまく蹂 なか拍 ナ&  姻 ふら

(6の倍数と4の倍数の )重なったところが共通な倍数 =公倍数 ということがよくわか

つた。」とC34の ノー トに書かれてあったことからみても、 C34や C18の ような考えの子

ども達を含め、もう少し理解できなかった子ども達には よい確かめになったようであ

る。

(⇒ 単元全体の学習を終えて

ア.プ リ0ポ ス ト、転移テス トの結果から

ё本単元の認知的 目標 を、ひとりひとりの子ども達がどれほど達成できたかを出来るだ

け的確に捉えるために、この単元の同じ内容の問題で、プリ(事前 )ポ ス ト(事後 )テ

ス トを試みている。その結果は資料 1、 および資料 2の示す通 りである。両者の成績を

比較することによって、単元全体の授業における学習効果を推察することができる。更

に 2週 F88ほ ど後に実施 した転移テス ト(資料 3)か らもその効果の程を考察することが

できる。表 1は,こ うしたテス トの結果を班別にまとめたもので、今回はこの表をもとに

バズ効果の程を考察し、今後の指導の参考にしたいと考える。

○学級全体のプ リテス トの結果は 34.2、 それがポス トテス トでは76.2と 上昇していて、

ほぼ満すべ き結果 (75点以上を達成度の一応の基準としている )で あるといえる。 しか

し班別にみてみると、 5。 6班の 68。 0は かなり低い値である。 このグループにはそれ

ぞれ能力に比 して学習態度にむらがあり全体に努力不足の児童が含まれていること、ま

た能力的な面で個lll指導を要する児童 1名 ずつを含んでぃることもあるが、進歩量をみ

ると46と 40と 彼らな りに向上 している。本単元後 もくり返しの練習問題を与えたので、

転移テス トでは班の平均点がそれぞれ 73.8、 72.5と なり、 まずまずの成果が認められ

ている。今一つ先きの進歩率においては50点 台の値になっていることからも、個人的な取

り組みによる向上だけに満足するにとどまらず、話し合い活動 (相互作用 )へ の充実にも、

指導を重ねなければならない。
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表 1 プげ̀ ポストξ転移テス トの班別一覧表

愛

プ リテ ス ト

( )SD
ポス トテス ト

( )SD
進  歩  量

(ポ ストープリ)

進 歩 率

運0聡

転 移 テ ス ト

( )SD

31(19.9) 82  (12.8) 31 73.9 75。 o ( 8。 7)

34  ( 6.6) 75  (10.7) 4◎ 60.5 72.5(9。 O)

35 (7.7) 76  (14。 1)
～
3.1 76。 S (1135)

44  ( 8.O) 78(16.3) 34 60.7 77.5(16。 ①)

22  ( 7.2) 68  (16.5) 46 59。 〇 73.8(13.9)

28  (15。 7) 68  (20。 9) 40 55.6 72.5(21。 9)

32  ( 8.5) 82  ( 8,2) 50 73.5 72.5(13.0)

30  (17.5) 76  (16.2) 46 65,7 71.3(16.3)

52  ( 7.5) (7.7) 29 60.4 75。 0 ( 5。 0)

平 均 34.2(14.6) 7の。2(18.3) 41。 9 63.7 73.6 (13.8)

イ.参加度調査 も含めた結果から

○学習活動への参加度は、態度目標の達成度を推定する 1つ の資料として活用 している。

調査の項目は、 1学習への動機づけ (学習意欲 )璽 理解度 (学習の仕方 )菫 仲間との情

報交換 (話 し合い )Ⅳ グループ成員の人間関係 (心理的結合 )に関する 4領域 (各領域

3間 、計12問 )に わた り「 はい」「 どちらでもない」「 いいえ」の 3件法で回答を求め

ている。その結果を班別に百分率で示したものが表 2である。

01班の結果をみてみると、各領域 とも他班より比較的よい傾向が認められる。先のテス

トに於いて も、ポス ト82点 、進歩量51点 、進歩率 73.9%と 他の班に比ベー番よい結果

を示すこととからみ合わせ、この班は「相互作用 もうまく行なわれていたJと 考え、本

単元の認知的・態度的目標の両面か ら一応の達成が得られたものと考えたい。

○その反面、 9班 においては、ポス トテス トでは81点 であり問題はないように思われたが、

この参加度の領域 IIに比べ 璽Ⅳでは、かな り「 いいえ」が多 く、特に人間関係 (心理

的結合 )においては「 はい」が 16。 7%と 他の班に比べ低いのが目だち、認知の進歩量

・進歩率の成績の低さとあわせ躊]題 があり、少々気にかかるところである。

○なお、先のテス ト結果で』、れた 506班 についてみてみると、学習の意欲面から、話 し

合い活動、人間関係といった全面にあまり思わしくない結果が表われてお り、認知・態

度両面の同時達成をめざすバズ学習の指導に於いて特にFHD題が残る班 として指適される

ところである。

Oさ いどに学級全体についてみてみると、全般的に「仲間との情報交換」「 人間関係」と

いった面に、今一つ問題が残 りそうである。新 しくクラス編成して数ケ月 しかたってい

ない面もあるかもしれないが、仲良し同志のグループ或員のときだけ、グループ内の話

し合いや人間関係がうまくいくようでは、バズ学習本来の目的が充分達成されていない
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ことは当然である。従って、話し合い活動そのものの訓練、指導は勿論のこと、学級全

体の良き人間関係の育成 。Fn3上 を目ざし、今後更にきめ細かな学級指導の充実と共に学

習指導法の研究を積み重ねていかなければならないと考える。

表 2 本単元全体の参加度 (各領域別 %)           ( )の べ人数 %

憑
琴

《

学習への動機づけ

(学 習 意 欲 )

理   解   度

(学習の仕方 )

仲間との情報交換

(話 し 合 い )

係

＞△
口

関

結的

問

潤

人

＜

イ

}よ  し

ら
言

い

ち
も

な

口

ど

と
え

いいえ

イ

|ま  し
どちら
とも言
えない

ひいえ

イ

|よ  じ

ら
言

い

ち
も

な

口

ど

と
え

いいえ

イ

!ま  しヽ

ら
言

い

ち
も

な

口

ど

と
え

いいえ

0)
75

(3)

25
(9)

75
鶴
25

(9)

75
鰤
25

⑬
83.3

(a
16.7

0)
75

翁
25

絆)

75
勧
25

総)

50
経)

33.3
(2)

16.7
(7)

58.3
(4)

33.3 8。 3

(7)

58.3
(3)

25
勒

16。 7
り)

75
121

16.7 8.3
(6)

50
(3)

25
(3)

25 8。 3
(→

41.7
(6)

50

∞

杓 8.3
“

)

58.3
(5)

41.7
(8)

66。 7

(2)

16.7

121

16。 7

(9
75

(3)

25

⑬
83,4 8.3 8。 3

P(8)

66.7
侶)

25 8。 3

⑬
83.4 8.3 8.3

得)

41.7
(5)

41.7
2)

16。 7

幹
38.3 3.3

餡)

33.3
(7)

58.3
(2)

16.7
(3)

25
(7)

58.3
②

16。 7

(3)

25
に)

33。 3

(3)

25
(5)

41.7

総
91.7 8.3

鶴
66.7

経)

33.3
(8)

86.7
綿)

25 8。 3

(7)

38.3
(3)

25
(2)

15。 7

Q
66。 7

8)
25 8.3

総
38,4 8.3 8.3

(6)

30
141

33.3
紹)

16.7
(7)

5803 3.3

(4)

33.3

鶴)

75
幹)

25
α惨
91.7 6。 3

鰺)

66.7 8。 3

(3)

25
(2)

16.7

(6)

50
(4)

33。 3

憔 今 後 の 問 題 点

私達は、子 ども達の自主的な学習活動 をのぞむうえか らも、学習の主体者は子どもである

といったことを肝に銘じ、子ども達には「先生に言われたから」「 それにどう答えれば…」

といった追いつめられた気持ちで学習させることなく、「 これはおもしろそうだJ Fやれそ

うだ」といった興味、関心を持たせるような課題づくり、また、「 これは追究してみる必要

がある」 F学ぶ価値がある」などの必要感・価lLE感 な高めていくような教材、そしてその追

究をしヽっそう鋭 く深めていくような学習過程を究めながら、子ども達自身がじっくり考えら

れる時間を思い切って用意するよう努めなければならない。

なお、ひとり学習のさせ方についても、単元の指導計画における場合のひとり学習、 1時

間の指導過程におけるいなつ学習など、教科や教材また家庭学習 との関連といったこともか

らみ合わせ、いつ、どのような方法で取 り入れていもナば効果的であるか、更に大切なことまよ

このいとつ学習をグループ、全体の場にどのように住かしてもく かといった事についての検

討をする必要がある。
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<資料嗜>  整数の性質のプ リテス ト
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<資料 3> 整数 の性質の転移テ ス ト
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6年生

は じめ :こ

纂数「比と比の311用 」の授業から

(1)6年 生の子どもとバズ学習

質的に高まろうとする6年生の子どもたちにおいては、子どもが主体的に問題を発見し、

自らの力で解決 していく過程を重視するものである。 したがってバズ学習の理念 を踏まえた、

学力を伸ばす指導と人間関係 を高める指導の統合において、より効果的な学習成果を上げよ

うとするものである。 これまでは、バズ学習の基本的な研究 としての学級集団の育成や、課

題づくり、バズのさせ方、学習評価の仕方など、諸内容、諸条件における授業を通 しての分

析研究であった。 さらに本年度は、これまでの研究を基に、総合的に考えた一連の授業形態

において、本校研究の仮説を踏まえて、最 も効果的な学習形態による実証授業を試み、 6年

生児童としての学習成果を半J定 し、理論的思考の充実 と、求めて学ぼうとする主体的な学習

態度を育てたいと考えるのである。

総 学習の意欲的な追求と深化

6年生の児童における学習の構えは、個人学習の徹底はもちろん、自分の学習事実を主張

するだけでなく、意欲的に求めて考え、追求し、より深化 し発展しなければならない。

バズ学習は、人間本来の機能である言葉を通 して「話し合い」「理解し合い」「学び合う」

等、集団相互の関係 を深め、互いにねい合い、磨 き合い、求めて考え合うことによって、よ

り高い思考判断力を育てようとしている。それには、まず、順序立てられた自分の考えや感

想、問題点をしっか り持ち、グループでその情報を交わして、考えを確かめ合わなければな

らない。そして、ひとりひとりの子どもが主体的に課題を解決し、ねばり強 く取 り組む態度

(持続態度 )や 構えが、学習のひとり立 ちを育てることになる。 このことは、相互活動 をよ

り活発にし充実 した密度の高いものにする要因ともなるからである。 6年 生児童において

は、まず、他人の考えとの比較思考が充分できることをねらいとして、グループバズを通し

て相互の交流を盛んにし、自分の考えをよ り確かにして、確かさの上に豊かな学習ができる

全体バズのあり方、追求のさせ方についての指導を考えなければならない。

どの子どもも、課題を解 きほぐしていく時、初めは自分な りの考えとして個性的なもので

あって も、他の人の意見によって自分のあり方を追求 し、再度見直して確かなものにしよう

と努力する。そこには互に思考のゆさぶ り合う活動があって、相互のかかわ りの中で、それ

ぞれの考えを生かし合いながら、子ども自身の力で学び取ろうとするのである。わからない

子どもは、「 どこがわからないのか」をはっきり意志表示して、わかる子が、あるいは意見

を持つ子が納得のいく説明をしてわか り合ってさらに追求する。 さらに、子どもたちの自己

評価を通 して、理解度や学習への取 り組み方、友だちとの接 し方など、目標達成への効果 を

充分判定し、自己活動のあり方 を見直し、子どもたち自身の力で深め合う授業のあり方に焦

点をあてて研究するものである。
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「 比 と比 の Tll用 」の学 習 計 画 と、 そ の実 践 の概 要

(1)単元目標

認知的 (1)比の表し方、比の値や比が等しいことを理解 させる。

(2)比の性質について理解し、これを用いて比を簡単にすることが、できるように

させる。

(3)比の考 えを用いて、 F「D題 を解 く能力を伸ばす。

態度的 A 割合の考 え方 をもとに、比の意味や比の性質 を使って問題 を解 こうとする。

B 自発的に自分の考えを広げた り深めた りして、それ をみんなの ものにしよう

とする。

・ 問題点に迫る効果的な発言をする。

・ 友だちの話 をしっか り聞き、話の要点や問題点などを適確にとらえる。

O互いの考えをよく理解 し、深 くほり下げた り、秩序だてた りする。

(21 指導にあたつて

比の指導はすでに 5年生で学習した割合の学習において、もとにする量に対 して比べる

量 とその割合の関係 を学んでいる。 この単元では、これ らの考えを比という新 しい表 し方

によって拡充し、子どもの持つ日常の事象から、目的をもって追求することにより数理的に

処理できるように育てたい。本学級の子どもには、自分の考えをある程度出すことが出来

るが、友だちの考えを聞 く態度に欠け、自分の考えと比べながら、そのちがいやわか らな

い事を見つけにくいという傾向が見られる。そこで問題 を解決するには、先づ、自分の考

えを友だらの考えと比べなが ら、問題点や共通点などを適確にとらえて聞 くことに重点 を

おいて、態度目標を設定した。

(0 指導計画

指導区分 子旨 容内導 轟課習学

第 1次

比 と

比の値

単元全体 を見通 し、学習計画 を立

て る。

2つの量の割合の表 し方 を考え、

比の意味 と比の表 し方・比の値 を

王里簿撃さtき る。

等 しい比の意味 を正電解 させ る。

１　　　２　〔田〕ツ　　　　　ー

①事前テス トを行い、学習計画を

立てる。

②ここにある国旗の中には、正し

く書けているものとそうでない

ものとがあります。 日の丸はど

れでしょう。 どのようにして見

つけますか。

02本の鉄の棒の重さと長さの比

はどうなってしヽるかしらべよう

第 2次 比 を簡単にすることの意味 を知 り 0いろいろな比を作 め、その性質
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比の性質

と比の使

い方

その仕方 を理解 させ る。

比の考えを使 っていろいろな|1電 題

を解 く。

を調べる。

(D比 を簡単にする仕方とそのわけ

を考える。

0比の考えを使 った問題を解 く。

次

め
価

Ｒ
）
レ
」

第

ま
評

練習 複習 まとめ (Dま とめと練習、た しかめのテス

トをす る。

(41 本時の目標

認知的 比の意味や表 し方 を理解 させる。

態度的 A 一方 を 1と 見る時ヽ他方の大 きさが、どれだけと見るか、基準量 をはっきり

して考えよ うとす る。

_B 自分の考えと友だらの考えと比べなが ら、問題点や共通点などを適確にとら

えて聞 こうとする。

(51 学習展開

(学習課題 )こ こにある国旗の中には∽のように正 しく書 けているもの とそ うでない

もの とがあ ります。 正しい日の丸はどれでしょう。 どうしてみつけるのか考えよう。

tocn 
(')

“

)

40働

lalttPε③

区分 子 ど もの 活 動 教 動活の自雨 価評

準備

中 心

ひとり学習の結果を見

なおす。

2正 しいと決 めたわけを

出 し、話 し合 う。

(グループバズ )

3グ ループで協議 した正

しい日のメLの わけを全

体で話 し合 う。

(全体バズ )

0と いが正 しいわけを

縦 と横の長 さの割合か

子どもひとりひとりが正しい日

の丸 と決めた考え方 を確認 させ

る。

各 自の考えを自由に出し、考え

の根拠 をた しかめ させ る。

縦の長 さと横の長 さの倍関係か

ら、基準量 を明確にして、他 を

どれだけに見るかについて理解

させ る。

旗の縦 と横の長 さの割合がいず

れ も 2三 3になることを確認 さ

ひとり学習が充実

しているか。

○自分の考えと対比

しながら、人の話

が聞けたか。

○比の意味をわかろ

うと努力している

か 。

ooと lalが ぃずれも

縦と横の長さの割
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比の表 し方、比の意味 を確かに

させ る3

学習反省 。次時予告

(6)観 点

グループや全体バズでの相互作用で、答えが違った りした 子どもの思考のずれを納得で

きる形で、ちぢめることができるか。

授 業 記 録 の概 要 (第 2時 )

(1)本時に至るまでの指導

この学習 を始める時、まず学習計画を立て、学習の見通しを持たせたが、どの子も目をそ

ろえて、「比とはどんなことなのか、比の意味がわか りたい」と、関心 を示し、比の意味を

知るための学習課題として、国旗の問題を考え合うことにした。そこで、ひとり学習を進め

る前に、まず、そのやり方について協議した。その結果は、① oの図が正しいというわけ

を先に調べる。② 縦と横の長さに目をつけて②の図と比べてはどうか。③ 何鋼を1と か

2と 考えて長 さのかたま りで比べて もよい。等々で、学習課題に対 して、ひとりひとりの lf―

どもにしっか り取 り組ませた。 すなわら、それぞれの子どもが与えられた課題に対 して、正

しいと考えた国旗 と決めたわけや、生み出した方法について、自分な りの考えを持つ こと、

また、まだわか らないことゃ、問題に思 うことな どか ら、この授業で自分が最 も明かにした

い と考 える事柄 を明かにしてお くことに力点 をおいてひとり学習 を始めさせた。 この ことは

「 比の意味 を知るのだ」 とい う日標に達成するための学習 として必須の ものである。

②のよ うな正 しい国旗は、ti)Ч3の 中のどれか、それは、どのよ うにして決めたか、どの

考え方が比の意味 を表わす ことになるのかが本時の追求 f架 題になる。

(21 本時の授業経過と実践記録

③ 第 1分節  「 本時の学習課題 とひとり学習の結 果の確認 」

T 「 今日はどんな勉強でしたか」

C 「 はい、国旗の中でアと同 じように 1「 しいのはどれか、そォ1′ はなぜか を勉強 しますJ

C 「 ぼ くは、比の意味がわか るよ うに、アとll l‐lじ もの を 1ヽつ け出すよい方法が鳩1り たいで

す」

T 「 アの図 をもとにして、イウエの どれが lF:し いか、そオl′ はなぜかを話 し合うことによっ
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確 認

らまとめる。

10 20御 と30働
{

t0  8α″と12θπ

4横が 12ε″の旗は、縦は

何翻にしたらよいか考

える。

5本時の学習 を反省し、

次時の学習を知る。

せ、このように 2の量 を関係的

に表す表 し方が比であることを

理解 させ る。

合が 2:3に なる

ことがれ恥 っゝたヵゝ

○○ :○ の表 し方が

わか ったか。

o学習の確認 をした

か 。

○次時の学習 を知っ

たか。



て、比の意味をみんなでわかるようにしましょう」

そのために、自分の考えたひとり勉強の結果をよく見直して、人にどのように伝えると

よいか考えて ください」

本時の学習課題 と伺を学ぶのかを明確にすることから始まり、各自のひとり学習の結果か

ら求めて考えようとする自分の学びたい事柄 をそれぞれ意識し、再度ひとり学習 を見直して

話題を豊かに順序立てて話すために確認 して、グループバズに臨むよう心準備 をさせる。

◎ 第 2分節  「 グループバズ」

39名 の子どもが各班 4名 のグループに分かれて、話し合いを始める (7班 は 3名 )

T 「アと同じ国旗は、どれを正しい旗として選んだか、なぜ選んだか、その理由を話し合

います。友達とどこがちがうか、比べながら聞 くようにして、できるだけメモをとって

おきましょう」

早速、話 し合いに入る。各自の理由を述べて友達に聞いてもらう。 グループの子 ども達は

自分の考えと比べながら、根拠を明かにし、意見交換 をする。教師はグループの話 し合いの

様子を巡視しなが ら、行 きづまった所が進むようにしむける。 2班のグループバズの観察記

録を例にあげると次の通 りである。               (2班 のバズ )

C6「 (司会 )こ れからIIし い目の丸の旗 をどのようにして見つけたか、そのわけを言

ってもらいます。 どうぞ」

G7「ぼくはヽこれらの図で (ノ ー トを前に出しながら)工 とオが正しいとしました。

そのわ tす は、縦と横を分数にすると、アと同じ旗が工とオになると思 うか らです」

材)

r40

翻

麓÷60=器 =看

lall湧

芦
翻 8■ 12=金==

0  脇 レ)

１

一５
〓

１〇

一５０
〓十

３
一５〓

∞
一５０〓Ю十Ю

２
３〓

齢
一帥〓÷

輔

答え アと同じ旗は、工、ォとな りました。

「 ぼくもC7君 とよく似ていますが 旗の縦をもとにして、横を比べる割合の考え

でやってみました。またその反対 も考えました。アの旗は、縦をもとにすると60÷

囀=器=号です。また横をもとにすると、鵜+60=器==と な ります。

このような形の割合になった旗が、アと同じになると思ってしました。

材
I[卜11]三「蘇

・60 

撃1::I曇二|  “
)握 50 50÷ 10=器〒

=10÷ 50=器 =÷
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レ)優
匡車I「

50事
二:

３

一２

２

一３

一一
　

〓

‐２

一８

８

一１２

④
３
一２
２
一３

一一
　

〓

∞
一２０
２〇
一３０

帥

だか ら答 えは、工とオです。

C8「私は、まず どの旗が正 しいか というと、ウだ と思います。 それは

0は、60-40=“………20"の差があるので、これにはまるのは、

け)も 、50-30=20… ……
"物

の差があるからです。

しかし、今考えると、みんなも教えてくれたように0が見た感じが正しいと思いま

した。レ)か と思ったのですが、←)も 正しそうだし、まだはっきりわかりません。

C6「 日本の国旗は、縦何働に対して、横が何働と決まっていて、

“

)、 9)、 0、 lal、 を

縦・横ともに同じ数をかけて、横60御、縦40働 になる国旗の
l」
■
l、 ④が正しいと思

います。

l■lは 、2倍すると60と 40に なる。ケ)を 2で割ると0になる。

ltlは 、5倍すると60と 40に なる。またに)を 5で 割るとに)に なる。」

C6「私達の班で、考えた答は、ばた ltlで 、考え方は、C7君のとC5君のは、よく

似ていて、私 (C6)の考えも、結局は割合で考えたので同じになるかと思うけど、

まあ2つあって、C8さ んの差の考えもあって、3つですが、差というのは、何か

おかしいと思うのですが、私も説明ができないし、全体バズで問題点として、取り

上げてもらってはどうですか。C8さ ん、いいですか。これで終わります。

◎ 第 3分節  (グループバズ結果の発表 )

グループバズが終わって、各班内での情報交換の結果を出し合って、全員の子どもが同じ

目標に向って、ね り合い、高まろうとする場である。

C32(9班 )「材い 縦と横の長さをいくつかに割っていくと、輔 は+20は +3と なって、

他のは同じ数で割った答えになりません。だから←)と 幹)で す。J

C26(7班 )「040縦 )→ 4→ 2 ∞ (1彎 →6→ 3

(⇒ 帥 織 → 2 ∞ び赫 → 3

lt1 8 G総 → 4→ 2  12繊 → 6→ 3 だか らl■lと 141です。J

C13(4班 )巨レ)の 縦の40と 横の∞を約分 して、 2と 3と なるものをさがしたら(工 )と (オ )

にな りました。 (工 )も 2と 3、 (オ )も 2と 3と なった考えです。

もうひとつは、縦と横の長さの差から求める考えで、 C16さ んの仕方ですが、なぜひ

いたのかは疑間です。」

C9(3班 )「縦何働に対して横が何翻かが決まっていて、同じ数 をかけて (ア )の 縦と横に

なるものは (工 )で 、縦も横 も2倍 する。 (オ )も 、縦・横 5倍するとよいという考えでし

た。」

C21(6班 )「 C13君 と同じで、60と 40を約分して、 (工 )は 3と 2、 (オ )も 3と 2、 (イ )(ウ )
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は、な らないか ら(工 )と (オ )と 決めました。

Ci%(10班 )「 C37矛 ]と C39さ んは、 (ゥ )で 、 |ゴ くとC38さ んは、 (ェ )と (オ )で した。

(ア )の横 +縦 =∞ ÷40‐ 1.5こ れ をもとにしてさが しました。すると、12■ 8=1.5ヘ

30÷ ∞ =1.5で 、 (工 )と (オ )と しました。 (ィ )や (ウ )は 1.5にな りませんで した。

IC 5(2班 )(ア )～ (オ )の 縦と横 を線分図にして、

=と

なる割合の考えか ら説明す る。

C2(1班 )「私たちも(ア )= (イ )÷  (ウ )= (工)= (オ )=と 考えました。
Cヽ (8班 )「 ぼ くたちの班で も、工とォですが、大 きさはちが って も形は同 じだとわか り

1 ました。 (ア )縦が 2、 横が 3、 (工 )縦が 2、 横が 3、 (オ )縦が 2、 横が 3と な りますg

8 この図のよ うに、縦 と横 とを 5

8 等分 (2等分 )す ると、 8`フ と
8
8 12翻 になって (ォ )に な ります。
8 

これは、 8を 2と す ると、12は

3と な ります。

以 Lの ように、各班の考えをそれぞれ出し合い、吟味す るが、わか らない子は、「 どうし

てそ うなるのか」 を質鴨1し 、内容 をF「 解 してか ら次に、それぞれの考 えがどうであるか を、

確め合うのである。

◎第 4分節  (4班 …C16児 の差による求め方 を1「 す )

C43 F4班に、質問ですが、正 しい日のメLの 旗 を決める時、 (ア )の 横ひく縦 とした と言 った

けど、それはまちがいだと思いますが、どうですか。」

C8「私 も 4りIの C16さ ん と同 じ考えで、60-40=20で 、鈴 と答えが出た ものは、正 しいと

思 ったのですが………」

C27「 それは、 もし、縦が10翻、横が∞ f″ の旗があった ら30-10="`｀解で、この旗がアと同

じよ うに、正 しぃ旗か というと、そうでないと思います。」

C8「わか りました。縦 も横 も同 じ数だけ (ア )の旗 をもとにふえた り、へ った りしないとぃ

けないということかと思いますぃJ (後 は略 )

③ 続 5分節  (lI答への高ま り )

C｀21「 私は (ア )の 縦 と横 を、 8班 さんのよ うに10の かたま りを 1と すると、 2と 3に なって、

2と 3と 同 じ工やオは、大 きさはちが うけど同 じ形 とい うことになるし、この考え方が

わか りやすいと思います。

C露 「 ぼ くは、 (ア )の 縦 と横 を約分 というか、同 じ約数で害Jっ ていって、その割 った数のつ

ま り、20と 30、 8と 12、 とい うょうになった工とすが正 しぃので、この考え方 もよいと

思います。 C6君の考え方でよいと思います。

C6「秘、も (ア )と なん とな く似てぃる図 を考えたとい う人があったようですが、それはぃけ

ないと思います 。」
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C31「 C26の 7班 さんは、同 じ数で割らたとか、約分したとかいいましたが、縦と横のどち

らかをもとにしないといけないし、 2と 3と いうのをどうしてみつけましたか。」

C32「ぼくが教えます。それは、分数にして器|で も、60を もとにして、横の40を考えている
けど(ア )よ り小さな旗が多いので、 (力 を順々に割 っていったら、工とオになったので、

その工とオの縦と横の長さをみたら、 2と 3に なっていたのです。

C30「 それは、 (ア )の縦と横の長さを黒板の図のように、40と 60の 長 さで、
"の

かたまりを

1つ として考えると2と 3で 、工もオもかたまりは、ちがうけど、 2と 3になると思い

ます。 (後 は略 )

このあと、しばらく話 し合いは続 くが、既習学習である割合の考えや、分数か ら得た約数

の知識を活用して、何倍に目をつけて、同じ割合で約分され、縦と横が同じ割合に表 される

ものが正しいとしている。 (ア )と 伺となく似ているからなどの、根拠のない王里由や、差や和

で求める方法には、どの場合にもあてはまらない事 を見つけてt修正し合って、 2と 3と な

る場合にかぎって (ア )の図と同じであることを認め合もている。

◎ 第 6分節  (ま とめと次時への発展 )

T(教師 )(OHPを 使って )「 (ア )は 210の かたまりで 2と 3にな り(工 )は 10を 1つのかた

まりにし、 (ォ )は 4をかたまりにすると、どれも2と 3になりますね。 これは差や和で

考えるのではなく、縦と横の割合で見つけます。それを比で表す と40:60と な ります。

それは、4:6、 2:3、 と表します。だか ら比は、 2つ の量を比べるのであって、どち

らかをもとにして比べます。それを○対○といって :と 書 きます。

C34 F先生、それは、縦と横を比べてぃるのですか。 (「そうです。」)だから、 2対 3と い

ってよいのですね。 2対 3の 3は 基にしていて、横を3と すると、縦は 2と なると考え

てよいのですか。 やっぱ りやな 一

T 「 そうです。 CMさ んのように、グル
=プで 1人ずつ、比って何か言ってください。比

の意味がしっか りわかると思いますよ。」(確かめバズ 5分 )

T 「 では、教科書 P器の問題で、もう一度確かめてみましょう。 グループのみんながわか

るようになったら、ノー トに書いておきましょう。」…… (各 自がまとめる 5分 )

T 「次の学習課題は、みんなで決めておいたように、 2つの量の比べ方で、つまり、比は

いくつになってぃるのかを、まず
｀2本の鉄の棒

″
について考えましょう。

子ども達は、11々 に
｀2つの量がないと比べ られへん

夕
とか

｀3つあって もよい ″｀
基に

する量と比べる量がわかっていれば比べ られる
″｀

大 きい数でも小さい数でも表せるがそれ

でよいのか〃
等、話し合いながら、次時の示 された課題解決への方法を確かめ合っている。教師は

巡視しなが ら、授業を終わった。

4 学 習 効 果 の評 価 と考 察

バズ学習による授業の中では、常に子どもたち自身で (教師 も )自 分達が理解できたかど
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うかを常に確かめ合いながら、なぜそうなるのかを追求 し、最終的には、
｀……。である。

ク
と

結論づける。つまり、わかったかどうかを常に確かめ、「 ― について、ぃいですかJ「～

がわからないのでくわしく言ってください。Jな どと、理解の不十分な子どもが前に出て話し

合いに参加 して、わかっている子や、意見を持つ子は、入れ変 り立ち変わり教えた り、報告

した りするのである。学習中は、決 してわかった子だけで進める競合的な学習になることは

ない。 この比の授業において も、全員の子どもが
｀
どの人にもわからしたい。わか りたい ″

という姿勢でのぞんでいた。比の意味を知るという1つの目標に、どの子も、どのグループ

も、全体バズにも、それぞれが全力を注いで努力している学習態度が充分 うかがわれている

のである。

バズ学習の特徴は、子 どもの力を常に確かめながら、子どもを充分I里解 しながら指導して

いくことである。つまり、プ リテス ト、ポス トテス ト、参加度テス ト、時間ごとの子どもの

即時評価、転移テス ト、等々、それぞれ効果の確認を行いなが ら進めて来たのである。

(1)子 どもの学習理解度 (認知的目標 )に つもヽて

この学習によって、認知目標がどれだけ達成できたかどうかを的確に捉えるために、プリ

テス ト、ポス トテス トを実施 したのである。その結果は次の通 りである。

表 1は 、学習前のいわゆる事前テス ト(プ リテス ト)の結果であり、これからの学習すべ

き内容に関するものである。 このテス トが、課題づくりや学習の見通しを持つ基礎資料とな

るのである。

表 2は 、ポス トテス トすなわら、学習直後のテス トで、その内容はプリテス トとほとんど

変わらないものである。そこで、この両者のテス トを比較し、進歩率 を見ようとするもので

ある。

◇ 学級全体の傾向

まず、学級全体の学習成績を考えてみたい。プ リテス トは学習前に、ポス トテス トは学習

後に実施 したものであるから、この両者を比較することによって、このバズ学習による授業

の効果を半J定することができると考える。

表 1の プリテス トの学級全体の結果は、29.5(39名 )点で、これが表 2の ポス トテス トの

結果では鑢4("名 )点銘つ点の上昇となっている。そこで、進歩率 (  ×ЮO)

は、89.2%と なり、全体としては非常によく、正答率 としての通過点の75点 をはるかに越え

た満足すべき結果である。

これをポス トテス トの問題別に正答率 をみると、これまた、ほとんど75点 を通過している。

ただ、問題 4の 正方形と長方形の面積の比を簡単にするFnS題 の答え方についての正答率が、

やや低 くて、71。 8%と 落ち込んでいる。つまり、比を簡単にする方法の、約数の考え方や、

同じ数で割ってもかけても比は変わらないという、比の性質が充分わかっていないとも考え

られる。その後の補充の時間の指導で充実したが、特に、小数のIISは 、整数比にした り整数

比であっても、割 り切れなくなるまで、両数を割ってもよいということが、充分ではなかっ

たためと考えられる。 しかし、子ども各自をながめてみると、それぞれの能力いっぱいの努
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力 をしているものと考えられる。

0 グループ男1の考察

表 3のように、各グループEllに学習効果を見るとどうであろうか。 どの班 を見ても、標準

通過率の75%を 越える進歩率で、満足すべ きであろう。 しかし、もう少し、ポス トテス トの

結果をよく見ると、 3班や 9班のように、 1人だけが60点 や65点 で、まわ りが満点というの

は、気になる所である。 この 2人の子どもは、能力の大へん低い子どもで、ここに至るまで

のまわ りの子たちの温い援助と、本人の努力で、ここまで成果を上げたものと考えるが、し

かし、まだまだ、今後の指導に検討を加えるべき重要なFm5題 もあると思われる。

表 3 班別平均進歩表

班 別

プ リテ ス ト

( )SD

ポス トテス ト

( )SD

進  歩  率

(ポ ス トープ リ)

進 歩 率 総

刈 ∞

1(4人 ) 13.75 ( 8.9) 90.00 ( 3.5) 76.25 88。 4

2(4人 ) 30。 00 ( 0。 7) 91.25 (15,1) 61.25 87.5

3(4人 ) 26.30(9.5) 88.75 (16.7) 62.45 84.5

4(4入 ) 7.05(1.3) 93.75 ( 5.4) 86。 25 93。 2

S(4人 ) 20。 00 (21.5) 93。 75 ( 6.5) 73。 75 9露。2

0(4入 ) 28.80 ( 4.1) 93.75 ( 6.5) 54.95 01.2

7(3人 ) 3θ.00 ( 7.1) 96.67 ( 2.3) 66.67 95.2

S(4人 ) 37.50 (33.4) 91.25 ( 9,6) 53.75 86。 ○

9(4人 ) 37。 50 (21.2) 91.25 (15.2) 53.75 86.○

10(4入 ) 38.80 (38.7) 95。 OO ( 5。 ③) 56.20 91。 8

全体 (帥人 ) 29.50 (26.8) 92.40 (10。 3) 52,00 89。 2

さらに学習中の態度を見ると、算数の時間ではほとんど無国であった通の 2人 も、このご

には、自分の考えがす ぐに話せて、 F12oo円 を3:2に分ける線分図は乙れでぃぃのJな

どと他人の意見を求めるようにもなった。、わからない所は、わかるまでたずねようとする態

度が身なつき意欲的に動けるようになった鈴である。だから学習結果のみでグループ分相互

活動がどうであるかを半け断する事は危険である。学習課題に対する態度やf中 間との取 り組む

態度など、学習への構える姿勢と合わせて考察することが大切である。 こめような態度がど

うであるかを表ずける資料として参加度調査があ響、そこでも考察 してみたいと考える。

◇ 学習参加度についての夕)析

(1)第 2時終了時の即時評価

下の表 (表 4)でわかるように、学習直後の部時評価では、どの班 も平均 8点以上で一応

満足すべき結果で力ったと言える。比の意味や表わり方のI甲 事においても、学習計画を立て

る時間につづく第 2時扱しヽであるが、始どの班で75%の電菫がよくわかったと自己評価して
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いる。 この表わし方で「少しわからない。」とする児童が 1.3。 4.5.9。 10班で25%つまり4人

グループのうち 1人 いるが、これは学習を深めるに従って解決することと思う。

このように、能力の低い児童が数名いる学級において「 わからない。」とする児童が 1人 も

いなかったことは、それなりに学習へ参加し、相互作用がなされ、その結果、ある程度の理

解 を/」
Ntiし たということになる。

表4 第 2時終了時Fll時評価
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第 2時 学 習 l直 後 の即 時評価 9.5 9.0 9.5 9.3 8.5 9.3 8.4

1.比 とはどんなこ

とかわか りました

か

ア わか った 75 75 75 ′0 25 ′0 66 75 75 75

イ少 しわかった 25 25 25 25 25 33 25 25 25

ウわからない

2.比のあらわ し方

がわか りましたか

アわか った 75 100 75 75 25 100 100 100 75 75

イ少 しわかった 25 25 25 75 25 25

ウわか らない

3.自 分の考えがす

らす ら言 えました

力ゝ

ア
　
一　
イ

いえた

あま り言 えない

75 75 100 75 50 75 66 75 7馬 100

25 25 50 25 33 25 25

ウ言えない 25

4.話の要点 を考え

なが ら聞けました

か

ア聞 4ナ た 50 50 100 100 100 100 100 100 100 100
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121 学習参加度について

第 5表の学習参加度調査の結果 を学級全体についてみるとA学習の動機づけ、 B理解度、

C仲間との情報交換、D人間関係のどの面から見ても、全般に参加度はかな り高い傾向を認

めることができる。中でもBの理解度を見る調査で「 この学習で課題のとき方はよくわか り

ましたか。J「 この学習で先生の説明はよくわか りましたか。」の項ではすべての班が loo%を

示 し、どの児童 もよく理解できたと自己評価をしてぃるといえよう。 Cの仲間との情報交換

を見る調査では「 この学習でグループの人たちと話 し合いはじゅう分できましたか。J「 この

学習であなたの意見はじゅう分言えましたか。」の項で高い数値を示しているの に対 して、

「 この学習でグループの人たちの考えや意見をよく聞きましたか。」の項で 1班は50%つ まり

半数の児童が、 6班 と10班でも25%の児童が「 どちらとも言えない。」と答えているのが少々

気にかかるのである。男子 18女子21の 当学級では女子が 3名 と男子 1名 の班がどうしても出

来てくるn l班はその中の 1つ で殊にこの女子 3名 の中の 2名 は自己主張がきつ く人の話 を

しっか り聞 く態度に欠けるか らと思われる。 D人間関係 を見る調査では先 づ気 にな るのは

「 あなたのグループの人たちに何とな く気の合わない人がまだいますか」の項で 1班の中に

「 いる」「 どちらでもない」と答えた児童が半数いること、「 あなたのグループの人たちは

助 け合 って楽 しく学習 していますか 。」の項で「 どちらで もない。」と答 えた児童が 5

班では半数 あることである。 1班については先に述べたので省 くが 5班 を見てみると成員

の中で 1名 は忘れ物、特に課題につぃてのひとり勉強をして来ない児童 1名 、算数では遅れ

勝ちな児童が 2名 あって学習を進めて行 く上に困難な問題をかかえているということもある

が、なんと言っても班がえをして 2日 目で、互いに理解 し合えていないことが大 きな原因で

あろう。 しかしこれ等の班に於ても、前にも述べたが C情報交換の 1の項で「 この学習でグ

ループの人たちと話し合いはじゅう分できましたか。」のところで 10o%、 つまり全員の児童

が「 できた。Jと 答えていることでわかるようにきょうの勉強では じゅう分言えなかったが

楽 しく助け合ってやっていこうとする方向にむいていることは確かでそんなに深い意味を持

つ もので もなさそうに思われる。

第 6表の抽出班、抽出児についてみると8班の C28児 は学力全般に低 く特に算数では遅れ

がらな子である。 この C2:児がポス トテス トで75点 をとり、仲間との情報交換の面からも人

間関係の面からもすべて「 よかった」と満足しているのは、本人の努力はさることながら、

グループ内での相互作用の力がいかに大 きかったかを物語ていると思 う。 また抽出班 2・ 8

・ 10班の中で 2班のC8児 を除 くすべての児童がポストテス トで75点 以 上の満足すべ き点が

とれたのは、表 6で もわか
‐
るようにグループ内での人間関係がうまくいきその上グループ内

での情報交換が効果的になされたからであると思 う。このようにバズ学習のねらう認知的目

標と態度的目標の同時達成の相乗効果が もたらす結果と考えられよう。
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計

占
〔

C6 ③ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C5 △ ③ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C7 △ ③ ③ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ` ◎

C8 ∧
〔 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C30 ◎ ra、 ◎ ③ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C28 △ （
》 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C31 ⑥ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C29 （
） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 8

C38 △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C39 △ へ
．》 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C37 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C36 △ ③ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

表 6 抽出グループの SD

※ プリテス ト・ポス トテス ト

100～ 75点 ③

74～ 50点 ○

49点 以 下 △

75%以上 ◎

74～ 50% ○

49%以下 △
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事 前 テ ス

〔1〕 下の長方形の図を見て答えなさい。

たてと横の長さの比を求めなさい。 (

①の比の値を分数で求めなさい。 (

〔2〕 つぎの割合をa:bの比の形にあらわし、その比の値を分数で求めなさい。

① 教室に男が10人、女が13人 いるとき、男の人数と女の人数を比べたときの割合

比 ( )   比の値 (     )

② けしゴみ1個 55円、えんびつ1本器円のとき、けしゴムのねだんとえんびつのねだん

を比べたときの割合  比 ( ) 比の値 (     )

〔3〕 比をかんたんにします。回合う数を書きなさい。

① 9:24=(9+3):(24÷ □ )=□ :□

②  O。 8:1.6=(0。 8× 10):(1,6×□ )=□ :16=□ :□

〔4〕 1辺の長さが 0.6%の正方形の面積と、たての長さが 1.2解 、横の長さが 0。 4笏 の長方

形の面積の比を、できるだけかんたんな整数の比で求めなさい。

式

〔5〕 毎月 もらう兄と弟のこずかいの比は

3:2で 、弟は 1200円です。

①

②

答 (   )

① 兄の分と弟の分の比の値脅書きなさい。 (

② 兄の分は何円ですか。□にあう数を書きなさい。

式  1200×
暑

=由   答 (

〔6〕 たてと横の長さの比が5:3の長方形があります。

① たてと横の長さの比の値をつかって、たての長さ

答 (

)

横の長 さは、75働 です。

を求めな さい。

)

② たての長さをx翻 として式をつくります。□にあう数を書いてたての長さを求めなさ

い 。

式  xi□ =5:□ 答 (
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甕育攀畿 2纏 鐘活科「 いやばんだまをとばそうJ∽授業から

1 1意 しわ :こ

2◎ 数年間の教職経験を しなが ら、わた しにとって自閉症児との出会いは初めてであった。

初めて担任 した特殊学級に 1年生のM児が入級 してきたのだ。「 Mち ゃんJと 呼んで も返事

もできず、振り向きもして くれず、何一つ話す こともできず、学級の仲間 と同じような行動

ιま全 くでき額かった。当時の学級 メンバーは、知恵遅れの 6年 女子 Fと 5年 男子 sと 2年 男

子Yと 2年女子 Rと 、自閉症児の 1年男子Mの 5人であった。この子たちのバズ学習をどの

ようにしていけばよいのだろうかと戸惑 う毎 日であった。入学当初のM児は、座席に着 くこ

とも少な く、独り勝手に行動 し、室外で車などの音がする度に窓から飛び出て行って しまう

し、基本的生活習慣が脱落 している部分 も非常に多くて、担任 1人では指導の手が届かない

ため、母親に廊下で待機 してもらっていた。このようなM児を何 とか して教師や友達とのか

かわり合ひが持てるようにしたい、仲F85と 遊べるようにしていきたいと願 った。自閉症に関

する何冊かの書物を読んだり、養護学校の先生方のお話を聞いたり、児童相談所の先生方や

大学の先生方のご指導を伸ぎなが ら、学校長を初め全職員の協力を得て、 日々の実践に努め

てきた。

先ず一年次では、教師との触れ合いと学級の仲間への適応を図 ってきた。M児 と一緒に ト

ランポ リンを跳んだり、いやがる子を無理に背負って電車ごっこの仲間へ入れたり、一緒に

ぶ らん通ξこ乗 ったり、砂遊びの伸閲へ入れたりした。電話ごっこでM児がようや く受話器を

持 ってくれた時、「 もしもし、Mち ゃんですか。ハイ。」と何目か繰 り返す うちに、M児がに

こに通顔で、 Fア イ」と初めて言ってくれた。 わたしは「Mち ゃん、ハイと言えたね。」と、

N児を抱きかかぇて喜んだ。n_Ttts ttKttR児 も、「 もしもし、Mち ゃんですか。」と、代わ

る代わる繰 り返 し、「 アイ」と言って くれたことを共に喜んで くれた。 しかしFMち ゃん轟

と呼んでも返事はできなかった。 2学期には誘いかけると時には行動を共にするようになり、

言語表現におひて も、エコラリアの芽生えであったといえるであろう。 3学期は、学校での

母親の付添 いを中止 した 1月 か ら、話せる単語の数が急に増加し、視線 も身近な者 とはかな

り合わせることができるようになり、教師への働きかけや、教師か らの働きかけに対する反

応 もみ られるよう:こ なった。認知的all面 においても、10月 中に 19以下の加減法ができ、11

月には繰 り上がり下が りのある加減法もできるようにばった。 3学期には乗法九九を覚えて

しまった。学級で具体物を用いて取り扱 ってける時は、M児は トランポ リンを拶ヒんだり、他

の事をしてける通とが多かったので、その度にノー群に書いておけであげると、ひつの間に

か覚えておきゝ唱えることはできないが正 しく書くので驚かされた。

二年次でiま 、親学級と交流して健常児の集国の中でも生活させ、集団への進応が進むよう

に取扱ってきた。 2年の 7月 で』ま、 2話から3轟程度の単語による言語表現ができるように
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なり、視線 も身近な/―

~Eと
ιま合 うようになって、教師や友達 とのかかゎり合いも少 しずつ持て

るようになってきた。 1,年 のc子が入級 してか ら、「 cち ゃん、Cち ゃん厨 と言って、にこ

にこ顔でC子を見 たり、c子 の前へ向かい合って顔を寄せたりした。親学級の子供たちの名

札を見て名前を呼んだり、親学級の先生にも働きかけたりした。夏体みか ら2学期にかけて

漢字を沢山覚え、学級で訓読みを教えるとM児がその字の音読み も言うことが多かった。短

い文章の模写ができるようになった。左手で書いていたのに右手でも書 く目があった。毛筆

でY児が「かき」(柿 )と 書いているので、「Mち ゃんも『 かき』と書こう」 と言 うと、M児
;ま「 火きJと書いて、その右 に/fhさ く「消火器」と書いた。色棒で形作 りを していると、M
児 も途中か ら参加 して、通

→
鴨
・―ヨ→

回 ιまち、ご、さん、れいを当てて喜んでいた。M児自

身がこlを作って「 にJと 言った。個人でする鉄棒、登 り棒、雲梯、跳び箱、マ ット運動、橋

渡 り、タイヤ跳び、アスレチ ックスでの遊び等まま上手にできるが、仲間と協力する運動や遊

びは しようとしなり。全校児童集会 には、すごく抵抗 してどうしても参加 しないことが度々

あった。偏食がひどく食べる物が限 られてけて、給食の轟J食 は何一つ食べて くれないが、ぁ

ぷりl■tし の学習をした後、 りんごの皮をむけて与えると、友達 と一緒においしそ うにす っか

り食べて くれた。学校でりんごを食べたのは初めてだった。 1月 にかるた取 りを した時、初

めは 1人で別行動を していたが、「 Mち ゃんも見つけて。」と何回も言っていると、後半に入

ってか ら、早 くポイポイと取ってはY児の箱に入れた。算数のノー トにわり算を沢山書いて

おき、それがみんな正 しいので驚いた。前 日にM児が 4÷ 6=と 書いて「 わり算Jと 言 うの

で、「Mち ゃん、そのわり算ιま難 しいからこれ 4_・ しましょうも」と 4■ 2-2、 c■ 2=9、
6÷ 3=2、 1◎ ÷ 2=5、 11÷ 5=2、 8÷ 9議 4⑭計算の仕方を教えておぃただけな

のだ。その日か ら8爾 間経過 した銀に、M児が自分で下記のようなわり算を黒板 とプー ト:こ

書いていた。 85÷ 5=17、 62÷ 2=31、 23+7奪 4、 86÷ 2=19、 37+3
=10、 264÷ 予=33、 640÷ 1参 =54、 760÷ 1◎ 奪76ゝ M児はゝ こんな‡こ

優れた力 も持 っていた。 3月 に動物園へ行った時、猿の所では特に熱Jが 1こ 見ていて次へ進 も

うとしないぐらいだった。は虫類の建物へは「行かなしヽの。Jと 言って入ろうとしなかった。

遊び場のボー トにみんなと一緒に乗せようとしたら、「 乗らないの」 と言って  ゝ1人だけ乗

らなかったが、電車にはみんなと一緒に乗って くれた。 しか し、他の子のように嬉 しそ うな

顔は しなかっれ

2 実 証 授 業 指 導 請 繭

(1)甕育学畿 2組の子供の実態

M児 (3年男子)は 前言ごの自閣児で、現在で もみんなと共に行動することが不得手で、簑

団行動を拒否する。指示 されたことを拒否 し、自分勝手な行動が多く仲間遊び もほとんどで

きない。 しかし、自己の興味 とすることに至っては顔に喜びを示す表情 もできるようになり、

ある程度 まで学習を続けられる良さも持 っている。近頃では身近な者 とはどうにか言葉が通

じるようになり、動 と帰 りや食前の挨拶 もどうにか言えるようになっている。童話の本を自
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分で声を出して読むようになり、「読んだら金のシール」と言 って自分で本を選んで読んで

いる。四則計算は得意だが自分の気が向かないとしないし、学習課題にはなかなかのってこ

ない。時計 も何時何分が読めるようになりt長 針短針も正 しく記入できるようにな った。

6月 中旬頃よリピアニカに興味を示 し、階名唱ができるようになった 5曲 (と けいのうた、

しゃぼんだま、か っこう、バスバスは じる、かえるのがっしょう)を繰 り返 し鳴らしている。

T児 (2年男子)は場面織黙で、 IoQは 66と ちえ遅れも重復 している。普通学級集団の

中では委縮 して黙り込んで しまい、みんなといっしょに行動せずに教師をにらみつけるよう

な表情を していたので、 1年 の 5月上旬か ら養育学級へ入級 した。小人数の養育学級では普

通に行動 しているが、学級の子どもの父母以外の参観者 (学校長を含む)が あると、日を閉

じて しまって話 したり読んだりして くれない。思考力、記憶力、読解力、運動能力も低 く、

集団では遊ぼうとしない。虫つかみが好きで、 くわがたやかぶと虫をよくつかんで くる。童

話の本はM児より以前か ら読んでいて、金のシエルを沢山はってもらっており、最近ではM児

との間に競争ノと、が出てきたように思 う。作文は助詞、促音、拗音などを間違えるが少 し書け

るようになった。計算は指やおは じきに頼っていて遅い。歌唱は小声で音程 もはずれるか ら

か興味を示 さないが、「か っこう」ιまピアニカで鳴 らせるようになった。

このようなT児は、多人数の先生方が入ってこられたら、おそ らく目を閉じて硬 くなって

しまうだろうと予想する。何とか気持ちをほぐして学習 して くれるようにもっていきたい。

K児 (2年 女子)は身体虚弱で、 I_Qは 85だが、欠席が非常に多く、学習の遅れが目立

つので 2年 より入級 したが、やはり欠席が非常に多いため進歩は少ない。幼稚園へも入園 し

ていなく、集団生活の経験 も少ない。学習すれば熱が高 くなるとか、学校へ行けば足が痛く

なると母親に言い合め られている。

算数の力は 1年の初期程度だが、国語は文章がす らす ら読める。作文は助詞、促音、拗音

句読点などが使え/A‐ い。登校 した日は喜んでは じゃぎ楽 しく学習できる。 しゃぼん玉遊びの

経験 もおそ らくないものと思 うが、この学習に参加 した時は楽 しく遊ぱせてや りたい。

このように三者三様の障害を持つ子どもであるが、K児が来た日はT児が元気づき学級が

ぱっと明るくなる。自由に話せないこの子らには、普通学級のような相互作用はみられない

し、特にM児は本時の学習課題にものってこないかもしれないが、「だれが」「何に」「 ど

う反応するか」を観察 していこうと思う。バズ学習の根本である対人関係す ら持ち難い障害

果であるが、話せなくても何 らかの形で相互作用ができるように進めていきたいと思ってい

る。

(2)教材の取り扱い

この子らの成長は、長い月日というか長い指導過程の中で見 られるものであって、この

単元だけで成果を吟味することは難 しいと思 う。昨年M児が毎日しゃぼん玉遊びをしてい

たことがあったので、しゃぼん玉とば しの学習にならきっと関心を示すだろうと思って、

この単元を選ん亀 自閉症のM児は何をするにも準備段階がかなり必要な子どもであるから
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だ。なおきれいなしゃぼん玉をとばす遊びを通して、情緒障害の緩和に少しでも役立てた

いとも考える。

しゃぼん玉牛ばしの遊びを中ノら、に展開し、学習の楽しさを十分味わわせながら、どうゃ

ったら速くせっけんを溶かせるか、どうやったら大きなしゃぼん玉をとばすことができる

かなど、障害児なりにいろいろとくふうさせたい。     ,

(3)学習目標と学習計画            :

◎ 単元の目標

認知的  せっけんを水に溶かし、せっけんと水とが変わっていく様子や、水の温

か さによって溶ける速さに違いがあることなどに気づかせる。

態度的A せっけんの溶かし方や、どうやったら大きなしゃぼん玉をとばせるが、

しゃぼん玉の吹き方などをくふうすることができるようにする。

B しゃぼん玉をとばす遊びを通 して、 3人がなかよく助け合い、楽 しく学

習することができる。        |
◎ 学習計画                                |

学 習 構 成 学 容内習 題課習学

第 1次 (1時間)

しゃぼん玉をとば

そ う。 (本時)

1.せっけん水を作る。

2.じ ゃぼん玉をとばす6

Oせ っけん水を作って、 し■

ぼん玉をとばそう:   :

第 2次 (1時間 )

せ っけんをとかそ

う。

1.せ っけんが水に溶けていく

様子を調べる。

2 せっけんを速く溶かすくふ

うをする。

せっけんの行方をさがそ う。

もっと速 く溶かそうの  '

第 3次 (1時間)

せ っけん水をあて

よう。

1.せ っけん水と水との違いを

比べる。

。せっけん水と水とを比べて

みよう。

第 4次 (1時間 )

大きな しゃぼん玉

を作ろう。

1。 しゃぼん玉が うまく吹ける

ように、せっけん水の濃さ

を変える。

2.吹 く道具や吹き方を くふ う

して、大きな しゃぼん玉を

作 る。

0大きな しゃぼん玉を作ろ う。

◎ 本時の目標

せっけん水でしゃぼん玉をとばせることに興味を持たせる。
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3 授 業 記 録 の概 要

◎ 第 1分節  「 じゃぼん玉遊びの雰囲気作り」

教師が大きくて美しいしゃぼん玉をとば して見せると、M児 もすぐにス トロー

をほしがり、教師の石けん水で しきりにしゃぼん玉をとば した。

◎ 第 2分節  「 しゃぼん玉作りの材料選び」

いろいろな材料や用具 (塩 、砂糖、固形石けん、粉石けん、害1箸 、ス トロー、

スプーン、コップ、水、湯、向 )を見て、その中からしゃぼん玉作りに必要な

材料や用具を選んだ。

◎ 第 3分節  「 じゃぼん玉をとばしたい」という二児の取り組み

M児 の 活 動 教 師 の 働 き か け T児 の 活 動

(作 り始める)

(コ ップに固形石けん、水

を入れス トローでまぜる。)

(ス トローの先に切 り込み

を入れ4つ に開く。   )

(吹 くが す ぐ消える。)

(机 に戻 って袋を探丸 )

「 これ大メ|1先生の。J

(座 ってかきまぜ吹 く、す

ぐ消える♪

(ス プーンを取 り上げ座 っ

て粉石けんを取り出す。)

(ス プーンで粉石けんをに

おっている。)

T君 もやろ、早くこっちへお

)(コ ップを持って教師のと

ころへ行く♪

(ヽじ っとしてMのすること

を見ている♪

卜(机の上の物の中から青の

ス トロニを取る♪

(机 の上の物を見ている♪

Mち ゃんは石けんを大きいま

まで入れはったね。そこへお

水を入れてきは ったんやね:

Mち ゃんは石けんの大きいま

まと水です。T君 はどうしよ

う。

Mち ゃん、石けん水につける

方にマジ ックで しるしをつけ

るね。日につけた らあかんよ。

Mち ゃん、しゃぼん玉できた?

吹いてみて、できる?

'よ いのできん ?で きるように

考 えて、もう1つびんあげよ。

スプ ンもあるし粉石けん もあ

るし。
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r

(粉石けんを入れ、かきま

ぜ吹 く。)

(だんだんできていく♪

(T児がお湯を入れて もら

うのを見ている♪

(吹いてはためす。)  .
(教師のところへ行き、お

湯をコップにつぎたす♪

(吹 く。座る♪

(お湯が多いので別のコッ

プに移そ うとする。)

「ついたね。」

(手についたしゃぼん玉を

見てT君を見る♪

(赤いストローを持ち出す♪

(新 しいス トローで吹く。)

(T君 の入れているのを見

てMも粉石けんをどんど

入れる。スプーンでかきま

ぜる♪

T君 、どうするのこれ ?粉石

けんを入れてするのか ? 「 うんJ(う なずき、粉石

けんを選ぶ♪

こっちがお湯でこっちが水ぎ (お湯の入ったやかんをと

り、お湯を入れてもらう♪

(粉石けんを 1さ じ入れる。

お箸でコップの中をまぜる♪

(ス トローで こわごわ吹く。

白いじゃぼん玉ができる。

教師の顔を見てにっこり♪

(T児の とば した しゃぼん

っつ く。)玉がM児の手にく

(に こっとする。)

(ス トローでかきまぜては

吹く♪ (8回 )

(白 い薄いしゃぼん玉がで

きる♪

(教師の しゃぼん玉を見る。)

(教師の石けん水をス トロ

―につけて吹く。きれいな

色のしゃぼん玉がとぶ♪

(指示されてもう1さ じ入

れる。かきまぜる♪

「 もういい?」

(吹 いてみる。きれいなの

ができる♪

(だ るまのようなのができ

る。 8)
「 わ―」 (に っこりする)

(繰 り返し吹く♪

(ぱ っと手を振っては、 し
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わ―きれい。だるまさんみた

い。

きれいに とんでいく。

はよう入れ。

吹いてごらん。

あっ、できた。

(し ゃぼん玉を吹 く。)

T君 の色と先生の色 と比べて

みようか。

T君 これ (教師の石けん水)

で吹か したげよか。

あ、 とんでるねえ。

T君粉石けんを もうち ょっと

入れてみ、ちょっとしか入れ

てへんか ら。

こんなとこに ついた。



(固まりの石けんをつぶそ

うとする。)

(吹 く。大きいのができる。)

Mち ゃんの固まりができたね。

粉石けんを入れたのに。

ああ、きれい、きれいやね憲

わ―、大きい、大きいね。

Mち ゃん、初めと比べてどう

やった。

ゃぼん玉をス トロすか らと

ばす。長 くふくらんでいる♪

Fわ T轟 (にっこりする。)|

(手を振 って しゃぼん玉を

はなすつ        ‐
(返事はできない。)

(T君のを見ている♪ (い くつもしゃぼん玉をと

ば し、だんだん大きいしゃ

ぼん玉ができる♪   ‐

(立 ってする♪  ‐

(大きtヽ のができるゆ

「雪だるまみたい。」

‐◎ 第 4分節  大きいしゃぼん玉ができるときとできないときについて考える。   |

1 教師が、「今みたいな大きいのができるとき、どんな吹きかた してる?」 とたずねるが、

T児は、返事をせず、大きいのを作ろうとしているだけ。              |

:教師「Mち ゃんのは、はじめお水を入れて、そこへ固まりの石けんを入れてくれはったね。

[  (板書 コップのはり紙 、石けん、水を記入)吹かはったらどうやった ?」    |

T児「吹けへんJ
I教 師「そゃな、だか らどうしゃはった ?」

まT児「粉石けん入れはった。」

1教 師「 そやな、粉の石けんを入れはったな。まだ玉にな ったあるけど。」

:(そ の時、M児が、机の所へ戻 り、粉石けんを入れ始める♪

できないとき

教師「 T君は、どうしたのかいうて。(―一 間 一―)初 めは、水かお湯かどっち ?」

T児「 お湯J

教師「 T君は、お湯を入れた。そこへ、何を入れた ? どんな石けん入れた ?」

T児「粉石けん」

教師「 これやね。粉石けん。T君は、粉石けんを入れたんやね。」

教師「は じめ、粉石けん少 しやったね。 どうなった ?」

T児「吹けへん、消えた」      ″

教師「 だか ら、どうした ?」

T児「ふやすJ

教師「 もっとふや したね。たくさんふや したね。」 (板書 )

(そ の時、M児が、大きなスプーンで、どんどん石けんを入れる♪
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(板書 )
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ゆ

T君立 ってしてみ、立ってなぉ

―、大きい、大きい、大き

いのがで きたね。



◎

◎

教師「 Mち ゃん、校た入れたね。たくさん入れたね。Mち ゃんのは、ふやしたらどうなった

かな。どうや、Mち ゃん、とばして。 (教師が、M児の石けん水をつけて吹いてみせ

M児

菖 ff              T「 」倉
gI∫

1まifr!て キfi~ty

きて、二つのコップにお湯を注ぎ、二つともいっぱいにして薄める。)

教師「 T君、どう書こう。粉石けんをた〈さん入れたら、Mち ゃんみたいにた〈さん入れた

ら、どう書こう。J

T児「 できなh。」

教師「できない。と書こうね。」 (板書 こなせっけんを、た〈さん入れたらできない。)

第5分節「 しゃぼん玉の歌を歌い、楽し〈とばす。」

T児に大きなしゃぼん玉ができ、M児 も、「 じゃぼん玉がふ〈れる。」とう。

とりとながめる。教師と3人 で、「 じゃぼんだま」の歌を歌う。T児は、椅子の

上に立うて、高〈、遠〈へとばそうとする。大きいのができ、うれしそうに笑う。

第6分節「次時への発展」

教師は、2人のせっけん水を比べながら、「 とける。J ということについて考

えさ■49M行はc→三コを見つけ、吹いてみる。大きいしゃぼん玉ができる。
今度は、椅子の上にのぼって、大きいしゃぼん玉を作ってみせる。そこで、次時

は、「大きなしゃぼん玉を作ろう。」 ということになった。M児は、「 また、あ

した。」 とつぶやき、学習を終わった。

(1)本時におけるM児とT児の取り組み方の追求

M児 とT児は、障害の質は違うが、どちらも、「 じゃぼん玉をとばしたい。Jと いう願い

から、本時の学習に取 り組んでいる。 2人の取 り組み方を追求すると、 T児は、第 1分節

では、一言も発言せず、歌も歌わずに硬い表情をしていた。第 2分節では「せっけん」「は

じJの発言の他は、じっと座ってだまったままで、課題を読む時も、口を閉じたまま声を

出さなかった。後でT児 に聞〈と、「大勢の先生方が見に来られたのでこわかった。Jと 言

っていた。第3分節では指示されると行動し、M児の方を見たり、教師の方を見たりして

こわごわ行動 しているが、後半になって、大きいしゃぼん玉や、だるまのようなしっぼん

主ができてから、「わあ」と発声し、表情もにっこりしてきた。第4分節では、教師の発

間に、単語ではあるが答えており、大きいしゃぼん玉ができる時と、できない時について

考えていた。大きいしゃぼん玉を作ろうと、ゆっくり吹いていたり、大きいのができると、

うれしそうに笑ったりした。
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一方M児 は、初めからしゃぼん玉遊びにとびつき、第 1分節、第 2分 節では、教師の発問

に答えることが多く、進んで行動 した。最初はコップに固まりの石けんを入れ、水を入れて

ス トローでまぜて吹いたが、全然ふ くらまなかった。次に粉石けんをどんどん入れて、どろ

どろの濃過ぎる石けん水を作って、これでもしゃぼん玉がふくらまないことを経験 した。第

4分節の後半になって、濃過ぎる石けん水を 2つのコップに分けて、どちらにも水をいっぱ

い入れて薄め、ようゃくしゃぼん玉をふくらますことができた。第 6分節では、ラッパ形ス

トロー (-0)を 探してきて、大きいしゃぼん玉を作ってみせた。

以上のように、T児が教師の指示に従って、消極的な学習態度であったのに対 して、M児

はまわりの事に何 ら作用 されず、自己のペースで事を解決 しようとする意欲的な学習を創造

したことに大きな価値を認めたい。M児は本当に独 りぽっちなのか、いや、そうではなく彼

は彼なりにまわりとかかわりつつ自己の力を出 していったように思われる。

(グ)本時に見られるM児とT児の相互作用

:上記 のように、M児 とT児の追求姿勢は異るが、授業のあちこちに 2人の相互作用が見 う

け られたことは大きな進歩であったし、またこの授業の学習展開の効果 も大いに認めたい。

例 えば、第 3分節では、M児が固形石けんと水を入れて、ス トローで混ぜて吹 くが、ふ く

らまないのをT児が じっと見ていて、T児は粉石けん とお湯を選んだ場面や、T児がお湯を

入れて もらっているのをM児が見ていて、M児 もお湯をコップにつぎ足す場面や、T児の吹

いた しゃぼん玉がM児の手にくっついた時、M児が、「ついたね」 と言った場面や、T児が

指示 されて粉石けんを もう1さ じ入れたのを見ていて、M児 も粉石けんをどんどん入れる場

面や、T児のしゃぼん玉を見て、M児が「 雪だるまみたい」 と言 う場面などである。

第 4分節では、M児が粉石けんをどんどん入れるのを見て、T児 も粉石けんを 1さ じ増や

した ら、大きくて美 しいしゃぼん玉ができるようになった。

場面絨黙のT児は、大勢の先生の中で前半は硬 くなっていたが、M児の自由で積極的なし

ゃぼん玉遊びにつ られて、だんだん解放されたのか、後半では大きな しゃぼん玉が とばせる

ようになり、表情 もにこにこしてきて楽 しい学習ができた。

このように、自閉症児 と場面織黙児であるか ら話 し合いはできな くて も、 2人 の間には、心

のひびき合 う相互作用があり、お互いに学びとって進歩 していることがわか った。

(3)教師 と子どものズレ

導入の段階で、教師が大きい しゃぼん玉を作って見せた後、「 じゃぼん玉の歌を歌お うか。

」 ともちかけたが、M児は もう教師の石けん水を使って しゃぼん玉を吹いていた し、T児は

M児 を見ていて歌わなかった。教師はこの子 らの心を開かせるために歌わそ うとしたのに、

子どもらは歌おうとして くれなかった。健常児なら歌を楽 しく歌 って活気づ くだろうが、こ

の子 らには不必要であった。そこで歌は打ち切って、 しゃぼん玉の材料選びへと移 らせた。

第 2分節 の後半では、本時の課題を提示 して読ませ ようとしたが、M児は「石けん」まで
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読んで止めて しまい、T児は日を閉じたままであった8そ こでわざと課題の文章を読ませる

ことは不必要であったと思 う。この子たちは準備 しておいた素材を使 って、楽 しく遊んで く

れたらよいのではなかろうかと考える。 このように考える時、M児が教師の予想を裏切り、

自己のペースで自主的に学習にいどんで くれたことは、大きな予期せぬ教育的効果であった

と考えられる。たとえ教師 とのズレv71あ っても、それに気づかせ られてよかったと思 う。

5 今 後 の 課 題

T児ゃK児は教師の指示を聞き学習課題にそって学習するが、自閉症のM児はなかなか指

示を聞こうとしない し、学習課題にものってくれない。そこで、障害児に対 し教師のペース

で指導 しようとしていたわた しの姿勢の誤 りに大きく気づかせ られたのである。それという

のも、心配 していたM児が、積極的・ 自主的に学習に取 り組み、自己体験を通 して教材を自

分で構成 していったか らである。障害児にこそ「待つ教育」が大切であり、この子たちの自

主性を伸ばすように、教師は後押 しの役目を しなければな らないと気づかせ られた。

指導計画の立て方においても、本単元の第 2次 。第 3次の扱 いは、この子たちには無理だ

と気づいたので、 しゃぼん玉遊びの中に自然に子 どもか ら自主的に、その内容を織 り込んで

いった。だか ら、普通学級における思考の段階をふむ計画にならないように、遊びを通 して

その中に自主的に追求する子どもの芽をはぐくむよう計画 したい。

第 3分節の初めに、M児が自主的にス トローの先 にはさみで切 り込みを入れて 4つに開い

て (C==かく )、 し準なん玉を吹いたが、これは昨年親学級へ交流 して いた時に見ておい

たものと思われる。いろいろと多様な経験を積ませてお くということが、生 きる力を育てる

ことになると考えるので、今後 も生活経験を豊富に与えてや りたし、

教材や学習課題が、M児の興味に一致 して、 しかもT児 とK児 にとっても楽 しく進歩につ

なが るものでなければならないと考える。けれども、両者を満足させるような教材はあちこ

ちにあるはずはな く、何 とか して創 り出そ うと思 っている。これこそ今後に与えられた大き

な課題ではなかろうか。

また、自閉症のM児 と場面織黙のT児には、もっとプら、を開 いて友達 との仲間遊 びが楽 しく

できるようにさせてやりたい。

わた しの知 らなかった事をいっぱい教えて くれたこの子たちこそゝわた しの生 きがいとし

て、ますますこの道に精進 し、この子たちの可能性を伸ぱすように、根気強 くこの教育に取

り組んでいこうと思 う。
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つとりり時間の活用と豊かな人間づくりをぬざして

は じ め に

五個荘町は近江の中心に早 〈から開けた農村地帯であり、また近江商人の発祥地として名

を知 られ、その根性である自立 自営の精神は長 〈町民の中に受けつがれてきた。 しか し戦後

は経済開発の波にのって、特に国道 8号線沿いで便不」であるためか、開発が進み中小企業の

工場が至る所に進出してきた。またそれに呼応 して 5。 6年前より町内のあちこちに団地がで

き、児童数 もここ数年に200人余 りの増加をみるに至った。

こうした人口の増加は同時に都市化へとなって現われ、また一方では純農家がな〈なり、

勤め人の家庭が殆んどとなってきた。このため以前み られた幾多の伝統的な精神的風土もだ

んだんと影をひそめ、都市化と共に児童をとりま〈人々の教育観 も複雑、多様化し、大き〈

変ぼうしつつある。

このような地域の影響を受けて育った児童 も、田舎育ちに共通 した子どもらしい純真さが

残っているものの、反面白主的積極的にものごとに取 りくむ態度にかけ、友達同志協力 し合

っていこうとする人間関係の豊かさが見られない。また、体の面でも身体損1定 と体カテスト

を比較すると体位 と体力とにアンバランスが見られ、これが身体面だけの問題にとど唆らず、

集中力、根気力等学習面や心の問題にまで影響を及ぼ している。

こうした実態に基き、学校教育目標の具現化の一環 としてゆとりの時間を活用して、児童

の創意を生かした集団活動の時と場を設定 して、学校 ぐるみで豊かな人間づ〈りをめざすも

のである。

l ゆ と りの時 間 の め あ て

(1)児 童の発想や創意を生か した集団活動を通 して、人間関係を深めるとともに、自主的、

社会的な態度を身につけ、個性の伸長をはかる。

(2)児童自ら目標をたて、体育活動にすすんで参加 しようとする、実践的態度をつけるとと

もに、併せて体力の向止を図る。

2 「 な か まの 時 間 」と「 わ た しの時 間 」の と り方

(1)な かまの時間

本校では水曜日の5校時を創意工夫による教育活動の時間をとり、全校一斉に「 なかま

の時間」として特設している。とり方は 4～ 6年は新教育課程により生 じた時間をあて、

1～ 3年は新たに特設している。 (資料①参照)
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(2)わたしの時間

学年学級の時間として「 わたしの時間Jを なかまの時間のある水躍日以外の日に、 しか

も同じ時間に幾つもの学年が重なると場所や用具の使用の面で不都合であるからt学年単

t位で互いに重ならないようにして、週一時間設定 している。

3「 な か ま の時 間 」 の年 間計 画 と運 営

なかまの時間の活動計画としては大き〈分けて、体力づくりと仲間づ 〈り (文化的な活動)

に分けられる。

月別の主題からもわかるように、前者はスポーツ的な活動が主な内容であり、後者は一年

間の学校の行事に即応した学芸的なものが内容となっている。

これらの活動には全校児童が参加することは言 うまでもないが、参加の形態は活動の内容

によらて、学級、学年等の形態をとるが、「運動会の応援」や「 リズム運動」校たアスンチ

ック等を利用した場合には、全校児童を縦害Jり に して、赤、自、青、黄の4つの色別に分け

12の班を編成 して口‐テーションシステムによる活動形態をとっている。

月毎の主題による活動にあたっては、児童会の代表委員や縦害Jり の各班の リーダーが各学

級、学年の希望を集めてきて話 し合い、全校的な視野にたって計画され、具体的な実施計画

ができると各学級へ流されて、全校が一斉に活動する運びとなる。

教師の指導にあたっては、子どもの活動計画を見て、時間、場所、用具、経費等の面で相

談役となって援助 してやる。また保健、安全の面については特に指導が必要である。

。年間主題

主 題

月 体力づ 〈り 仲間づ くり 月 体力づ くり 仲間づ くり

みん なで遊ぶ 10
自分の力をためそ

う

球 技 大 会
リズムにのって楽

しいダンス

七 夕 ま つ り 12
なわとび、走 りで

体をきたえよう

7 七 夕ま つ り 冬休みの作品展

水 泳 大 会 卒業生を送 る会

運動会のおうえん 1年間の思い出
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4 実践 記録

(1)なかまの時間の計画

(2)なかまの時間  実践記録
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月

主 題 大技球 会

ね らt/h

楽 しいゲームを通 して、望峻しい人間関係を育てる。

自主的 な活動を通 して、積極性や協調性を養 う。

運動の楽 しさを味わわせ、併せて体力づ 〈りの生活化をはかる。

計  画 活動集団 主 な 児 童 の 活 動

一  次 学 級

みんなで楽 しい球技大会をするには どうした らよいかを話 し合

う。

0グループの話 し合い → 学級全体で話 し合 う。

二  次 学 級

各学級でチームをつ くって練習をする

。代表委員 より球技大会の計画やルールの説明を聞いて練習

をする。

三 次 全 校

全校で球技大会をする

・開会式  鏃 委員による)

・は じめのことば   ・試合のルールについて説明

・準備運動      。試合開始

四 次 全校

全校で球技大会をする

。前時の試合のつづきをする

。閉会式

・成績発表 (け い じ委員)

・表  彰 (代表委員)

・先生のお話

昭和 55年 6月 4日 運動場 と体育館

主  題 球 技 大 会

ね ら い

自分達で計画 し、実践 してい 〈ことの楽 しさを味わわせ、楽 しいゲ

ームを通 して、調整力や持久力を養 うとともに、協調性や連帯感等

望ましい人間関係を育てたい。



動活の立塁児 教 師 の 援 助

○全校児童運動場に整列

開会式  司会 (代表委員 )

0は じめの言葉 (代表委員)

0試合の組合せやルールについて説明 (代表委員♪

0ラ ジオ体操第 1(体育委員)

試合開始

1年……円形 ドッジボール (体育館,

2年 ～ 4年……方形 ドッジボール (運動場 )

5年、 6年………ポー トボール (運動場 )

閉会式

0成績発表 (掲示委員リ

0表  彰 (代表委員 )

0おわ りの言葉 (代表委員)

0先生のお話

0全 コ∵ 卜の設計について

助言

0進行について相談役

0運動用具 (ボール、 ライ

ン引き)の貸与

O保健安全の面での管理

1年生の誘導 と審判を手

伝 う

ボールが運動場外 (道路

など)へ出た時のかん視

0球技大会の係

・ コー トつ くり (運動、図書委員)  ・石拾い (給食、園芸委員 )

・は じめの合図 (代表、 プログラム委員)  。ボールの準備 (代表委員)

・記録 (掲示委員)  ・審判 (安全委員) ・賞状作 り (新聞委員 )

・放送 (放送委員)

(3)わたしの時間  実践記録 2年  7月 の実践から

1.主題   お誕生会 (お楽 しみ会)を しよう。

2.経過 と本時のね らい

1年生の 4月 以来、毎月お誕生会の経験を積んできている。 1年生時代のそれは、主

として教師主導型で運営されたが、三学期には プログラム、司会 などの領域で子どもの

参力日の面がふえていった。

2年になって、教師の助言のもとに係活動の 1つ として「 お誕生会係Jが生まれ、企

画、運営、進行を担当し、教師 もそ こヘー緒 に参加する形で、毎月末に実施されていつ

た。 (時間的制限… 1グループ5分以内とだ し物の工夫―毎回同 じようなものにならな

い。ワンパターン防止、の 2点 を約束 として守 らせなが ら)

なかまの時間で企画されたものについての準備、練習などにも (七 夕祭をしよう)時

間が害」りふ られたため、学級会 としての計画の中にも、 この誕坐会を組み込ん/で すすめ
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てい った。

7月 の誕生会は、学期末のお楽 しみ会も兼ねて、 2時間のお誕生会 (1グループ10
分以内)を実施することを目標に、企画、運営を子ども達の主体的な取 り組みをさせる

中で、それらの経験を深め、「 なか唆」の連帯感、「つどい」の楽 しさを味わわせたい

と考える。

3.活動計画 (事前にお誕生会係で原案を作 っている……昼休み利用)

第 1次   7月 の鍵生会 (お 楽 しみ会)の計画を立てる (全体)   1時 間

・ 4、 5、 6月 の誕生会の反省             体 時)

・日時、持 ち時間、内容の基本線 を話 し合 う

第 2次  計画に従って打合せや、準備、練習をする (各 グループ)

第 3次   7月 の誕生会 (お楽 しみ会)を ひらく

4。 展開の実践記録

1 これから7月 の誕生会について話 し合い

唆す。はじめに今までの誕生会について反

省 します。

①  よかったこと

② 困 ったこと

③ 7月の誕生会への意見

などについて各 グループで話 し合 って 〈だ

さい。 lo分でおわるように して 〈ださい。

2 では今話 し合 ったことについて、発表 し

て 〈ださぃ。

3 7月 のお誕生会についていいます。
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各グループで話 し合い始まる、

リーダーはメモなどしなが ら

グループの意見を聞き、発表

できるようにする。

(主 なもの)

○練習が充分できなかった

◎用意したものを忘れてきた人

がいた。

◎時間内にやれな〈て途中でや

めなければならなかった。

◎けんかみたいになったことが

ある も練習、準備、役害J分担

などで)

0紙芝居で絵がはっきり見えな

か つ た 。

O大 きな声でやってほしい。

(◎は多〈出た意見)

1時間+α

l時間

15分

20分

提案 (司会を兼ねて誕生会係 より) 児 童 の 反 応



。する日 7月 17日  3、 4時 間目

。1グループ 10分 以内

・ 4月 か らあとにしてい ないことをする。

(で きるだけ)

・おたずねはあ りませんか

4 それでは、各グループでどんなことをす

るか、けいこや、用意をどうするか、ねつ

もみたいに話 し合 って ください。

チ ャイムがなったのでやめて〈ださい。こ

のあと、 グループで、そ うだんや用意やら

けいこや らしていって 〈ださい。

おわ ります。

(拍手)

「 ファー」などの声があがる。

「 あり唆せんの声

各グループでそうだんの話

し合いにはいる。

考 察 と今後 の問 題 点

(1)球技大会の計画の段階では教師の助言もかなり必要であったが、それを実践する活動に

おいては、司会や審判、進行等こども同志の積極的な協力によって自主的な運営ができた。

(2)全校縦害Jり の集団活動に よって、友達同志の親 しみや、下級生への思いやりの心が育ち、

また教師も子どもと共に考え、活動する中で互いに人間関係の深楼りが見られた。

(3)遊 具を使った遊びが習慣化される中で、「やりされている活動」から「 自分から進んで

やる楽 しい活動への発展が見 られる。    ′

(4)活動の計画や準備、反省等の話 し合い C/1ヽ グループ、学級、縦害Jり 班等)の 中に子ども

なりの創意や工夫がみられた。校た互いに相手の立場を認め、一つのめあてに向って協力

し合っていこうとする態度が少しずつ育ってきた。

前述の様な教育的効果もあげられる反面「 ゆとりの時間Jについて全職員の十分な共通

理解が得られていない面もあって、こうすれば よいだろう、ああすればよいのではないか

と互いに試行錯誤のくり返 しであり、今後の課題として取 りくまねばならない問題 も非常

に多い。夕Jえ ば①「なか校の時間」を全く、子どもの自主的な活動の時間1/Cす るための教

師の適切な助言はどうあるべヽきか。② こどもの活動をよリー層自主的、積極的にさせる

ためには児童会と学級会の役害Jり をどうすればよいか等……あげればきりがないが、わた

し達教師は、 これらの課題を一つ一つ解きほぐしていき、この「 ゆとりの時間」カミ子ども

にとってほんとう1/C楽 し棒有意義な時間になるように、今後の展開に努力と期待をつない

でいきたい。
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ゝ

較 料 1) 日 課 表

学   習   準   備 織 員打合せ )

月

・
火
の
五

上
ハ
校
時

2:40

2:55
3:05

3:50

(鯨)な 30

8:20

8:30

8:40

9:25

9:35

10:20

10:40

11:25

11:35

Q2:00)

12:20

12:50

2:40

2:50

3:35

3:50

4:30塗露)

下校完了

○職員勤務時間 (月 ～金 り8:15～ 17:00 鮭 )8:15～ 12:15
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会

ク

ラ
ブ

下 校 冗 了



資 料 2)

6 「 な か まの 時間 」につ い て の 調`査

問 3。 どんなことがや りたいですか、つぎのようなもので した ら、どれが

や りたいですか、や りたい じゅんにかきま しょう         1番

栓 校でするのですよ、場所 なども考えて ください)       2番

1.ド ッジボール  2。キックボール  3。 なわとび         3番

4。 ダンス   5。走 り  6。鉄ぼ う  7。 マラノン      4番

8。遊具での遊 び  9。 いろんなゲーム  10。つなひき       5番

問 4.つ ぎのうちで、自分は どの力が一番おとっている (い けない)

と思いますか。

l.走 り  2.鉄ぼ う  3.高 〈とんだ り、遠 くとんだ りするジャンプ

4。 ボール運動

間 5。 家に帰 ってか らも毎 日や っていることがあ り唆すか、次の中でやって

いた ら○ をつけ唆しょう。

・走 り (マ ラノン). 。ボール遊び   。なわとび   。体そ う

。その他やっていること (      )
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一

学

年 ＼
問 l きの 0(4月 16日 )の 5校時は

大へんたのしかった たのしかった ふつ つ たのしくなかった いやだった 合  計

男

女

120 24 7 ◎ 184
男 轟 6 21 8 0 〇 65

女 48 0 86

計 84 33 0 131
男 99 24 19 2 75

女 24 28 0 65

計 58 32 31 140
男 8 18 27 5 6 64

女 38 23 ◎ 76

計 19 55 50 6 140
男 14 21 16 0 52

女 20 32 10 0 0 62

討 34 53 26 0 114

全

男 / /
女 / / / /
合

計

310
勧 45

207
30

143
21

22
3

７

１

689
100

なか ま饂時間 に関 する調査  l
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55。 4。 17.調

学

年

問 2。 今後みんなの希望を開いていろ松ろ 〈ふうを したい と思い岐すが、

きの ,(理 月 15目 )の ような時間は ?

あったなつがよ松 あつてもなくてもよい ないほうがよい 合 計

男

女

コ訂 151 9 164
男 4わ 16 65

女 懸7 9 ◎ 65

計 I02 27 鬱 量91
男 48 27 O 75

女 轟 l 13 65

計 99 40 140
男 19 64

女 54 2◎ 76

計 15 80 藝 140
男 98 32

女 51 ◎ 62

計 89 04 114

全

男

女 二≡IIII
合

計

536
∽ 78

139
20

14
2

589
100

/



ず

や
り
た
い
順
番

ヽ

１

１

１

問 3.みんなの時間にどんなことがや りたいですか。つぎのようなものでした らどれが ~
や りたいですか。や りたぃ じゅんに書いて ください。 (全校でするのですか ら、

場所 なども考えて書いて ください)

「
年

2 90 9 14 10 2 12

62 10 2 9 2 22

54 17 6 9 30 14

5 56 24 6 14 15 16

43 7 2 21 17

計 C305) (71) (42) 6) 07) (11) (16) Q00) (69) (22)

2

2 15 12 15 20 10 6 33 28 21

18 23 20 10 20 12

21 24 20 5 7 15 30

5 19 38 18 17 12 4

6 14 14 26 12 20 20 8

計 (87) Q04) Q02) Q2) 儀2) 02) 08) (93) (110) (49)
2 6 20 15 15 16 27 31

12 12 25 7 15 15 23 9

4 13 19 2 14 6 12 26 19 19

5 8 20 19 2 22 12 6 25 22 2

6 10 19 14 2 6 21 18 16

計 (47) (75) (97) (9) G7) 02) G4) C103) (109) (77)

4

2 10 14 16 9 26 30 30

10 8 21 13 17 10 20 20

4 12 10 20 9 19 18

5 13 7 16 14 10 13 21 28 10

6 15 10 18 10 5 15 10

計 (58) (45) (76) 01) 05) C53) 63) (87) (118) (88)

5

2 5 10 18 6 8 21 22 15 28 24

7 9 19 9 10 20 25 20

4 22 6 16 8 13 9 21

10 8 9 8 19 24 32

9 10 12 7 20 28

計 (44) ( 4z) (78) 03) 64) 軽9) (66) (83) (109) (125)

合 計 541 342 395 81 315 量77 217 466 515 361
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学

年

問 4.つ ぎのうちで自分はどんな力がいちばんおとっている (い けない)

思 い唆すか

一と

員ヒ   リ 鉄ぼ う 跳ぶ力 ボール運動 合  計
田
刀

女

計 36 34 33 164
男 32 10 65
女 19 24 13 64
計 56 24 129
男 12 38 16 9 75
女 25 16 5 65
計 63 32 14 140

5

男 37 3 64
女 19 23 76
計 30 88 36 6 140

6

男 86 6 51
女 26 24 6 32
計 52 30 8 113

全

男 ∠
女 /
合

計

141
(の 21

283
41

183
27

79
12

686
100

学

年

問 5。 家に帰ってから、毎日やってめることがありますか

次の中でやってねたらoをつけ唆しょう

走 り(マ ラノン) ボール遊び なわとび 体そ う 合  計

2

男 鉄ぼ う

自転車の り

野球

女

計 3 25 7 0
男 8 13 9 バドミントン0パ トン政オフし

ジャンプ運動
ゴ■とび

女 9 21 8 5
計 17 34 17 8

4

男 5 21 8 3 ノフトボール

自転車の り

ローラースケー ト

女 4 26 14 2

計 9 47 22 5

男 5 36 2 2 バ ドミン トン

自転車の り・ テニス

おにご。こ・ ゴムとび

女 7 31 9

計 12 67 6

6

男 3 32 0 パ レーボール

ノフ トボール

お に ごっこ

女
″
Э 27 8 0

計 8 59 0

全

男

女 /
合

計

49
∽  7

232
34

68
10

20

3

686
54(46)
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調査 の結果か ら

問 1.「なかまの時間」は楽 しいか について

アスンチックを使っての学年別の活動をした直後の調査である。われわれの予想以上に楽

しかったと答えた子が多く、低学年になるに従ってふえている。

問 23「なかまの時間」を設けたことに対 しては

「 あった方がよい」と答えたのが約80%も あり、殆んどの子がこの時間を期待 してい

ることがわか った。

問 3。 どんなことをや りたいか につれて

一番関心が多いのはボール運動であ り、次に遊具あそび、ダームの順で集団で遊ぶ こと

を強 く望んでt/3る ことがわかった。

問 4.運動能力的 な面でおとっているものは

間 3で関心の少いもの鉄ぼ う、跳ぶ力等をあげてねる。 これは 5、 6年 のスポ…ツテス

トか らもよく似た結果がでている。 この ように体力の劣 って榛る面につねでは、今後体育

の指導や、遊びを通 しての体力づ くりといった側か らも、課題 として現在その指導にとり

くんでいる。

聞 5.家に帰 ってからの遊びについて

ボール遊びが殆んどで、その他は多種多様である。琴内で案外多 く見 られるの 1/■ 、毎圏

のように自転車を乗 り唆わ している子である。 しか し子 ども達の遊び場 としては限 られた

所 しかなく、政た交通安全の面からも、子ども達がいろん験遊びな楽 しくしなが ら同時に

体力をつけて方法を考えてねかねばならないΦ これこそ今後の大 き取課題である。
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輻 難 あ 輻 ほ と 轟饉難 が 難畿爾 き 鶉 轟

本校バズ学習 11年の伝統の重みを感 じなが ら、本年 も毎日の授業改善に取 り組んできました。

本紀要を脱稿するにあたり、継続 した学校 ぐるみの教育研究の大切さをつ くづ くと感 じます。

これか らの教育研究は (1)学 校の伝統を重ん じながら、(2)全 校の職員で、(3)体むことな く継続 し

て、(4)従 来の勘と経験にたよるだけでな く専門的教育研究者 との連携を保ちなが ら科学的手法

を導入 し、(5)し かも地域社会や家庭 との連帯を深めつつ、(6)具 体的に子 どもの変容を確かな手

法で一つ一つ極めなが ら、(7)つ まるところ子どもに生きるものでなくてはならないことを、今

私達は自分自身の体で感 じることができました。

およそ現代の開発 。倉J造 といったものは、ワットが蒸気機関を、エジソンが電気利用を、と

いった個人の猛前がでるIIS代 ではありません。宇宙 ロケットにしても決 して一個人の開発 した

ものではなく多くのスタッフによる連帯 と協同によって、 しかも、もち場 もち場を大切に した

一個人の個性的な努力の積み重ねによって、初めて大きな成果が期待されるものであります。

学校における教育研究も全教職員が強いスタッフ意識のもと同 じ目的で足並みをそろえること、

しか も部分部分では独倉」的な実践研究に傾注することが特に肝要なことを強 く感 じました。ま

だまだ未熟な研究ではありますが、今私達はこのことの必要感を強 く持ち得ただけで も大きな

収穫であったと考えます。行きつ もどりつの私達に、幸いにも、塩田先生や名大・ 滋賀大さら

にιま県教委の諸先生方から適切な御指導。御助言を賜わり、研究同人一同深 く御ネL申 し上げます。

私達は、この学校をこの子達を深 く愛 し、さいここの研究を深め、先輩の築かれた輝 く伝統に

一層の磨きをかけてまいる決意です。皆様方の温かい御声援と御批正を切にお願いいた します。

研 究 国 人

教頭 石河竹二郎 菅 融 宣学校長 横 闘 證 具

低学年部

竹 田 裕 子

吉 囲 明 美

中学年部

徳 圏 慶 子

広 瀬 弥三郎

高学年部

北 村 三 郎

福 島 千代子

特殊教育部

大 川 とみ江

教務

村 恵美子

田 久美子

村   博

下 千 鶴

り|1征  子

附 昭 良

堀 口 明 子

一 美

養教

平 松 昭 美

友 本 志津雄

大久保 恒 治

野 瀬   降

石 部 清 和

成 宮 治 子

澤
　
ヱ副

子

美

俊
　
明

田
　
田

里

沼

古
同

木

ノj、 梶

大 鹿

音楽専科

加 藤 離  子

子
　
子

和
　
史

-146-



第 15回全国バズ学習集会要録

発 行  昭和 55年 11月 7 日

編集兼発行者

滋賀県神崎郡五個荘町竜田345
五個荘小学校長 横 田 證 具

印届1所 太 田 印 刷
八 日市 市 清 水 一 丁 目
電 話 ② -1616番

舟生
長方形


